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軽くて美しい屋根葺棺

，，，
 倉

LI ，f . : では初めて製造された Iv. 般五) : ，H です。

凡ゆる} ，'j ，で経済的です。 持さを遮り、寒さをI i J j ぎ、| 耐火作であ

り而も暴風雨にも耐える軽泣屋線材で す。

アメリカの住' 七は90% が ζ のν シグノレ を使っています。

ほ子のノレ ーフィ γ グiζ 色砂を圧着して上図の型 lζ 切断したもの

で色彩は亦 ・緑・白 ・空色の4色あり 、素人でも施工出来ます。

総と赤色が苧紅白?一而坪( 東京 . J:. 堅と1，2竺史竺L 600JIJ 樫三竺旦立工j

星アスフアルトタ イノレの

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

点点 ・足 立 区 小 台 IIIJ 6  3  3  T el . 代表 ・F. 子@) 5171 

大| 以・凶区京1 I 1J Jffll 1:-.通1ー 14 T el. 代表 ・1.. 佐沼 @ 081O



設i t nLPJ 、vhho

レールの長サ

1  2 尺

S 尺

6 尺

用 途

ガレヂ婚約摩

倉庫間仕切等

ゑ 京 jSjE 三 谷 製 作 所

肉御要望に依りポケ ッ ト価格表進呈いたします

文化的手1 - 3舌φ先づー

リノリf ム

リノタイル

の使用から ……・

女御用命は下記代理庖へ

お願いします

株 式 会 社 石 倉 商 庖

小 野 藤 金 物 株 式 会 社

合 資 会 社 和 田 末 商 庖

月 虎 金 属 株 式 会 社

株式会社中村多喜弥商庖

松 本 金 物 株 式 会 社

株 式 会 社 丸 事 商 庖

深 見 金 物 株 式 会 社

湯 浅 金 物 株 式 会 社

清 水 金 物 株 式 会 枇

株 式 会 社 日 垣 本 社

株 式 会 社 平 尾 商 庖

ｾ＠ .J・

東洋リノリューム株式曾社

本 社 工 場 伊 丹 市 伊 丹 五 五 八 省 伊 丹 ( 代) 3531

東 京 支 庖 1ド央区銀盛酋 ・三和ヒソレ 電 京 縞 1701

大阪事務所東区瓦町二 ・三和ピノレ電北浜375・376



。 闘困
の空気調和が

簡車に 出来る. ノ

銀行，事務所に・

空気調和( エアーコンディ ν ョニング)

の出現は，繁忙な事務所から人いきれ

と座ほ ζ りを除き ， 清澄なｾ図気のう

ちに能率を高めさせております。

レストラン，食堂，喫茶底にー

空気の澱んだ湿地帯よりも爽かな高原

のロビーの方がどれ程お食事をおいし

くさせるととでしょうか。美味と憩い

は爽快なノレームで… … - 。

東京 ・大阪 ・名古屋 ・福岡 ・仙台 ・札幌 日 主 裂 他 府
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大 阪 化 成 株 式 会 社

本社・大阪市南区心斎橋北詰 電 (25) 631- 635 

支社・東京都中央区西八丁堀1の3

電( 55)2300 ・5055

台後返さ台

.. :  

• 

③ 
Il C2 僻 )Eニ7

藤 森 工 業 株 式 会 社

東京都中央区日本橋通 1 - 5  ( 中内ピノレ)

専 用 電 話 東 京 (28) 6 2 7 1  - 2 番

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁目 1 番 地

大 間 ピ ノ レ 7 0 9 号 室

電話 土佐堀 (44) 0225 ・7569 ( 直通)

3  1  3  1  ( ピノレ交換〕

ネ土

大阪営業所

本



竜コ句5路氏L

( 金具マーク)

( 衛陶マーク )

の
弊 社 は 本 社 ・茅 ケ崎 の各 衛 問 工 場

及 び金具工場共に J 1  S の指定 を受 け

た|惟ーの衛生器具総合メーカー です新 製 品

5 - 170  
品質管理の俊秀な

東洋陶器製品をセットで御使用下さい

スミ 付 ロータンク

本 社

小倉市篠崎町 458

T E L ⑤ 2481 - .5  

東洋間器抹式奮社
茅ケ 崎工場

神奈川県茅ケ崎市

T  E  L  2 10 5- 8  

大阪営業所 大阪市東区伏見町 5 の 3 T  E  L  @  4518- 9  

各地営業所 東京 ・名古屋 ・小倉 ・広島 ・高松 ・札幌

噌

• 

ビニール製壁- 槙貼材料

• 
床材料町決定版ノ

ー

特殊加工がしてありますか ら.

叉素人 でも容易に貼れます

インク ，ifh，手垢等の汚れも: : t ir撒水できれい

にとれて水拭が可能です ( 特許出願中)

製 造 元

川 口 ゴ ム 工 業 株 式 会 社

引が吊i ! l i 妨' " 本間四 Y 木 町54 T  E  L ( e9) 1946- 0  

東京地下鉄・東急，新車に使用されています

それは感触が柔らかく ，手入れが簡単でしか

も毎日多数の乗降者に耐え得る等その特t'l ，が

他の床村より似れている事が認められたから

です。

標準寸法幅 Ｖ 尺 ￗ 長 ＳＰｾ 馬 ￗ 厚 Ｒ ＮＵ 粍 Ｈ 1 巻 15坪〕

代 理 庖

株 式
4

2

 

島高 社

本 社 ' E :si i 郎中央区銀臨 1- 5 T E L ( 56) 831 1- 5  

大内文 ｊｾｩ 大内市町区伏見町5- 15 T  E  L ( 23) 6661- 4  

3655- 6  



会 告 1

恒

昭 和 32 年 度 理 事 会 務 分 掌

昭和32年 4 月10 日の盟事会で下記のとおり理事会務分掌が決りましたの

で、御報告いたします。( 順不同)

主 言己 主 計 編 集

技術部門 伊 東 五 郎 君 岩崎甚太郎君 佐野 正一君

尾 崎 久 助 君 諌 早 信 夫 君

竹 内 成 夫 君 高 橋 慶 夫 君

鷲 尾 健 三 君 布 施 忠 司 君

桐 本 楠 雅 君

綜合郎門 浅沼猪之吉君 大林 芳郎君 ・小 栗 賛 吾 君

松 村 雄 吉 君 竹 中 錬 一 君

銭高 輝 之 君

藤 木 正 一 君

電気部門 佐藤 太君 栗 原 信 虎 君 山本竜太郎君

管工部門 浅野重太郎君 石 田 憲 二 君 内 田 成 之 君

建材部門 青 木 友 一 君 向 井 保 晴 君 室谷 山水君

支 部 井 手 正 雄 君
吉 田 信 武 君

昭 和32年 度 建 築 工 事 請 負 量 推 定 募 集 の 結 果 に つ い て

本年年頭の建築団体合同新年交礼会の際に，昭和32年の建築工事請負

畳推定額の予惣募集を致しておりましたが，このたび建設省からこれに

関する発表がありました。然し本年の発表は調査統計課の作業になる数

字で，昨年発表の建設業課のものとは作業内容が臭っておりますのでこ

の発表数字を本件に採用することは妥当でないと考えられます。よって

本年の発表予想務i 6.799億円が昨年の調査統計課の推定額の 15%増であ

るとの趣ですから ，昨年建設業課発表の3，064億円の 15% 増3，523億円を

本年の推定額と致します。その結果応募者中適中者がなく，近似の次の

3 君に組景を史上致します。

;  3，368億円

3，362億円

3，300億円

種子回宰君( 大阪塗装工芸 K . K .)

笑原博司君( 不動建設 K . K .)

角井五平次君( 同 上)



伊奈I l ! 陶K K本社工場金景

第 1 回 建 材 工 場 見 学 会

伊 奈 製 陶 工 場 見 学 ( 1 5 即 日)

1. と き 5月21 日( 火) 、 22日( 水)

1. 集 合 時 間 及 揚 所 関西本線淡町駅構内待合室 8'11寺迄集合

1. 申 込 12 日までに会費を添えてお申込み下さい

1. 会 史 1. 300円( 往復汽車賃 ・準急券， f凶 11'1. 19臼昼食代〉

但定員 ( 50名) に達した時は〆切ります。

1. 行 程 第1自 ( 21 日)

E葉町発 8 .27 ( 準急〉 ー→名古屋発 11 .24ー→常滑走?

12 . 17 ( 昼食後工場見学岡地で1泊)

第2日 ( 22 日〉

宿舎で朝食ー→常滑発9 .27ー→名古屋着 10 .27ー→

名古屋市内貸切ノ切で新廷顎物見学途 '1' で昼食一一

名古屋発 13. 35 ( 準急) 一→淡町渚16 .49 ( 解散〉

・伊奈製陶 K K より宿舎 ・食事等格別の御接待をい

ただくととになっており，外に. .K K竹中工務庖か

らも御協力をいただきます。

主主 同業者のお申込みはど速1 ¥1 l : 願います。

伊 奈 製 陶 株 式 会 社 工 場

現社長の祖先は代々常滑に於て陶芸をを営んで来たが五代目初之 jjg氏

に到り，従来の手工業の陶芸をすて、伊奈製陶所を経営した。しかし

て陶管の機械化製造に成功し，またタイノレの製造を試み，近代化工業

化の絡についた大正13年に株式会社に改組し現在に至っている。

工場は国鉄名古屋駅または熱田駅より常滑線に来りかえ約50分のと

とろ常滑市にある。工場敷地29 .985坪間建物 12. 986坪で，原料機械

132台，成型機械75台，乾燥設備2基，焼成設備( トンネ J レ窯を含む)

ＱＵ ｾ 正があり ， それらの設備より生産されるタイルは全国生産の ＲＵ Ｅ

を( 第 1位〉衛生陶器は 15% (第2位) を占めている。

会 告 2

崎
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会 告 3
紀州l長保寺と丸善石油下津製油所見学

1. と き 6月2u ( 口) 午前91時30分集合

1. 集会所 国鉄天王寺駅北円案内所前附近

1. 申 込 25 LI までに会費( 600円 ・往復ti I4I fiーその他) を添

えてお FI i : i 6 み下さい。但定貝 ( 50名) に巡した|侍は

〆切ります。

!  見ｾ会々費の払戻しについて
1.  行 程 ( 往路) 天王寺発 10 .00ー ( 準急くまの号) ー→下

i  遠路見学会の場合は ，お申込によって予め乗

: 車券を購入数します関係上，お申込の方が若し

1中止 きれるととがあっても，既K 乗車券を購入

1 後のときには. . ，の鱒充者ができた渇合の舛は

j お払込会費の払戻しは致しませんから御主主承願

〉います.

長 保 寺 ( 第 2回古建築見学)

1般の観光地から少し離れるせいか， 長保寺は案外に

人が訪れないのだが，しかし国宝として本2乞多宝塔，

大門の4械があり，それに重要文化財の釘i守が1事uあると

とを知ると是非 1 度は訪ねてみたくなる寺である。

日本主主療も，全般からいうと鎌倉時代が最高潮である

といえる。その頃の仏堂のうちで，比較的小形のものは

引締った立面をもち，制1部と屋益との釣合いは整い，細

部も極めて美しい。その適例として長保ミ号の本堂はもっ

ぱら定評のあるものといえよう。須5 I J ; 、坦も優秀である。

多宝塔は膝が細< . 鎌倉期の特質を示していて，須弥壇

の勾欄が美しい網目であるのは珍らしい。 JJ! 守も鎌倉j切

のもので，可憐な l 聞社流造である。大門は南北朝期に

成り. 3間1戸の楼門としては秀れたもの。

紀伊の古建築は良いのが多いが，と れだけ優秀なのが

揃ったととろとしては 誰れしも長保寺を紀伊半島の第

1等とするだろう。

丸 善 石 油 下 津 製 油 所 ( 第 2回建材工場見学)

和歌山県海草君s下津町に所在し，日本の有数な天然の

良港下津港に面して. 30 .000題以上の超大裂油槽船の同

時接岸荷役も容易に行われる，丸善石油の主力工場であ

る。当所は昭和 13年 より建設にかかり 17年には日本にお

ける最新の設備を誇る製油所として完成されたがi昭和20

年戦禍を被って，機能の大半を喪失した。昭和25年戦後最

初の第 1期工事を完了， その後逐次諸設備の拡充強化を

行い現在の近代的製油所となった。工場敷地は約10万坪

で，原油処理能力は 1 日37. 500パー レノレ( 約6000好) 月

生産量は 130. 000好である。原油は約200米に及ぶ フロー

ティングパイプを通じて原油槽に受け入れられ，製品の

大部分は，パラで，一部分は容器詰で消費地へ送り出さ

れている。

津浴 11 .39一一( 丸善石油t ' i ' : fJt の貸切ノ4ス) ー+ 長

保 寺 ( 主主食 ・見学) 14 .30ー→丸善下津製油所( 見

学) 一→下作駅発 17 .29ー→ ( i私立l くまの号) ー→

天王寺近18 .59解散

・昼食は各自悦行願います。

・丸善石油 K K より n切パスを提供していただきます0

・ 参加者にはＮｾめてハガキで概要をお知らせします。

長 保 守 本 堂

第 31古 庄 燕 溜 室 長 位



第 2 回 建 築 写 真 コ ン ク ー ル 募 集 規 定

ω 主 題 i I 築に関連のあるもの ( 建築を中心にしてかもしだ

されたもの)

(2) 応募資格 日本建築協会々貝に限る

(3) 大 き さ 四ツ切版以上， ( カラーの場合は自由) 応募点数は

制限しないが未発表のもの

(4) 〆 切 昭和32年 8月31 日 但し当日の消印あるものは有効

(5) 入還者の数並に賞

入選者 10名に日本建築協会賞( 記念品 ・賞状) 及び

富士フイノレム賞( 富士1 1 : ) を贈る

(6) 審 査 員 ()I 頂不問) 5名

線 忠 一 氏 ( 村野森建築事務所)

政 岡 基 次 氏 ( K K松村組)

恒 成 ー 訓 氏 ( つねなりすたじお)

多 比 良 敏 雄 氏 ( タイラホート)

及後援者より 1 ;名

(7) 入港発表 本人に通知する外「建築と社会」に入選者氏名を発

去する。

人選作品は「建築と社会」誌上に掲載すると共に適

当な場所で展示公開する。

(8) そ の 他 的応募作品は一切返却しない。

( ロ) 応募写真の裏面には暗号( 文字に隈る) を附し

別に暗号，撮影場所，日時，データ，住所，氏

名を明記した紙片を密封し ，封魯表面には暗号

のみを記入するとと。

例入選作品は本会で公表する以前に他で発表する

ととは出来ない。

同入選作品を編集し本会で出版する場合の版権は

本会に帰属する。

(9) 溢 付 先 大阪市東区北浜 3 丁目 37

日:本総策協会建築写真コンクーノレ係

.  このコンクーノレは毎年2回開催する予定である。

後援 宮士写真フイノレム株式会社

参 者 m l 回建築写真コ γ クーノレ入選作品は 13頁に掲械し

てあります。

会 告 4

岬
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東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社

発 売 元 株 式 会 社 泉 商 会

大阪市 北区宗是町 l 大ヒソレ150号 T E  L ( 44) 2736- 9 

東洋レーヨンの

+ イロ〉

⑦ 

東洋レーヨンのナイロン鍛

通・繊艇は 100 ｾぢ スパンナ

イロン糸を使用したもので

食弾力性に富んでいます

会驚く程摩擦に強い

公吸塵性が非常に少ない

* 虫の害を全く受けません

ヱポライト はEndless ( . i ! l i 統式)

品ですから 、30尺でも幼時 も 御

希Ｇｩｩｬの ｪ えさのものが一枚物で御ｾ

Ｑ 羽出来 、 ｴ 正来の定尺決似の ｴｾ ｦＨ ｭ

ねの必' l l f がありま せんo
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下 関 市 立 外 浦 水 族 館

10 

pqー よ り 唱 む 会 最

係当さ作成 ト|対 市 役 所 建 築 談

課 長 鹿 島 武 夫

ぷ，， 1指 導 米 大 教 授 坪 井 善 勝

生 ｾ 設 工 学 研究 会 今 泉 善 一

実 飽 設 計 下関市役 所ｾ築ｉｄＡＡ

1.Yi  j止
什 λ E

名羽lI:!:l 技 師，外

ｾ設 工 学 研 究会 北 川 允 昭，外

間 治 見 宏

工 事監 理 卜"1刻 dJ役 所 建 築 課 名 和 田源 俊

津 森 元 昭

浜 綬 誠 二

胞 工 辿 築工 事 株式会 社 大 林 組

主 任 伴 正 i告

!-.本」こ'J五 - * 亜 港 湾 株式 会 社

、4

'  



下 関 市 立 外 浦 水 族 館 建 設 の こ と ば

水路市 ｪｦｪ 下 ｬ 潟市の多年の街頭であった ， 本族館のｾ，没

がＱｉ￯民のｾＧ￬ ＡＮと領 ｲｮ 市長 の英断により Ｎ 附ＮｦＱ ｊ Ｓ Ｑ 年 ｬｬ ｊｊ 児

、 Ｑ Ｑｭ 洋ーと 符 る ｉ 拍 手五と風光 ｊ ｉＮｾＱｌＱな副 ｬ 干の許制均足早F外語1I

i毎Ij -! に竣工したことは狗に御"; J)置にたえません。

このｾ策の設計並びに位 ｆｾｊ こっ ｌ 、て (1. J . ! i 大教授l f - ) 干

博士，処 1没ユ学研究会今泉先 生，水P1W'I 判所教授松川時

一 ＱＺ の御 指導に 依 り市ｾ築淑の緊痛な辿繁の 下 に無 Ｇｉｦ Ｚｲ ＮＧｬｦ

を進め ｬ ｴｊたことは大ｾｾ主であったと思トます。

路工に当りては，大付組の卓越せる技術と献身 (jO) 努) )

と栴侠って大洋漁業株式会担外水産業再 の絶大なる御文

伐により . ここに所JUl の目的を達成し得たことは払の肢

も温銘致すところでありまして深径の敬怠を1 - < するもの

であります。以上 簡単ながら水族館雄投のことばと致し

ます。 下l喝市強策課長 鹿 島 式 友

.. 
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当 初 o1 忌 来

三/

計 画 要 旨

この水族館は市観光計画lの 環として ，泊浦説ギ合戦

における源氏水 ・1Cの組処地で; t ったといわれる瀬戸内海

に直Iする長! 舟期尚城御丹下の外浦海浜に長l! Jをされること

となった。

当初 ｊ 計 ｾｩｩ ｬ 土尚上の如在地械である関係上 ，ぜＺ蹟 Ｈｾ Ｈｦ の

見地より 地ｽｦ＾の変 Ａｦ ｉ をさけ Ｒ 附にＱＮｾ範階を ｊ ＡｬＺけ 股上部

よりスロ ー プで結び. 1 階 フロア ーは糊位。 i位決を考慮

しG. L より 3. 5m 程度をよげ. 地階を貯水柑. 雄過附

等に利用の ｢ ， ｈ 警本舶を地 ￮￬ｾ の Ｇｎｾ 陸上に吃立させる予定

であった。

その後予算関係等尚々のゆHtNで. M' の防波堤の E叶酬を

変更護伴を設け邸1r r . てた紡 ，).<. 現状の Imd- '"H施計{向l とた

った。

4: ， 皇 内 抗 綬 覧 5{

全 景

下 関 市 立 外 ;満 水 族 館 概 要

所 在 地 山 円 以 下 関 市 長 府 外 I l li

! I f ( 地面積 3  9  O.  4  0  2 平 方 米

構 造

i 本 館 鉄 筋 iM凝 土 造 地下 11培地上 3隣 姥

Ｒ 管ｾｊ｜ 柑ｾ "  '" 地 J-. 2 隣 ill

3. if電廊下 伊 " " 2  ｾ帯 主l!

面 積

I 本 館 地 僻 334.  3824 m " 、

I 階 450. 54m" ， 

2 附 486. 57m" > U 88. g5 m "  

3 隣 486. 91 m" ， 

ベシトハ ヲス 64. 93m "  I  

百t. 1823. 324 rr、口

2. 管J <a棟 1 階 183. 76n、2

2 階 153. 86m ど

ｾ＠ 337. 62m"  

3.  ｾ宅配 下 1 11i'i 45. 31rr可2

2 隣 55.  B m "  

告t 101. 04 m己

総剖 2，261. 984m: . !  

4.  ＮｾｾｉＮ 槽 欽 ｩ￺ｩ ［ｊくｾ ｾ Ｎ 槽 44 7  (天井一 7 ーノシ. ' 、アト水桝

仕上慨空5

も合む)

淡水魚糟 177  ( 出上アールも吉む)

予備水神y 5 7  ( 海水 3 ケ，淡水 2 7 )

訂 作 地 12ケ ( 泌水 7 7 . 淡世 5 ケ)

7 ν カ地 17  240m "  

イノレ力地 17  808m "  

釣 地i 1ケ 30m 三

l' ，;; 外部仕上

以 相 勾配ヌラ プ，アス 7 7 ，ν ト

防水 . Ji争中式プロブク! 股在

外 壁 コ γ 夕日 ー ト打政しエハー

タイト Ｇｾ ｈ

外部長nn 鋼鴨池H (ー部 7 ν キν プ

ルボ ード貼 りエバ ー タイト

Ｇｾ Ｑ 寸Ｉ

本 館 内 部仕上

l ill 雪 べ γ ギン，， : J ，f <タイル貼' ) ，' 畳及天井断熱

材料貼り 仕上 ｻ下地 ｾＩｪ ［ｪＨモ ル タ ル 塗 り Ｉ

Mf 究室 ・機械宝床防水モルタノh 笠 lt l-く

l t - ヨンク日 ー ト打般し

2 陪 観覧室 r- l i アスタイノレ貼り 。日&，鋼製処n

ホモグンホル' / )). 1}・=.J J';! ・ード貼り ，天

井ヲン夕日 ート打政 し

館長宝 床 7 ; えタイル，堕ホモゲンホルプ

目占りラソ方 ー{ 土 k 部コンヲリ ー トtr 政

[_ ，天，1'，ナンライト u占り

3 階 l :t
l

覧ヰ;i{ :  2 階{1! ' I見可〈と Iill じ

、.





竣 功 間 近 し 一一悔回コマスタジアム工事場一一

調 屋 毅

動 防 先 J;i 阪 神 :dl ii K ， K .  

{]' 所 ゴ { j軍 11i 小 林 北 知1 108 - 14 

7' - ; 9- IIU HI  3  1 年 I I I i 上旬 ・撮 影

キヤ .1 y l l l A キヤノン 35m m F 3. 2

F 5. 6 ; ; . 、寸ハン 5 5 D i6 

審 査 概 要

天井照明の力強い白線 ・足場の幾

何学的な直線 ・飢覧席の円形 i曲線 ・

その間に点在するスポアト等-1ι 構

h史的に錫っている 。l I ! によいことは

現場のSJJ 聞気がよく1 . < 現されている

ことであろう 。 ( T )

作 者 の 」 と (;:1': 

完成したｾ物の姿 ＱＱ 必らずといてコて ｌ 良トｦＮｩＱ写

点にIII られて一般の人迭のl恨にとまる険会にJ ! . ' : ま

る。

しかし (; 11 られる過引の匙にも I またブJ 曲目さ; ， <  

しさは. 完成の姿と巡った味をもっており釦11守党

1 < される機会も少なく ，'1¥にJ ". 'll 報告として終る

ｊ 場合 が多い。 ｾ壌にたずさわる首と していつもそ

の創造の; ，に驚るきながら i中々思うようにt触れな

いが，ニの' ￥W 1そ ういった点をIII った内の一枚

で 九 噌聖書立ー

.. 

• 



作 者 の こ と ば

やっと象地された土の! れが1 々しい感じでむ c'r ，，¥しにさら

け出されていて，そよには箱のようなiJ!物がただ '11測に故ん

でいるだけで. 蹴樹も - ' -i>:もな く，誰も住んでいなト無気味

なくらい静かな箇さを感じるだけであった。長〈続いた雨の

あとで，久しぶりに附れあがった削の ニとであったがプヲゾ

ヲ少トているうちに. 一糊だけ人が住んでトる止s物があって ，

南側のベラシ ダには美しい生活のft が咲いていた。 rニれは

ト: ナる / J これがその時の実感であり ，思わす' ν ヤゴターを

切っ た のが ニ の一 枚である 。アハ ート の もつ強い体ｾ を Ｎ 唱

しいハ ターンとして. この写真に感 じて頂ければキ 1]<です。

川村 敏 夫

審 査 概 要

アパ ート の現代感情ぷ現には一見、成功しているが. ｾ昼寝 と

生活が均等化されて力が弱 くなった。 主題をどちらか一方に

絞ったプJーがよいのではなトか。 ( 1' )

ア /'¥ 
ト

一一住 宅 公 団 明 石 団 地一 一

回 村 敏 夫

勤 務 先 日 本 住 ℃ 公 団 大 阪 支 所

住 所 大阪市阿倍野区西田辺 1- 217牧野方

データ一 昭 和 31 年 10 月 中 旬 ・ ぬ 影

キヤノン 4 5 b  F 1. 8  50m m  

F S  1/250 ;1， オパ " 5 5

Y 1 7 イノレタ -(J i ! 月i



石 JiI 修

勤 務 先 Ｇ ｉｾｾ＠ 1: ; J 1摂 .l. 務 K . K .  

住 所 大 阪 rlj 天主王寺区茶円 illffiJ l l l

作 者 の こ と ば

住 宅 ' ! i Aをびすゆがtf- ;}' で' ワし廻った '1' から，こ心 l比人 選

しよ上に織ることになり 脳 しく 思っております。

「写真 Ｑ ［ＱＮヨい、あり」と ｬ Ｇ｜ 、ますが，写 Ｚｲｾ を比れ ｬ 王， Ｑ 最ｾ
Rが何と感じて' 守したか解る とI t 思われま すが，簡単に説明

を雛 します。

0 ，厄将来 J と題名をつけましたが，これは住友銀行備後町

文官で. 御' 立筋の.! II 側にあるI . I ! 物です。バルコニーのrJ. み

( 見付と L 巾、ますか) の白色が 1':[，ーにうど叉された直織と ，

E置と子、井( 上附のスヲプ) のmする紛がよ府階まで斜めに

; j f 統して いる総とを， この倒f ' J よりねらって見ましたが.

"i l'i をみればf約半 のない ようなものになったようです。

ＰＧ 裕子」豆の夕暮 ， 法隆寺 内 を写 ｌ Ａｬよ い ている時に本Ｎｾｾだ
と思いますが， ｉｾ 側 の ＧＡｊ Ｚ・ ｾＧｉ の 所に来て ， ｈ｜ 、 」と皆、じ 夢 中
てｾｾＮＨ枚方した中の ｬ 枚です 。， ，Ｂ ヰ Ｚ の ｊＺｩ ｊ を感じて ＧＱｪ ー した
J ) ですが y 際の良さカ; 11¥ていないので，もう一度万しに

け ｀Ｍｴｾｬ 、と思っております。

O " !j! ・天井 J I主商品展百貨胞の111館より析館へ1i く階向上

J ) 踊吟の所です。天井全 IUIJ レーバ ーのl白線と円形J ) l聖心構

成を . ｐｬ を ｴ 怖 く 廻 ｉｪで Ｒ 分した ｾ Ｇｉ 阿で万して ￇｌ ましたが Ｎ
T. 持 J ) ! ) ;スロ ージヤアターが切れず，日目い 'i・f I になりまし

4 ・」。

11上実際に良いと也、じ' ワすのですが，本判 v) f ミさを' l i . t ニと

の維しさを知り . もっと努) ) しなければと号えております

OMlな駄t となりましたが，御判読下さい。

なお今後 Ｎ 円ＧￌＧ ｉＮｉＡｾ匹協会 の発肢を願 い，ま た ｉ 心｜ｆした ｌ 、と
引ってお，) ま寸が. r'j: 友となって 民けるノJ があれば，幸いと

! 邑いま T 。
行 川 修

子 一一法隆寺にて一 一

11日 和 31 年 8 月 5 11 ・ 搬 ｪｾ

［ｴｾンパスワイ ド F 3. 5 35m m 

F 3. 5 1/2 ネオパ" ， 5 5 吉里W5 3



ｾ＠

直 線 美 一一御堂筋にて一一

7 ータ- uR 1l l dl 年 6 I1 10 日 ・嫌 影

オリン パス 7 イ ド F 3. 5  35m m  

F 3. 5 1/25 i、寸ノ、ン s s

ベロナ ー 3 号

壁 ・ 天 井 一一高島屋百貨庖にてーー

デ - 5 ' 一 昭 和 31 年 10 JI 7 日 ・織 拶

オ日ンパスワイド F 3. 5 35m m  

F 3. 5  1/25 ; j、ォ パ γ s S  ，Ｇ ｦｾｬｦ＠ F  S  3  

審 査 概 要

これは同一作者でありど うもパ5 ' - '/

的なものに興味があるらしL 、。 1 個 の強

策を表すには弱< . パタ ー ンで行〈なら

構成に細心の注意を払わねばならぬ。例

λ I f  r格子」にしても泌物とウメラを平

.... ・

事‘ i

行に L て柱を垂直にしパ ースベクティ ー ， .'  

ブな予法を採用せぬ方がよ L 、。つまり立

面図的な処置のことである。 ( T ) ｾ ノ

ー-
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姫 路 市 延 に

1 階 1，823，2坪 2 階 306. 2Ji'.

延 2，029. 4坪

鉄骨鉄筋コンクリート一部鉄骨造

昭和31有 8 月~昭 如32年 4 月

設 計 に つ い て

この他策は従来の紡縦工喝の大部分が，北側に窓を持つ鋸' 1 ' 11邑般

のh型地か，さもなければ. 山形ト ラス ・アーチまたは ν ヤー ν 等の

但式の無: 害工場であるのに対して新しい試みを企てたもので，その

国際はあくまで? 住宅目された消潔な明るい作業空間を作って . 慢fJ ( ;，

そこで働〈 人逮も無想をしなしで，最高の能! t l をやげることがで去

るようにすることである。具体的な設計の要点 l主，

I でまるだけ住を少くして ，綾城の配置が柱/ i Hに左右されず。ま

た作業が作に ｬｦｬ ｬ ｾ されないようにすること。

2 工場内の照11 ) : を均一にする こと。

3. t 1! 物の熱111失を少くして工場の内部をなるべく恒温恒濯にf).¥ち

.:ML ‘ ようにすること 。

4 内部特に天，1に鉄骨やパイプ等綿ごみの附治するような凸 lJ j物

を1' 1らなトニと 。

5.  .0 唱の内部には雨漏 りや溢点の恐れのある縦悩や排水柿を一切

竹らなしこと。

6 ダクトの匁It 吹 UI l- n の他総て工場内にi I l HI させないニと d

7 リタ ー ンダクト{ 主地下に取らず天井裏を利用するニと。

8 以上を綜合して . で去るだけ快的な作業空間を作り上げとこ

と。等である。

実際に光成して見ると ，工場の内部i :t. J珂るく極めて rN潔で f 従来

の綿ぽニりが立ち込めている 工! g とは絡段の相逃があり ，天 )f 函; ニ

何1mのつくものが無いために，糸にトピ Y キが起らず，製品の品

は向上し ，正場内の品!uf 度が安定してトるために. 来切れむ少 〈ユ二

時としての能率 も上り . 従業員にとっても伏的な工鳴を作るこ とに

相判 な成取を宇げるニとがでd " たと fJ じている。

入il :;n刑事務所 入泊雄太郎
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この江市の施工計酬iに当り堵噂された点は. 主 I-I: D -!I

である鉄1rJ J Jl の加 1・IJl Jj と 1:場内を如何にして完全な

るエヤ ータイトするかであった。鉄骨加工についてはガ

ーターの成が 3. 6 米であるため愉送の制限を受けてすべ

て現場において組立絞鋲せざるを仰なかった。このため

現場内がー届観雑化1 . - ，処方エ!JTと共に工程にも影響を

及ぼした。処方工事については次の方法を検討した。

①3. 6米のガーターとして倒げる。②一棟へ裂として錨げ

る。①各材組々に儲げる。上記の内現場作業場が狭少な

るため① の方法を選んだ。長大なる 上下弦材 9.0 x  !1.D 

x 7 の処方は丸太5.0尺のものを添えすポート 四ケ所を設

け順次斜材を取付けた。 l注初一円に 2 本しか揚げl1J なか

ったが，工事の進行に伴い一円 6 本なし、し 7 本舗げるこ

とができた。エヤータイトについては温調並びに防m上

工事内を多届石としているため. 広範囲な面積に豆り下

地材の定及古IJ 付と各T ' i ! 材の縫平部分にビニールテー プを

完全に張ることであった。この後研究を必要とされたい

占については. この他物が鋼筋鋼ft の複合型式情法であ

るため，その節点部の配筋の処i i ! i や透明波形ビニールの

天持制l部の納り天升内部の鍋除方法等である。紡紋工場

として必要な ｾ ｮ ｾ 紫を持 っ その漸析な設計を如 何 にして

実現し得るか工程に対する要求もあり ，そして胞工が満

足されているかどうかこの後の問題としたL、

抹 式 会 社 事l' 蛸 崩1 g  本

lまと
' --

の者工施

進

* 北 附 外 観

• 

工場内部 天井は不燃性泡化ピエール波阪，一部プラスタ ーボード ペン キ。唱はそノレタ ノレ

プラスター，エマノレ i!' 3 Y j t 料。 j革は絡フロ ー リy グ。
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鯉 憾 の あ る 風 景 鯉I織のある風去は子供なら ずとも楽しい。それはまた ，微笑ましい親心の象徴か。初め

は武家でドi 人形を飾り ，標ある旗椴を立てていたが，文政頃 ( C 間人形の無い庶民が鰹織り

を案出し ，やがて武家も それに倣うようにな ったのだといわれる 。鰹になる前に旗の段階

があ った事実は，先人の積重ねの上 lζ 私達が乗っている乙とを教えるが，それで鰻の発想、

が{山下りする訳で・はない。ナマ コを初めて食べた豪傑の認と巡 って，私達には身近にその

卓抜さが感得出来る 。季節風の国日本の芸術，と同時に ，折畳まれて毎年使える点でも日

本的で而 向P o 乙の人々が現在生きていたら ，デ ィズニ ーやカノレダーに私達も驚きはすま

し〉。

変化ある動きと空中 lζ 浮く 乙と は建築と縁が速いだけに羨しい。ター トリンの塔は勿論

ピロティ ，工場生産も土と固定の告IJ 約を打破し，新しい1 "1白を獲得しようとした先輩の闘

いであったといえる 。

吸込んだ風が尻からつつ抜け ， 自由 ｋｾ 伝 っ ているつもりが ， ど っ 乙い綱引すきだなんて考

えると一寸身 lζ つまされる 。

いや! 日! の奴，何もかも知っ ていて，余物を以て代え品目しの臼: R : から EHAばせているのだと

考えると ，議々泣かされる 。風がやんでグンナリした姿は …… ，となると愈々いけない 。

ひねくれず，索 [1' ( 1( ，童心を忘れまい。飽! ならずとも腹 ー杯吸い込んで限り 11¥したくな

るれ，初夏の風は尖味しいものだ。 ( h)

本 ・ 書 : 誌 ・ 読 本 ) J 学の本は相当に穂類も著者も巡った物が相当数発刊されている 。 しかし ，どれを取 っ

て見ても共通の項があまりにも紙数が多い。かかる占を見るg { lC学者も商光人にな ったr

という 峨 な気持にさせられる 。 新規な問題の紺介が本来の芯義であるから ， それだけをｾｊｩ

潔にまとめれば安価にできると思うが，乙れは国家的にも購読者;.IC取 っても至級以J かる ζ

とである 。以 j!I 小学生の月刊雑誌 lζ 附録が多いが，; j ; : 誌との比を如何にするかについて向

先 仁歪喫視しているそうであるが，乙れと一脈通じる処があるような気がす る。

その.'.'，i、'ア: Wの '1:(行本は実にわれわれの感覚1C一致して甚だ結構で' あると敬服している 。

孔孟の占の町大さと ，一概に本といってもエロ本が多い現代では，ザ究発表の物だけは

ふ; とか占とかいう代名詞が他打を下げた今 H では特別な誌とか読本とかいう名前に統ー し

たらどんなものであろう ( SD)  

中 年 の 建 築 士 以 III 氏の「挽; 欽」をよむ。

主人公の悠築家が穏和なセンスをもち ，同時にA! i t主: に誠実な実務家であるのがWJ かる

大変 Iζ 多忙で一人で打合せ，設計，現場ととびまわ って仕事をまとめている 乙れもまず

結構だ ただ家庭生活を守る ことができないほどそんなに多忙な男が，- ) j で円分 !C興味

をもっ若い以とひどく感情の ζ もった恋愛をするのが，小説の倒写だけでーは一寸不向然[ 乙

感じた

安打がi ' I 殺をする そ乙で小説は終りになるのだが，恋愛がそれで結実するとしたら ，

ｾ築Ｇぶというもの｛まずいぶん身勝手なものだという ζ とになりかねない 。

五s築家の生!!ffi が内省的で ，主観的で，自己 '1-'心的な乙とには共感、できるけれとも ，だか

らとい ってWt ' l : に対してエ ゴイ ストで あ ってよいというわけではない 。との小説の主人公

には ー 、 ｪ そんな紅険がちらつい て いやである 。 ｻとやは ｩ 上 Ｇｬ ｦ の情熱がやり ， 人間Ａｾ、 ｷ は別だ

というような考え} j K はfL は質成できなし 3。建築家にそういう相が多いのだと す るとこれ

はもうナグキである う (S  y)  

担 当 5 0 音 順 . 足 立 孝 ・ 岡 橋 作 太 郎 ・ 佐 野 正 一 ・ 深 尾 実 郎 ・ 陶 浪 貞 彦 : 建 築 の 眼



構

編集委員長から，表題のテーマをいただいて，私は，

大変光栄に思っています。私のかねがね強調し ていたも

のであり，講義でも，何か一つの体系にまとまらないか

と， 毎年苦しんで工夫している問題であるだけに，との

機会を与えて いただいた御好意に，感謝の言繋がないく

らいです。ととろが，それ程一言いいたくてクズクズし

ていたはずのとのテーマについて，きて告とうとする と

考えがまとまらず，ぺ γ も進みません。おきたいととが

多過ぎる ような感じでもあり，また一方， *，J りまってい

て，今夏いわなくてもよいようでもあります。要するに

コγ トy としています。私の頭の中だけでなく，問題自

身も，まだとれからま とま って行くべきもののようで

す。しかし，そうか といって，私どもの仕事に今すぐに

も必要なととであって，体系の完成される日を待ってお

れる種類のものではありませんから，未熟なととを承知

の上で，私の気づい たととを 2 ， 3 述べて見たいと患

います。

造

計

画

つ

て

。 。。

鷲

「梼造計画」を考える場合，広義と狭義の 2 つの立場

がありましょうが，せまい意味でいう方が，その重要な

ととが判りましょうから，ととでは，広い意味の場合の

構造に関係した設計の仕事を i構造設計」というとと

にしておを ましよう。

構造設計 といいますと ，以前は， 構造計算 と閉じとと

だ位に恩われていたことは，皆 さんよく御存じのとと

です。しかし，最近は，その 「計算」という タIj fj J だけが

構造設計ではないと とが注目され，背なら 「構造計算」

といったかも知れないときに，今は「構造設計」 とい う

言葉が使われるようになったととも，周知のとおりで

す。しかし i 耐震壁にどれだけの水平カを持たせ，柱

には どれだけ… ...J というような数値のきめ方を「構造

設計」だと思っていられる方が，まだ，案外多いので

はないでしょうか。私は，とれも「構造計算」のうち

だと思います。私の考える「構造計算」というのは，

構造物の形や寸法がきまり，材料が選ばれ， また荷量

が与えられた後で，その応力や変形の状態がどうなるの

かということを，数字の上で確める作業です。その中

には，まだ研究が十分できていないために，どうして

計算し ていいのか，ハッキ Dしないものがあります。そ

れで，先ほど述べた耐震壁の分担率のようなハッキリし

ないものでは，自分の判断で適当にきめねばならないと

とがあ り，とんな場合は，何だか自分が意識的に， i ど

こにどんなカを持たせる」などと ，構造物を左右してい

るような気がします。とれが， 構造計Z' ，1の段階であるの

に， 構造計画をしているように思わせる 1 つの原因だと

思います。ホン トは，応力の状態がどうなっているか

と，その実際の有様をつかむ努力をすべきで，したがつ

尾

健

.  
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て， r力をどう持っているのか」と問うべきで， rカを

どう持たせるのか」と いうようないいあらわ し方は，間

違いのもとです。私は，今一歩を進めて， rカをどう持

たせるか」というようないい方が不適当だと指摘するだ

けで沿く，そういう i時の気持の糠底に，当然動かす ζ と

のできない自然界の状態 ・事実を，自分が，左右しよう

とするかのような，思い上った気持というか，そのよう

なスキが，心にできていないかどうかを反省したいと思

います。 r構造計t ; [J とは，あくまで事実である状態を

つかむための作業であって，私どもの研究はまだ未熟で

あり，その事実を正しくとらえる方法が完全にはでき上

っていないために，いろいろと苦心し ，見当をつける努

力をしているのであるというととを，銘記すべきでしょ

う。

。 。 。

今いったように，構造が定ってしまう と， あとは，構

造計算によって，数宜的に確かめる作業が残るだけです

が，その前に，壁をどう配置するかとか，実際に力に抵

抗できる材料を使 うかどうかなど，構造を確定する前に

構造担当者が工夫しなければならない仕事があります。

とれとそ，ホシトに「力をどう持っているか」と問うそ

の状態を左右します。この場合は，正に r力をどう持

たせるか」の工夫です。それでも，やはり，仮に構造を

1 つ選べば，それに応ずる「力の持ち方」は確定します

から，その正確な「力の持ち方」をしらべ，その適不適

を判断して，不適当なら，他の構造に変更して見て， ま

たその「ブJ の持ち方」をしらべねばなりません。とれ

が， r構造計画」の苦心の状態です。ですから ， r:構造

計画」は， r力の持ち方」に一人よがりな解釈をするこ

とではなくて，いろいろとちがった構造に して見て，そ

の優劣を比較 ・判断することです。ですから，当然，そ

の作業は，いわゆるデヂイナーの仕事へ重大な影響ーをお

よぼします。したがって， r: 構造計画」は，在来の「構

造計釘」だけをしていたような構造担当者にはでさない

ととで，デヂイ γ もよく解るし，構造( 施工なども含め

て) ももちろん得意な技術者でないといけません。むし

ろ，逆に，構造のよく解るデヂイナーの方が良いかも知

れません。ですから，私は，構造担当者の仕事が， r構

造計画」などへ拡がって来た昨今，音の ように，デヂイ

γ がでぎないから構造を専攻するという よ う な 考 え で

は，いい構造担当者にはなれないと思っています。ま

た，構造がわからないままでデずイナーになろうとする

のも， 多分拙かろうと思います。少くとも，相手を現解

できる人であることが必要でしょうし，また，作業から

見ても，デグイナ ーと構造担当者の，よく気のあったチ

ームがいい仕事をするととになりま しよう。

22 
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ととろで， r構造計画」は，もちろん「建築計画」の

中の一部門ですから，いわゆる「計画意欲」 といったよ

うなものが， 1 つの問題となり，それから， r怠欲的な

構造計画」が出てきます。コア . v ステムのガラス張建

築など，との 1 つの現われでしょうか。との磁の問題は

「建築計画」全体として大問題でしょうし，私ごときが

発言すべきことではないかも知れませんが， r構造計画

」と限定しますと，その根底が自然科学ですから，割合

わかりやすい，また，考えやすい面があります。私は，

とれを，ととに指摘したいと思います。

それは，いろいろと新しい構造形式を工夫する場合で

す。もちろん，その時は，その時までに知られている知

識を総動員したり， r構造計算」によって数量的に検討

したりなどしますが，新しい構造形式を選ぶよりどころ

になっているそう したととは，みな自然科学的手段で

す。自然科学は，皆さん御存じのとおり，自然界の事実

を法則に組立てて解釈しようとするものですが， ととに

御注意いただきたいととは，自然科学 とか，学問とかい

っても，私ども人間の仕事のととですから，それには限

界があるというととです。ですから，自然科学上の法則

といっても，いわば，まあ今のととろは，とれ位で大体

差支えなかろうといった程度で，それで具合の恐い事実

が出てきたら，考えなおして，それも ヒッく るめた次の

も少し -:r v な新しい法則を組立てて行くといった具合に

つくられて行くものです。ですから，問題は 2 つ あ っ

て，第 1 は，今までも度々指摘したとおり，事実が優先

するというととで，私どもはとれを追って行く立場にあ

り，官欲的だとか何とかいって，感情に走って独断にお

ちいっては，全然自然科学的 とはいえないということで

す。これは，何でもない心掛けのようで，実際は，なか

なかできにくい芸当らしいです。私どもの気持が事実を

通り越して先へ行ってしまう というととは，私どもが生

ぎている人間であるうれしい証拠かも知れませんが，自

然科学や構造計画には禁物です。第 2 は，まだ法則化さ

れていない事実が沢山あるというととで，新しい試みを

して見ることは，とのまだ法則化きれずに残っている世

界を拡げるととになります。そして，その解決には，せ

いせ. い，今までの法則を何とか工夫すれば見当をつけら

れる場合があるかも知れないといった程度のものです。

ですから，新しい構造形式を選ぶ場合，よほど恨重な注

意が必要になりましよう。例えば，少数の耐髭墜に頼

り，殆んどがラーメ γ である，いわゆる コア . v ステム

の場合，在来の震度を使う，静力学な，しかも，応力計

算を主にする方法によってその耐震性を判断してもいい

ものかどうか， 変形誌を考えるなど，何かが[ しい手がか

りを求めないと，間違った結論や判断を与えるおそれが

あるのではないかというととです。曲芸的な構造手法に



頼っているのも，時々見受けますが，いわゆる静力学的

応力計算書としては，形が整っていても，ホシトにそ

れがその構造の状態を正確に表わしていると断言する根

拠があるのでしょうか。建築物は非常に複雑で，わから

ないところダラケですから，私は，こういった惰性によ

る独断を，極力厳しく反省してほしいのです。在来の，

いわゆる伝統的手法というものは，その後，何回かの地

震等の思いも及ばなかった災害によるテストを受け，そ

の法則の正確さがたしかめられ，また，少くとも修正さ

れていますから，その意味で，頼りになるのです。です

から，私は， r構造計画」の方針としては，なせ' それを

… と考えさせられなければならないような，新 しい曲

芸的手法はなるべく排斥したいと思います。 r道は近さ

にあり」平易な手法に よる解決とそ， ホン トに上手な計

闘だといいたいのです。

しかし，私は，だからといって，新しい手法を全然排

斥してい るのではありません。私は，平索，むしろ，大

学人として，新しい手法をおすすめしています。しかし

その時，私が常に心がけているのは，自然科学の定石に

したがうととで，新しくかくあるべしと見当をつけ，考

えた ととは，まず小さいものでためして見ます。そ し

て，その小さい場合についての事実を観察 し，予想通り

かどうかを確かめます。そして一歩一歩，試みと観察 ・

反省をしながら前進します。それより外に，未知の新し

い世界へ進んで行く方法がありません。要は， 実施後の

観察 ・反省だ と思っています。仕事に追われて，造って

しま えば，それはそのまま にしておいて，次の建物にか

かるといった状態を繰返す私 ども建築界の大勢は， 因っ

たものだなと，私は思っています。いわゆる事故は，自

然科学のこの ような立場から いえば，実は，非常に貴重

な実物実験なのですから，とれを閣から閣へ葬ってしま

うのは，非常に惜しいととだと思います。ホシ ト1' 1:，わ

からなかった法則のための，避け られなかっ た 災 害 な

ら， 世の中の方々も多分納得して下さる と信じ ます。困

るのは，とれを，建築仲間で，商売敵攻般の手段や，人

をおとしいれる材料にするととです。 とれが， i 22な実

物実験を閲に葬り去らせ，そのために，学問や技術の発

達を，非常に阻害しているのではないでしょうか。 一 日

も早し皆が手をとりあって，助けあい，仲良くやって

行く廷喋界になりたいものです。

。 。。

「構造昔j-j 国」に関する最後の基本的な問題として，私

は，そのでき上った計画の「価値判断の尺度j をあげた

いと思いま す。計画というととが，価値判断を含む作業

である以上，その「ものさし」の必要なことはいうまで

もありません。共通な「ものさし」がないと，見解がち

がうばかりで混線するだけです。しかし，との唯一つ共

通な尺度については，私は，成案がありません。とこで

は，皆さんとー絡に，とれをさがし求めるための参考資

料になるかも知れないととを，少し述べておくに止めた

いと 思います。

私の， 一応の夢としては，やはり今の社会では，尺度

はその経済性だろうと思っています。ただし，私のは

寸普通とはちがいます。地震等災害の起る確率を どう考

えるか，その大いさは… … といったととも，構造計図者

の判断にまかせ，耐久性や改袋可能性なども考え，保証

される寿命 (耐久年限〉に対して，構造 ・施工':l'i 等を総

合的に考え た時の経済性で，とれを「ものさし」とし

て，その価値判断をして見たらどうだろうかと息ってい

ます。はじめに与えられる条件は，できるだけハッキ D

与えてほしいですが，後から申出られる，または実施さ

れる 変更に対しては，必ずしも設計者はしばられないこ

とにしておい て， あとは，全部，設計者の自由でもあり

それには設計者が責任を負 うべきものといった形にして

ほしいと 思います。との頃のように，デず イン側のいい

なりに，ただ断面をきめたり，セイゼイ曲芸構造のための

計算舎をつくったり ，とんな労的だけでは，構造計画とは

いえますまい し価値判断の対象に もならないでしょう 。

やはり，相当の選択の自由が許され，一定の尺度にあわ

せて，ハッキリ価値判断をされてこそ，いい構造計画を

求めて苦労するかいがありましよう。そのために，いい

「も のさし」がほしいと 患います。 ただ， 1 つの「もの

さし」だけで測るのは，やさしいが， rもの さじ」を 1

種類に限定するととが問題だという主張も出ましよう

し，たと え， rものさ し」 は 1 つで よいこと に譲歩し

て，それに経済性をとり上げるととには再考を要すると

いわれる方もありましよう。確かにその通りですが，今

の私には，それが一番可能性のある，手近かな， その意

味で一番適当な「ものさ し」ではないかと 思うだけで，

議論して応戦する用意も なければ，そのような大外れた

気持もあり ません。とれは，問題を出すだけにしておき

たいと思います。

「構造計画」 に関する基本的な問題 としては，見る 角

度を変えますと，まだまだ取り上げるべきととが沢山あ

りますが，とれは，他の適当な方，または( 私でよけれ

ば) 別の機会にゆずりたいと思います。

( 筆者大阪大学数授 ・工博)

×  ×  ×  

X  ×  ×  
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建物の高田化というととが，都市ru換の大きな傾向

となってきていますが，構造的に見た場合，日本でどこ

まで高くできるだろうか。建物における高さの可能性

といいますか，限度といいますか，その辺のととろか

ら諾を進めて行きたいと恩いますが・-

B  現在法規で決められた制限高さ 31mは， 主として構

造的な理由によるのではなく，隣接地に及ぼす日ｾｻＧＡ，

通風，その他の影響を考慮して決められているようで

す。純粋に構造的立場からいえば，現在の法規の制限

はたいした怠I床を持たないと恩います。当然もっと高

くできるのではないですか。

C  五1・近ドイツで，プレス トレストコジク Dート構造に

よるア γ テナ塔で相当高いものができております。こ

れは煙突状のもので，たて方向にP.5.がかかっている

のですが，今までの考え方と全く別の構造的考え方に

立って，非常に振動的に有利な解決を示していると思

います。

B  結局， P. 5・ゴシク Pート の軽くて強いという特性を

うまく利用しているというととですね。

C  そうです。それでこのような考え方，もっと詳しく

いえば優秀材料を用い，上手な構造計画を立てるとと

によって，その材料のもっている力をフルに発揮でき

るような設計なり施工ができれば，現在よりも遥かに

高い建物が造れると とは明かなことです，

E  高層 ヒソレの振動が， 住んでいる人に与える不安感、と

いうか，不快感というか，そういうような間燭が出て

くると思うのですが…… 。

E  それは，非常に高層になれば，凪による振動等が大

きく出ることはあり得るでしょうが，建物の中にいる

人に不快な感じを与えない ような振動数 ・周期と振幅

を持った振動が起るように設計すれば問題はないと思

います。だが， 7 0 - 80 m位のピノレでは， そういう問題

は余り重大でないと患います。

E  先程いわれた，材料をフルに仇かすというととは，

近頃盛んになってきた塑性力学的な考え方をするとい

うことですか。

E  もちろん，そういうことも含まれていますが，私の

いいたいととは，もう一度申しますと，先ず建物の設

計当初に，平面，立而計画に並行した，さらにいえば

それらに優先した構造計画を立てる。この構造計画の

中には，施工計画まで含まれなければなりません。
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こうして路工の順序まで考えに入れて，できる限り

実際に起る応力状態を正確に追跡してゆくわけです。

その方法は，弾性力学，塑性力学の両面にわたり，ま

た現有の地震カを静的力にお きかえた解法でなし に，

振動力学的立場で行わねばならないと思います。

そして，構造材は判明した応力に対 し， 無駄なくそ

の全能力を発揮するよう に使う べき です。理想的にい

えば，起り得る応力が絶対正I i ( I i に分り，使う材料の品

質に全くむらがないとすれば，との起り得る最大応力

において，材料の破壊寸前の設計がなされて よいとと

によりまずから，設計の安全率は l でよいととになり

ます。われわれの理想、は，との安全率 1 の理想、に近づ

いていくとと にあり ，近づけば近づく程， 構造的可能

性が増大し ていくわけです。もちろん，ク Mープ携み

等，材料破壊以外の考慮は別に払うということはあり

ますが。

。もっとも ，現在の段階では分ら ないととが多すぎる

ょうですが。

A  建物の高さが今よりも高くできるというととは同感

ですが，それでもどとかに高さの限界はあるはずです

オ2。

F  地耐力もその要素の一つになると思います。

B  しかし，地耐力は基礎の排除した土の重さだけは原

則としてあるはずですから，深く掘り下げて基礎を作

ることによって幾らでも増せるのではないでしょうか

また基礎底面を大きくするととも自由ですから，一応

地耐力から高さの限界はきまらないと恩います。

B  材料の直圧のみを考えた場合でも構造材料がそれ自

身の重さに耐えかねて崩壊する という 高さの限度があ

ります。例えば コンクリート破壊圧縮強度を200kg/cm2

として，コンクリートの塊りを柱状に上に伸ばしてい

くと高さ 1mで底部の圧力は 0.23kg/cm2
です。 900m弱

で 200kg/cm2
となりまずから，とれが無筋 コシク Pー

ト柏:の高さの限界とい うと とになります。実際の建物

は内部? と空間が必要となりますから，との何分の 1
か

になるでしょう。鋼材では，強度が約20倍，比重は約

3.4倍ですから， 20/3.4=同倍， APち中実の鉄柱それ自

身が自身の重さで崩壊する高さの限度は約 5400mとい

うととです。もっと別の軽くて強い材料を使えばこの

数字はさらに大さくなりますが。

F  そういう数字からすれば，高さ 1000m位の建物も構

造的可能性はあるというように考えられますね。

E  もっとも高 さだけを単に考える とい う の で は な し

に，横の拡がり とも関連して見ていかねばなら ないと

思います。 例えば， ピラミッド状の建物は安定度も大

きく ，従って高さも大きくできるのではないですか。

A  諮が大部空想的になってきましたが，もう少し現実

に立ち戻るととにして，数字的に近い将来の可能な高

さの限度は幾 らくらいといえるでしょうか。

H  先ず， 70m というととろですか。別にたいした根拠

はないですが。

C  一応その辺のところは無理のないとと ろでし ょう 。

F  現在の制限高さの 2倍強というととですが，高さが

空倍になって も断面は倍にもならないだろうし，そう

革命的な方法でなく ，現在のやり方をおし進めてもそ

の辺までの高 きに簡単に解決できると 思い ます。

l  しかし，今す ぐに一足飛びに・70mの ヒソレディ y グを

建てる というようなことは無理があるようです。制限

高さ 30mはやはり一つの安全弁の役割は果していると

とは確かです。工業技術の本来の性格からして歩一歩

の前進が散も望ましい と思いま す。

その歩一歩の前進が積み重なれば，いつかいま出て

いる 70mの線もっき破って止るところなく 高くなって

行くのではないでしょうか。

F  高きが高く なるにつれて単位面積当り建築資は当然

増加し，逆に建物の空間利用率は下って来るでしょう

し，経済的な制限がその時と場合に よって常に重大な

ファクターになってさます。

E  恐らくその制限の方が構造的な限度よりも先にきて

しまうでしょう 。

A  つまり普通に考えら れる 高い建物を造りたい という

社会的要求に対しては，構造家は十分応え得られる。

もし必要であるならば幾らでも高い建物を作って差し

上げられるということですね。

F  一応そういう結論で異議ないでしょう。

E  先程諾の出た地震の苦1・f ，[ を動力学的に取り扱う問題

ですが，最近の研究はどの辺まで進んでいる の で す

か。自信をもった計詳のできる段階まで来ているので

すか。

C  そうですね。大体できるといってよいでしょう。

E  もちろん，今までの Dニア ーの取り吸いと違って難

解になるととは間違いないでしょうが。
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l  現在行われているような極めて平易な考え方，平易

という より安易な考え方に立って，いくら精密な数字

を計t . l . して見ても，たいした効能がないような気がし

ますね。何か靴の上から足をかいている ような感じが

して，実際の霊gf ，[ 上の数字はラフでも大筋を逃さない

ような計算方式の確立を望みたいと思います。

E  低層の建物につい ては， 現行の静力学的方法で大体

ょいとされるよう ですが， どの位の高さから動力学的

考慮が必要とされるのでしょうか。

C  12階以上からそろそろ静的に考・えるととは無理で，

大分違った答が出るようになり ますね。現在のいわゆ

る高層ビノレでとの傾向が出始めていると思います。

F  しかし ，静的に考えて 出した答は安全側の誤りとな

る場合が多いと思います。

B  大体においてそうでし ょうが，必ずしもそうともい

えないと思います。

A  高層 ピノレに限らず，構造の可能性の拡大のためには

構造力学の進歩の他に構造材料の発達が大きな要索だ

と思います。

B  要は軽くて ｾｭ い材料 というとと になります。

H  泡ゴンク Dー トの住宅等も造られていますが，もし

泡コジクリ ート のような軽い被彼材料が鉄骨や鉄筋の

挫屈を とめ る効果があれば面白いと 思います。

E  そういう問題は今後の研究にまつところが多いよう

です。

日 多泡質プラスチックのようなものと鉄骨や鉄筋との

組合せなど考えられます。

C  鋼材のみについて考え ても 高張力鋼のようなものが

もっと使われでもよいのではないですか。

A  との前には活物の流行 との比較がありましたが，例

えを食物にとると話がわかりやすいように思います。

生活程度の低い時・一一例えば昭和20年前後の日本にお

けるような時には，食物の質はきして問わない。盆の

満足さえ得られればよかったのですが，生活程度が進

んでくると髭よりも債が問題になって少量で滋養の多

い味のよ いも のが望まれてきます。 それが人の健康の

ためによいととはいうまでもありません。構造材料に

ついても閉じ ととがいえそうです。

E  鋼材の熔接も材料の節約には有利な工法でしょう。

造船業界であれだけ盛んになっていることはそれだけ

の理由があることだ と思います。
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F  熔接技術の信頼度 と熔接の工賃が問題になりますが

E  日本の建築界はその点で食わず嫌いのととろがあり

ます。仲博士がよくいわれているととですが，柱梁の

剛接仕口は応力が大きくなってくると，鋲接だけでは

始末のつかぬようなととろが出てさます。引張鋲やク

P ップア ングノレに多 くを期待し ても， 実際には設計者

が期待するような効力がないかもしれません。近頃と

ういう仕口に他の方法がないので，やむなく一部熔接

を伴周 した設計をよく見受けますが，一番大切なとこ

ろに熔接を使う位なら，もう一歩進めて主体を熔接と

した設計の方が筋が通ると恩います。

l  鉄筋 ゴシク Pート で鉄筋の圧接が大分盛に行われ始

めています。現在のところ，鉄筋重ねが不要になるプ

ラスと ，圧接の工授との差引勘定はほぼH トγ ト"';/"と

いわれま すが， コンク Pートの回りがよくなるし，従

って コシク 3 ー トの断面を細くできるわけです。

B  コンクリー トの圧縮強度が 4 週 135kg/cm
2

すれすれ

というような施工が多いととは，構造的に見れば真に

なげかわしいととです。同じ比重で 200kg/cm2
の強度

を出そうとすれば簡単に出せるのに ，その2/3位の強度

で甘んじているというととはもったいない限りです。

A  高さの諾の出たついでに横の諸になりますが，近頃

大部大きな柱聞を要求される場合が多くなってきてい

ると患いますので，その方の可能性についてお話願い

たいと思います。

C  最近ある建物の設計で，平面計画上 11 mのスパジを

要求されましたので， とれをP.5. コY クP ート 梁でか

けるととにしました。との梁は成50cmの I 型断面です

が，一般の鉄筋コシクリ ート 梁で設計するのに比べて

非常に軽快なものでできるととがわかるでしょう。一

般に P.5. コγ クY ー ト梁の経済限度は 10mで，とれ以

上のスパンでないと面白くないようです。

o  ｖＹｙ ダー ， ｖ ャーレについてもスパ ｙ ｉｚＺＮｾ 良度があ

り，その限度以下ではν ャー レを使う意味がなくなる

ととはよ〈いわれるととです。

c  P.5 コシクリートのように鉄やコジクリートの持っ

てい る材料の能力を十分出し切 る使い方をすれば，自

重に比し様造的能力の大きな梁ができますから，大ス

パ γ でも楽々とかけられるわけです。一般の建物で先

ず許される梁成を90cm位と考えると， P  .5. ゴシク Pー

トの梁であれば 20m伎のスパ Yt主無理なくかけ渡せま
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す。

l  現在工場生産のP.S . コンクリートは価格の点で難点

がありますが，大量生産す るようになればもっと 安く

なり，使いよくなると患います。工場生産のP.S. 部材

のようなものを現場で組立てるという工法が発達すれ

ば，材料のむらや，現場施工の良否の差が少くなり ，

建物の構造的信頼性が高められますし，工期も早くな

り，建物単価も安くなると思います。

H  もっとも，現在工場製作のP.S 官官材は相当高くつき

まずから，むしろ現場でP.S をかけるやり方の方が有

利なととも 多いようです。

方向としては，現場施工が簡単に容易にできるよう

な設計が望ま しいと思います。そう するとと によって

設計に忠実な施工もしやすくなるでしょう。

E  とこで一寸注窓したいのは， 大スパンが絶対に要求

される時には，それに適した方法をとれば相当なとと

ろまでできるということで，必要性のうすい時にむや

みと柱間を大きく するのは，やはり不経済なととは明

かです。

E  いや. ;性問の小さ過ぎる のも不経済なとともあ ると

思います。

E  当然そういうこともあるでしょう。要はその場合の

条件によって，自ら経済スパンが出てくるわけで，と

の辺が構造設計者の腕の現れるところです。

F  いつも痛感するのですが，構造家以外の一般建築家

は，重力の方向については割合に注意を払いますね。

ー寸長いカソテイレパーを出すとか，スパンを大きく

するとかいうことには用心されて，構造家に相談され

るととも多いのですが，水平方向に対してはまととに

大胆な場合が多いようです。天災の起らない問はそれ

ですみますがね。

l  街の大工さんが設計図なしで家を建てて，常時荷重

では十分安全に造っています。構造家以外の建築家の

構造知識が大工さん と大差ないというのでは心細いで

すね。いわゆるア ーキテクトと 称される人はもと より

デずイナーにしろ，現場技術者にしろ，構造的知識が

少くてよいはずはありません。

われわれの側から望みたいととは，構造計算の細い

技術的なと とや，理論的に立ち入ったことは別として

建築構造を全体と してつかんでほしいことです。設計

の当初，プ ロック計画から柱や獲の配置，階高， 構造

の草E別等に十分の構造昔| ・闘がなされないま まに作られ

た建物が割に多いと恩います。世の中が分業化してい

る今日，デダイ ナーが完全にそれをやり得ないのもや

むをえないととですが，そのために とそ構造家がいる

のですから十分に相談する べぎです。そして総造家の

意見を理解し得るだけの構造的知識を持ってほしいも

のです。プラ γ やエレペイ ν ョγ を芸術的意欲 と才能

にまかせて自由自在に制作し， 構造屋に後は適当にも

つようにやれ，ただし，梁の成はこれ これ以下ではな

いと困 るというやり 方は全 く困ったものです。

構造計画は一つの創作 といってもよいと思います。

もちろん，これは様造家とデグナーのよき協力のもと

にできるととだと思います。建築の設計は， とのよう

な構造計画の上にたったプラ; / . エレベイ ν ョシがで

き上れば，その仕事の過半が終ったといえます。その

後に統〈計算作業や製図作業は必要ではありますが，

その作業能力さえあれば誰がやっても大して逃いない

結果が得られるはずです。勝負はすでに前半の創作過

程において終ったと見る べきです。

例えば，普通に考えて必要な柱を一本抜けば構造的

に負担が置くなりますから工費にも相当影響がありま

す。そのマイナスと，柱を一本放 くための一般計画上

の利益と両方秤にかけて考え合わせ，それでも柱を抜

く方が よいと判断して柱を抜いた場合 と， 一般計画の

商で都合が悪いから，この柱はやめる ととにしようと

簡単に抜〈 場合 と，大きな違いです。

A  構造家も常に構造計画について の修練をつんで，デ

グイナー の要求に十分こたえたいも のです。デずイナ

ーがちょっと 変ったととをいいだすと面倒がって r

そんなことはできない」と一言ではねつけず，合理的

に解決できる方法を見つける努力を払わねばならぬと

思います。

デずイナーはデザインだけでなしに構造の恕解を深

め，構造家も自分の領分だけではなく建築全体につい

ての愛着を持って仕事を進めて行くことが大切です。

実際には，お互に相手の力量を認めあった気心の知れ

たデヂイナーと構造家の結びつぎがなければ，いい仕

事はできないと思います。

( C の紀引は精進研究会の座談会の 内容を木田がとりまとめた色

ので文ｾは木悶が負 い ます 。Ｉ
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大 阪 市 高 層 ア パ ー ト の 構 造 計 画 に つ い て

1. ま え が き

との高層アパートは，住宅公聞が大阪市の都心「酋長

堀」に企画されたものでありまして，との企画は数年前

に大阪府建築部においでほぼ同様な規模でいわゆる「マ

ンモスアパート」として立案されましたが，当時の社会

情勢では，住宅の置が最・優先的なものと考えられていた

ため不幸実現に至らず，今日までのびのびになっていた

ものであります。 ところがその後社会情勢も次第に変り

住宅のほとともに質も次第に問題とされるようになり，

また大都市では周辺部の宅地の需給状態から都心の再開

発が叫ばれるような情勢になってきました。そこで住宅

公団でもある程度の試作的な意味もこめて，東京では「

晴海J t r . ，大阪では「西長堀」に高層アパートを実施さ

れることになり，大阪では以前企画されたこの敷地に，

今回想を新たにして，関西における高照アパー トの第

陣として計画されることになり，そのお手伝いを私ども

に仰せつかった次第であります。

さてとの企画が成功するかどうかについては，プラン

の作り方，即ち住みよいかどうかという「質」の問題の

外t r . ，どうして丈夫な建物を安く作るかという「経済

性」が大きな要索となります。との敷地は後に説明しま

すように，閉じ大阪市内でも上町台地とか本町近辺のよ

うな良い地盤ではなく，築港附近と同じような代表的沖

積粘土層でありまして，ことにに地上 11階建の平たい板

状の建物を建てるのですから強さの点で大いに考えさせ

られます。そして建築工事費のうちで躯体工事授の占め

る割合が大きく，おそらく仕上工事貨の約 2 倍程度を必

要とするでしょうから ，構造設計の一寸した出来，不出

来があとの「そろばん」に大いに影響するのです。しか

も細かく区切られた住空間が快適でなければならず，さ

らにその聞に数多くの配管，配線等をうまく納めねばな

りませんので ますます構造設計の役割りが大きくクロ

ーズアップされるのであります。
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それでは構造設計は，安くて機能上差支えなければそ

れでよいかというと，私はいつもいうことながら，もう

一つ「構造上の品位」を持たせたいのであります。抽象

的ないい方ですが，平たくいえば「構造してある」とい

うととをあまり目立たせたくないのであります。不安感

を持たせるととはもちろん賛成できませんし，といって

ゴツすぎるとい弓感じが出るのも嫌です。要は構造が目

立たないと いう のが私の理想なのです。与えられたこの

高層アパートについての課題はあくまで尊重して踏み外

さないようにしながら，理: 恨の実現にも努めたのであり

ます。

以下構造設計の進め方と，その結果について御報告致

します。

2. 鉄筋コンクリート構造の採用

従来との種の高府建物には，多くの場合経験的に鉄骨

鉄筋 コンクリート構造が採用されてきましたが，とれに

ついては，高i胞の場合鉄筋 ゴシク Dー ト構造では強度的

に危険ではないかとみられる向きもあるようです。しか

し理論上鉄筋コジクリート構造で危険だというようなと

とは全然考えられないこ とです。もちろん終局強度とい

うような見方をすると，鉄骨構造の方がより高い値を示

すことでしょうが，経済的にはかなり負担が大きくなる

ととが考えられ，今回はこの要素が大きな割合を占めて

いるわけであります。

一応純鉄筋コ γ クリ ート構造を採用して 問題になりそ

うな点は，

( α)  部材断面が大きくなり ，これを普通の断面にする

と鉄筋が納らなくなり，コシクリートのまわりが

怒くなる。

( b)  笑際の建物強度が施工の良否に よって左右される

割合が，鉄骨鉄筋 コγ クリ ート構造よりも大きい

のではないか。

(c) 一階の庖舗部分の耐震壁は将来取除かれるととは
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ないか。

等が考えられますが，このうち， ( 0 ) については，

との建物が地上 11階建ではありますが，総高さは 3 1 Mで

あり，階高は平均 2 . 6 5 Mで随分低く， 設計 にもそれ程図

らないので柱，梁の断面も右図程度で納り，配筋上の難

点、とか， コンクリ ート のまわりについての心配はないと

考えています。 もちろん耐震壁の計算方法もとれに関聯

しますが，それについては後述します。次に ( b ) につ

いては，公団がこの工事は大手一流業者の指名入札とす

るといっておられ，また公団の監督の方が充分の指導を

されるので，欽筋 コンク Dート構造 としては一応最高の

ものが期待できると患います。最後に ( c ) については

鉄骨を使っても閉じと とで，幸いに今回は建物の全部が

公団の所有となり，公団の管理の下に白かれるのですか

ら， 1古告I i といえども最初に耐震壁として計画された壁が

，後になって取り払われる ようなととはない ので， これ

については考えており ません。

以上のような次第で，相談に参与 された東西の構造学

者 も， ζ の建物を鉄筋 コγ クリ ート構造 とすることに対

しては一応問題なしというととになりました。
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3. 骨組の組み方

建物の構造設計には，骨組を大きく組んでそのーつ一

つの部材に太いものを使う方法と，細い部材を数多く使

って細かく組む方法とがあり ，晴海団地の高層アパート

は前者の方法によられたものであります。私どももとの

二つの方法についてはいづれも経験し，最近の傾向とし

ては前者を採っている場合が比較的多いのですが，今回

は種々比較検討しました結果 と，最近実施しました 9 階

建の高層アパート による経験に加えて， 鉄筋 コンク Dー

ト構造のような一体式のものには，前者の方法は有利で

ないと結論を下して，図のような普通のラーメジ構造と

しました。そして張関方向の各戸の間f土壁を耐震壁 とし

ました。( 伏図，架構図参照)

またとのような長大な建物の場合，当然問題となる伸

縮継手については，一辺が 100Mに近くな るわけですか

ら，温度応力等を計算すればもちろん部分的に塑性域に

入るところ もあ るわけですが，とれ等は構造体の内部応

力であって，終局強度的な考え方をする と，水平加力時

の構造体の耐力には影響なし今回は地震力伝達の場合

の床版のt力きも併せ考えて，伸縮継手は設けませんでし

た。

なおｾ物全体を板状にするか，塔状にするかという点

については， 今回は敷地四周の状況や収容戸数の関係か

ら，塔状案は問題になりませんでした。

4.  水平カの分配，並びに震度

水平カに対する検討はプラシの性格から，便宜的に図

のように A，B， C ，の三つのプロックに分けて考えま

した。
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南北方向に地震力がかIわった場合，ｾ軍部の ａ ， C プロ

ックでは水平力を全部 ラー メγ に負担させ，主棟の B プ

ロック では耐震壁に負担させました。なおとの場合各プ

ロックはそれぞれ独立して地震力に抵抗できますが，建

物全体としても充分協力してイカくように，床の水平剛度

が弱められる階段室，エレベーター ν ャブト等の所では

北側廊下のス ラプを補剛しました。次に東西方向の地震

力に対しては，翼部の A ，C プロック では各プ ロック に

加わ る水平力を，各プ ロック毎に耐震壁とラーメンで負

担できる よう にし，かつ建物全体の振動状態を推定して

主棟 B プロック には建物全体の水平力の大部分がかlわっ

ても 安全な よう に設計 しました。

また設計震度については，振動論による研究成果が次

々と発表されておりますが，今回は現行規準法による値

を採用し，高さによる逓士訟を行いました。ただし一階に

対する震度はドライエ y ャの上が大部分床版で警がれて

いるので，擁壁と建物本体はー体となって地震時に周囲

地盤とともに振動すると考えられますので，震度を半減

しました。

5.  耐震墜

耐震壁は現在学会の研究の焦点でいろいろな研究が行

われておりますが， 根本的には耐震壁がどれ位水平力を

負担するのかとい う点であるように思います。

今回は耐震壁の負担カとして，地耐力，基礎の回転，

下宿の柱の引抜き，壁のひび割れ等を考えて，最大関断

応力度を8 kg/ cm2
程度に止め，壁厚は標準を 12cm- 2 5

cmとし，特殊な所だけ 30cm以上としました。そして一

般的な耐震壁としては張問方向の各戸の間仕切壁を利用

し， 7 階以上では階段室廻りと か建物の交叉部だけを耐

震壁 として， 各戸の間仕切壁は建物の経立化と，た とえ耐

震壁とし ても 高層部ではあまり有効でないととを考えて

軽位プ ロック造としました。

なお耐震壁の明断力分担係数が問題となりますが，と

れはラ ーメγ と耐震壁を別々のものとして考えた場合の

諾で，実際には張間方向の各架構は有壁ラーメ Y とし

て，耐震壁とラーメ Y が協同して灼く わけですから，分

担係数を云々するのは当らないと 思います。そしてとの

ような有壁ラーメ Y に対する断面算定の方法としては，

付帯架構の断面に対 して， 鉛直荷重による応力，および

水平荷重に よる耐震壁の曲げ作用力の他に，皇置の異方性

化によって生じる梁，柱の阿拍H引張力および附加l努断力

に対しても検討を行い， 充分安全なこ とを 確 か め ま し

た。

6.  使用材料と応カ算定の方法

鉄筋は最初高張力鏑とか異形鉄筋を使う ととを計画し

ましたが，公団側で入手困難のため普通鏑とし，径は

32m/m併までを 使いましたので，下の方の階の梁，柱等

の配筋は余程楽なものとなりました。コ Y クDートも部

分的に軽量コジク日 ート を使う ことを考えま したが，関

西では骨材の入手に難点があるの と施工が煩維となるの

で全部普通ゴ γ クリー トと し，設計強度は4週で 180kg/

cm2
としました。ただし コシク リート の調合強度は4

週

で210kg/cm2
を目標としております。

応力算定の方法としては，長期荷重時には弾性計算に

より2ーサイクノレ法によっております。短期荷重時には最

近の実用計算法に より， 部分的に部材が塑性域に入る範

囲では部材の剛比を低減しました。なお耐震壁を含む架

様に対 して は，前項の ような方法も併用しま した。

7. 断面決定の方針

部材の断面算定は，主として建築学会の計算規準に よ

りましたが， A . C . I. の C ODE によったととろもありま

す。部材の大きさは各住居単位の寸法を規絡化するため

に，一階の部材の大き さを規準として，上階に行くに従

ｾＱ＠



って，梁は梁巾を，柱は張関方向の厚さを変えて，梁の

丈，ね:の見付寸法は各階共通としました。

なお柱，梁の主筋継手はガス圧接，またはむ気低抗熔

接によると とにして鉄筋の密集を避け， ゴシク日ー トの

まわりが充分になるよう 心掛けました。またね:，梁等の

主ｾ構 ＱＱ 哲材が曲げ Ｑ 波媛に先立って，羽目ｾ倣ｊ［ ，ｩＡ で最終日 虫度

を低減さ れないよう ，:911断補強筋に対 してはとく に入念

に設計 しました。

配管による 断面の欠損に対 しては，各戸毎fr.i山階から

m聖1p

tt Ffi IP 

tt "I / J  

同; プ2伺 EE;:; ezω

明断繍E量

伝上階ま でパイプν ャブ トを垂直・に通 し，配t岱3

きは総てl地由階と五最絞1支- 上階でするとととし ，断面の欠損を避

けました。

8. 基 磁

との敷地の地盤は大阪特有の地継で， 地表より 4 m-

9mの問にやや締った砂質土がありますが，それより下は

30m近くまで軟い沖積粘土層で， との層の上部，地表よ

り10m前後の所はと〈に不安定な層であり ます。

重要な構造物の場合，普通はとの30m下の浜松居ま で

長杭を打っている のですが， その 代 り 延坪当 り 約 10.0

00円程度の杭打鈴用が要る こと になり， それで もなおか

つ，沈下が完全に止らないというのが，大阪特有の地質

なのであ ります。ま た長杭の代りに，短い摩擦杭をベタ

に打つ方法もありますが，とれは建物の不同沈下 とか，

圧密沈下等の点で信頼できないのではないかと恩われま

す。そとで次には杭打工法に代って，建物全体に地下室

を設け，充分な強さの壁を地下室に縦横に入れて，不問

沈下に対し建物に充分の剛性を持たせ，かつ基礎の根入

りの深8 を増して地盤支持力の増加を図り，排除する土

の重量の増加によって圧密沈下の減少を図りました。

この種のいわゆる「浮函基礎」では，将来予想さ れる

近隣の根伐り工事に対 し自衛策を講じ ておく必要があり

ますが，との敷地の場合は四方とも，河川， 50m道ー路 と

か，また神社: 境内とかで，根伐り 工事に よる 影響はない

ものと考えられ，相談に当られた学者の方々も賛窓を表

され，設計を進めていたのであります。ところがその後

長堀川の河川敷，および東側の南北 50m道路に将来地下

鉄道が布設される計画があることが判り，その際には地

下 10m前後の粘土層の移動，お よび工事中の水位の低下

による本建物への影響を考え，建物の規模も大きいので

慎重を期して，最も普通の方法であるコシクリート支持

杭によることにしました。その結果杭打工設の地額は止

むを得ぬととになりましたが，基礎の深さを浮函基礎の
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時よりも 1m浅く し，実施案 としては別図の ようなもの

となりました。

次に転倒に対しては，基礎底盤を拡げると とによって

処理し，なお念のために構造研究会の資料による SUL Z-

BERGER 法によって， 地盤の側圧も考えた場合に どれ位

泌物の地下部分で転倒モーメγ トを吸収できるか検討し

ましたが，泌物の傾斜をある限度に押えた場合，地階の

機墜さえ充分耐え得るならば，大部分のモーメン トを吸

収できる とい う結果になりました。今回の設計では との

結果をその倦取り入れず，擁壁に充分余裕を持たせるに

止めましたが，今後同じような高層アパー トが設計され

る場合には，地下室があって地盤がもう少し よければ，

このととは充分考慮、に値するのではないかと恩われます

※ 節3四構造研究会，京大櫛尾畿貫先生による資料

9， 所要資材

ζ の企画では設計の最初日から経済性が非常に強 く打ち

出されたので，躯休工事に要する資材数量が大嬰どれ位

でできるものか， 予定数量を設計のどく 初期に提出する

よう 要求されました。その当時私どもが参考に しました

資料は， 木村俊彦氏が雑誌， r新建築」の 1957年 1月号に

発表 されました資料の他に，東京において私どもが実施

しました三聞 のアパート の例でありま して，次表の通り

であります。

l晴アパ海ー①ト
建設喜①ｼ某高層 ｬ ￬ｪｾｻ￰ｴ ＾ｲＺ�ｴ｟ｊ Ｑ ニ 図

資 アパー トij 災後平均アパート

鉄 T骨/坪
0 . 103 0 . 190 

鉄 T筋/坪
0 . 155 0. 175 0. 170 0. 208 0. 181 

一ゴンクリ

0.64 1. 72 1. 90 2 .03 1. 58 

M3/坪

型 M枠2/坪
9 .45 12 .00 9 .90 

註 : ①深礎工事を含まず

②仮想12階建高層アパー ト， 3 階まで鉄骨

使用

とれに対して私どもは予定資材数量として，次表の左

側を御報告しましたが，設計完了後の数量積算の結果

は，右繍のi湿りで暮当初の予定数量に近い値を得まし

た。

予定数量 有if，l:数日

鉄 筋T/坪 0 .220 0.220 

コY ク ト ト|

M3/ 坪

1. 98 1. 92 

型枠 M2/ 坪 i 12 . 00 12. 02 

終りにとの設計に対 して，終始助言を賜った公団の関

係者各位，ま た公団の顧問 として適切な御忠言を下さっ

た先生方に， 深 〈感謝 しますとともに， 今回の企画の成

νJを祈るものであります。

CIl者 K K大阪建築山弱所)



南 淡 町 庁 舎 の p c 構 造 に つ い て

1. 序 文

橋梁，コジクリー ト枕木，基礎杭，氾柱，プレキャス

ト床板などの比較的単純な構造物へのプレス トレスト コ

γ クリート〈以下PCと略記) の応月j はかなり普及してい

るが，建築物の構造主体の ように被雑なものへの応用は

経済的な問題もあるが，一般技術者の設計施工に関する

参考資料も少なし経験も殆んどないために，その普及

がかなり巡れている。とくに， 構造計画に関しては従来

の欽筋 コジク リート (以下 R C と略記) 構造の場合と違

って， PC 構造の特質を充分生かした計画を行うことが

大切である。とれには PC そのものの特質を充分知って

おかなければならないことは勿論であるが， そ の 他 に

PC 構造設言| と現場施工との関連性， 施工技術なども充

分考慮しなければならない。本女: はt J 王者らの研究をもと

にして設計された南淡町庁舎の PC 構造計画を中心に，

PC 構造の建築ラ ーメγ への応用の際にいかなる考慮を

はらわなければならないかにつき時述したもので，読者

諸賢の今後の PC 構造計画の参考ーとなれば幸である。

2. 南淡町庁舎繕塗計画概要

南淡町庁舎はPC とR C とが海然一体となるラ ーメY 構

造であるが，あらかじめその建築慨要と構造計画概要に

ついてのべておく。

建物所在地 兵庫県三原稿南淡町沼氏

n築 面 積 670m
2  

(初2. 7坪)

延 床 荷 積 1，546m2 (467. 6坪)

階 数 3階 (1部2. 3階吹抜)

階 高 1階床高地鍍商より O.93m

1階階高3.55m

2. 3階附高3.25m

軒 高 地盤より 10.98m

栂 進 基礎抗打地; ' I ! R CI.'4逃

輸部はすべて R C構 造

坂

増

静 雄

也

照

夫

田 友

-‘・，、 車

沢 輝寺

階段E住まわりは R C構 造

lUrlll 方向大! J I . ! . 小梁は p C締法( 階段議まわりは除く)

桁行方向大祭は R C構造

第 1図は庁合の基準階平面， 第 2図は一般階梁伏略図

であり，張問方向 11m，桁行方向45mであり，両翼に R C

造階段室 ( 11 x 5 m)  が設けられている。これを除く中

央の事務室部分張関方向に第 2 区lに示したようにスパ γ

11mのPC大梁が架設( 間隔5m) され，とれと平行にラ ー

メγ 間隔5 mの 2 つ剖りの位置に大梁と閉じゴ Y クDート

断面を持つ PC 小梁が架設されている。 PC梁 は す べ て

節 1図 南淡町庁舎i I i ! i ! l ' l 階平面略図

ル一

誌

に

約

率

第 2図南淡町庁舎! J I . ! 伏略図
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。24m.m ( 公称直径1イシチ) PC鋼棒を緊張材に使用し，

施工にあたっては 5 項でのベる P C 鋼棒の特質を充分生

かした方法を採用している。科および桁行方向主梁は鉄

筋コンク Pート 造である。

3.  PC 構造採用の理由

ラーメン構造にPCを利用して有利と考えられる場合は

( 1)  RC または鉄骨構造では梁丈が大きくなって因る場

合， ( 2) 建物利用上から広い空間を必要とする場合，

( 3) 建物重量の軽減が望まれる場合， ( 4) 階高が高く

仮枠支柱に多大の経費を要する場合， ( 5) 施工期聞を

できるだけ短縮する必要のある場合などである。南淡町

庁舎の場合には当初は主体構造はすべて RC 構造として

設計され，第 1 !習に点線で配置を示すように事務室内に

中柱を設けて張関方向はスパシ 8 mと3mの 3層2張関ラ ー

メシとされていた。との計画では中柱ーがあるために事務

室空間の利用率が忍く，スパ ;/ 8 mのRC梁では70- 80c mの

梁丈が必要で，建物自体の自重がかなり大きく なるなど

の理由により事務室部分の張関方向に対しては中柱を抜

くととによってスパシ 11mのP C梁を架設し，空間利用率

の向上と梁丈および梁断面の減少，さ らにはとれに よる

建物自重の大巾な軽減が計画されるに至った。もちろん

柱および桁行方向の梁にも P C 構造を採用する計画があ

ったが，桁行方向の梁はスパン 5 mの述続架檎であ るため

スパンが短かすぎて PC 構造採用の利点が充分発揮でき

ないとと，張関方向スパ Y が11m程度( とれはP C構造と

してその特性を発揮するための最短スパ Y と考えられる

〉であるため柱断面が普通の RC 構造の場合 とほぼ同じ

寸法でおさまり，その結果，柱頂での張問方向お よび桁

行方向 P C 主梁架設および剛節点構成が困難となるとと

桁行方向を PC 連続梁として架設す る場合の施工技術が

現段階では伴わないこと，桁行方向柱こを適当に省略して

スパ γ 10- 15mのPC梁を架設 して PCの特質を生かす設計

も可能であるが，南淡町の場合には桁行方向耐震壁を充

分設けるととができないので耐震設計が困難となる こと

などの理由により，また，柱を P C 構造とするととに対

しては，水平力作用時に有利な場合と不利な場合とが同

時におとり，この結果 PC の特質を充分生かした設計は

困ｾＥであるため南淡町庁舎では桁行方向主梁および柱は

すべて従来の現場打ち RC 構造とした。桁行方向をスパ

γ 10- 15mとして P C主梁を架設するには，建物の平面計

画を行うにあたって， Archi tect と Engi neer との密接な

協力のもとに PC 主梁を架設するに有利な計画を行うべ

きであり，との点が従来の RC構造建物の計画とは泣ーっ

た面白さがあり， Engi neer としての腕の振いどころもこ

とにある。南淡町庁舎の場合には日本最初でもあり，今

後の PC 建築設計の試験的意味もあって PC 構造設計

上なお多くの改良すべき点( 例えば PC 耐震壁の応用な

ど) もあるが無理をすることなく PC 構造応用の目的を
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事務室などの広い空間を中柱な しに架構するととだけに

とどめた。

4.  PC 情遣と水平カ

P C 構造の水平力に対する処置は未解決な問題が多く

今後の研究によって解明していかなければならないが，

筆者らがすでに i PC の建築への応用J ( 建築と社会，

1956年4月号) の中でものべたように， PC 材の特質とし

亀裂荷重以上の大きい荷重が作用して大亀裂が発生して

も，材には高度の弾性が賦与されているから部材が破壊

しなければ荷量除去後はも とに復して亀裂はふさがり，

再びもとと同じ性質を示すとと，すなわち，復元性のあ

るこ とを考慮すれば，従来の RC 構造のように材料許容

強度の概念で水平力作用時に対しでも PC 材を設計する

ととは， PC 材の特性を殺すことになるので無怠味であ

る。 したがって，水平力に対する設計の基本方針 として

は， PC 材の破壊に対する安全性を検査するだけのいわ

ゆるリミッ トデヂイン的な考え方で材が破壊しないこと

を確かめ，部材設計には長期荷重だけを対象とする。も

ちろん，破壊に対する安全率はある程度必要であり，筆

者らは材の磁' 壊モーメジトを長期短期合併荷量時モーメ

ジトで割った値が 1. 2以上になるように設計すればよい

と考えてい る。との ような設計の方針は建物重立の大 巾

な低減に有効であるととはもちろんである。

実際には上記の基本方針で設計を行い，何らの耐f笈的

な処置を施さないでそのまま施工するととは，水平カ作

用時の P C 構造の力学的性質に関する種々の問題が残さ

れてい る今日ではかなり大胆な設計であり ，かつ，地震

時の建物使用者に及ぼす不安感などもあるので，現在と

しては適当なifU'] sf 的処置を施として PC 構造部にはでき

るだけ水平カの仇くのを少なくす るのがよい。とのこと

は単に PC 建物にだけ要求されるととではなく，規模が

ある程度以上の RC 建物などには常に5考慮されているこ

とは周知であるが，とくに PC 構造においては大切であ

るの南淡町庁舎の場合には第 1 !玄| からもわかるように，

両翼に RC 造階段室を現場打ちで設けて張間方向 PC ラ

ーメγ の水平力分担をある程度軽減し，安全性をたかめ

るように計画した。またそのために床スラプは現場打ち

RC とし た。

以上のような水平力に対する設計方針ーによって設計を

行った結果，南淡町庁舎の場合には RC 構造で計画され

た当初のものに くらべて，自重は約1/ 3，長期荷車 ( PC 

梁自重も含む) による設計用曲げモーメジ トは 2/ 3 - 1 /

3 に低減することができ，とれによって張関 11mに対 し

て柱断面50 x 50cm ( 各階共通) の比絞的小さい断面とす

るととができた。とれらの事項は次項にのベる施工と構

造設計の関係によっても著しく影響を受けるととを注意

しなければならない。



5. 施工と情準設計

建物の平面計画におい ては PC の特質を生かす ような

考慮 (例えば長大スパジの採用等) が必要であるが， 構

造各部の設計においてはその施工方法または施工手)1頃を

考l怒しなければならない。とれらは現場の状況と施工技

術に適 した方法を採用することが大切であり，施工の諸

条件を考慮せず PC 構造設計を行うときには， 折 角 の

PC の特質を発j ! f i できるような平夜IF.I" iill iがなされていて

も，その特質を充分発揮できないばかりか，却って損に

なるとと さえある。 Engi neer としての腕のふるいどころ

は突にこの点をいかに処理するかにかかっている。すな

わち，建築構造物に最も多く使われるラ ーメ ン部材に

PC を利用する場合を例として説明すればつぎの よ うに

なる。説明を簡単にするために梁材にだけ PC を使用す

ること にすれば，従来の RC 構造の ように現場で一体に

キャスト されたラ ーメγ 梁材にフ@レス トレスを導入する

場合と ，現場の地上または工場で造られたプレキャスト

梁材を架設して何 らかの方法で柱と梁とを剛接し ，一体

に仇く ラー メγ を構成する方法とがある。前者の場合に

は第3図 ( a) に示す単庖単ラ ー メγ の梁材に凶のように

プレス トレスを導入するときを伊jにとれば，柱の剛性の

ために同図 (b) に示すように各節点に不静定力 p' お

よび不静定モーメシ ト M' が生じ ， ζ の結果，梁には

緊張材引張力に相当するプレス トレスは 100% 導入され

ない。と の場合の梁に導入されるプ レス トレスカ P o お

よびプ レス トレス モー メシ ト Mo は

P o=  P - P ' l  

M; =M - MF i -- - … H ・H ・... … く1)

とな る。 ととに P は緊張材引張力，M は柱の存在を無

視した場合のプレス トレスモーメシ ト ( = Pe，e は偏心

館 3図 一体 Ｑ ＱＺキャス ト さ れ た ＱＱＱ 届 単ラ ー メンのｾ 材 Ｑ ＱＺブレスト

レスを導入した と邑の応力状態

.e..L d.. ... 乙

川 川 y- y 
ca】 t晶、

距総) である 。

上記の ような不静定力お よび不青争定モーメγ トは，梁

材を地上で キャス トし た場合でも柱 と梁とを岡1)接すると

きに第3図 (0) のように柱外側|よ り梁全長にわたってプ

レス トレスを羽入する場合にもおとり，とれを避けるた

めに柱にもプレス トレスを導入して梁将に綿入するプレ

ス トレスゴJ およびプレス トレスモ ーメジ トが 100% 綿入

されるようにするこ とも可能である。すなわち， 第4図

( a) に示すように柱 と梁 とを切り離して考え梁に悶図

( 0) のようにプレス トレスを導入する。 との場合， 梁

は静定梁であるから完全にプレストレスを導入すること

ができ，梁端には剥i方向変位 8 およ び回転変位 。 をお

とす。したがって， 第4図 ( b) に示すように柱頂におい

ても水平変位 o ( 実際には2本の柱があるから 1本の柱に

対して内側へ水平変位。/2) および回転変位 。を生ずる

ように，柱にもプレス トレスを導入 してやれば，柱頂の

言発端の連続条件は満足される。すなわち，不静定反力ま

たは不静定モーメン トをおこすこ となく，ラ ーメγ にプ

レス トレスを導入でをる。このような緊張材配置方法を

Concordont  ｗｩｲ ･ 配置法と呼んでおり，第 Ｓ ｾ の場合と比

較して梁にはプレス トレスが 100% 導入され，したがっ

て，断面設計におい て決定せら れた緊張力は梁の緊張材

に与える引張力 の合力に等しく，かつ， 偏心距離は梁材

緊張材合力の作用位置に等しくなる。すなわち( 1  ) 式

においてP' = O，M' = Oである。

Concor dont  W ire 配置法の場合には緊張材配置位置の

施工誤差がおこりやすく，予期しない不静定力または不

静定モ ーメY トが生ずるととがあるので施工に恨重を要

する。また，本t材についてはプレス トレス導入の効果を

充分発揮させるこ とができない。これに対して梁材だけ

第 4図 Concor dant  Wi re 砲陛法

p  p  

ｾ 〉 士二二ニ ｆ Ｍ ］ｦ 三

( a )  

( 6 )  
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館 5 図 不静定力を起きない柱m剛節点栴成法( 坂博士の方法)

にプレストレスを導入し，かつ，不青争定力または不静定

モーメ γ トを生じないような施工法も可能である。すな

わち， 第 5図に示すように梁は柱と切り離して工場また

は現場の地上で製作し，梁に必要なプレストレスを導入

してから梁を所定位置に吊上げ，仮受台で支持するとと

もに梁の緊張材を村戸外側まで接続延長する。これには現

在わが国でも使用されるようになった PC 鋼;俸を緊張材

に使用すれば，カップラ ーで柱梁取付用鋼様を簡単に接

続延長でをる。緊張材を接続延長後は柱が既ー設柱の場合

には目地モルタルを柱と梁との間隙につめ， PC 梁を所

定位置に仮受台で支持した後に柱のコンク Dート打ちを

行う場合には柱のコンク Pート打ちを行い，とれらが硬

化して所定強度に逮して後に，さらに杵外側よりプレス

トレスを導入して柱と梁とを緊結する。との とき梁には

すでにプレストレスが導入してあるので，柱外側より導

入するプレストレスカによって梁端にはもはやほとんど

変位は起らず，したがって，梁柱岡IJ 節点にプレストレス導

入によって不静定力および不静定モーメγ トを起こすと

となく剛節点を構成するととができる。との方法は坂博

士の考・3おになるもので，カップラ ーによって自由に接続

延長できる鋼棒だけが持つ特質を充分に生かした加工方

法である。南淡Hげ庁舎の場合には第 5 図の方法によって

各階 PC 深をl順次架設することにした。ただし，現場打ち

RC 材は PC 梁を仮受台で所定の位置に吊上げて後にコ

シク 9 ート打ちを行った。とのような長大スパ γ のプ レ

キャスト PC 部材を使用するととによって現場での梁の

仮枠支社を省略することができ，その結果，現場での障

害物を極度に少くでき，美しい現場 となる 。第B図 ( 1)

は南淡町庁舎第1階柱仮枠の状況を示すもので， ( b) は

PC 主梁と件との取付部仮枠詳細， ( c) は PC 梁吊上げ

作業を示す 1 例である。なお，村梁間IJ 節点、詳細を第 7図

に示しておく。

以上の例のように不静定構造物においてはその施工方

法( 施工手JI Ifi) I ' Cよってプレス トレス 導入による 断面応

力が変わってくる。したがって，前述のようにそれぞれ

の場合の施工方法に応じた断面応力を計算しなければな

らない。

このことはプレストレスカ以外の外力による設計用曲

げモーメ γ トの算出の場合にも2号慮しなければならない

南淡町庁合の PC 梁架設に用いた第5図の施工手順の場

合を例にとれば，梁の地上でのプレストレス導入作業後

鰐 6 図 南 淡 町 庁 曾 純 工 状 況 の 1 例
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から所定位置仮受台上に吊上げるまでは梁自重だけが仇

き，かつ，両端を常に支持するものとすれば PC 梁自

重に よるモーメγ トは第 8図 ( a) に示す ように単純梁

式分布 となる。柱 と梁とを緊結して 1 体にf力く ラーメン

を構成 した直後において も梁 自室に よるモーメ シトは同

図 ( 0  ) とかわ りなく ，柱には何ら モーメ γ トは生 じな

い。とのような状況のものにさらに床版自重( 現場打ま

たはプレキャス ト床版) その他が作用するわけである

が，とれらは柱と梁とが 1 休に緊結された後に作用する

ものであるから ，同図 ( b ) に示すように普通のラ ーメ

ン式モーメγ ト分布を生ずる。紡局，第 l fij が完成し た

ときには第 8 図 ( 0) と ( b) のモーメ γ トの和が部材設

計用モーメ γ ト分布 となる。さらに，との架構法を 2 層

3層と連続して繰返し ていくものとすれば，第 2 層 PC梁

架設時のモーメン トは，第8図 ( c) に示す ように PC 梁

自重に よる単純梁式モ ーメγ ト分布，架構緊結後にp! ミ版

を架設または打設する とぎには，これによるモーメ γ ト

は第 8 図 (d) のようなラ ーメγ 式分布となり，第2層ま

で完成時のモーメγ ト分布は第 8 図 (0:1 - (d) をすべ

て加算したものとなる。すなわち，とのように架騰を組

立てる順序に従って，それぞれの場合の作用荷霊に対 し

各部材モーメ γ トを計算した場合と，全架橋にすべての

荷量が同時に作用すると考える従米の計算法による場合

とでは，部材各部のモーメγ トがかなり違ってくる。 と

くに，梁中央部モーメγ トは前者の場合が大きくなり，

梁端および柱モ ーメγ トは小さくなる。 とのような実際

ro 7図 南 淡 町 庁 舎 柱 P C 祭 削 節 点 鮮 細

に起ると考えられるそーメ γ ト分布 と，従来の計算方法

による場合のものとの差があるととは PC 梁設計上予

期しなかった個所に亀裂が生 じた りする恐れがあって好

ましくない。もち ろん，設計用モーメγ トとし ては，施

工の各段階におけ るモーメγ トのうちで最も不利なも の

を採用しなければな らない。

PC 梁は長大スパ γ でかつ梁断面が かな り小 さいから

ねー剛度にくらべて梁剛度がかなり小さくなる， したがっ

て，柱梁岡IJ 節点形成後に作用する荷重に よる梁のモーメ

γ ト分布は両端固定梁のそれに近くなり， 梁端モーメ γ

トと 梁中央モ ーメγ トの絶対値の差司が著 しくなる。との

ように梁端と梁中央モ ーメγ トに大差のある とき には

， PC 梁設計にあたって梁中失のプ レス トレス カ と 梁端

のそれとに箸しく差をつけなければならないとと， 場合

によってはー様断面で設計するととが困難 となると とな

どの理由により，両者をほぼ同じ位の大きさの モーメγ

トとなるような方策を考えるのが よい。その 1 つの方法

としては，第 5 図の架構方法を採用する場合に，柱梁剛

節点形成以前は梁に作用する荷重に よるモー メγ ト分布

が単純梁式分布 となる とと を利用して，剛節点形成以前

に適当な荷量( 例えば床版 自重など) を梁自重以外に作

用させておき，前述のモ ーメγ トのパ ランスをとるのが

よい。結局，上記のように材のモーメ シ ト分布( モーメ

γ ト絶対値〉を一様化するととが望ま しく，とれによっ

て肢も経済的な PC 架構の設計ができる。また，いかな

る施工方法を採用する とと によってとの目的を逮すると

m8図 施工手順を考慮したp Cラーメ ン般計用モーメ ン ト計算駅

序の1例

( a)  Ｒ 階ｾ 自 ｭ ( b ) 第1層 ラーメン組立後K 加わる精霊

{c)  3階緊 自m (d) 第2屑ラーメン組立後11: 加わる荷1 f t

f 刊 ωμ 叫 品 以 吋

m" .  ( a ) 7771T 

i11I ll lll Ull J l IUJI ↓III IJ 

K Af1 

1 刊 UUWVI

( b)  
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とができるかを考える点に PC 構造物設計における

Engineer の興味があるわけである。 これが PC建築物設計

上，施工方法を必ず考J昔、しなければならないことをとく

に強調する 1 つの因子である。

結 館

以上の他に PC 不静定構造物の設計に関し ては種々の

興味ある事項があるが，要は PC 材そのものの特質を充

分理解し，とれを殺さないような構造計画，施工計画を

たてることが大切である。 とくに施工に関しては現場技

術者による工夫改良が望まれ，これに よって構造計画自

体の融通性も増大することが予恕され，現在よりもさら

に合理的な構造計画が可能 となるであろう。本文が PC

構造物の普及発展の一助になれば幸である。終りに参考ー

として南淡町庁舎の PC ラーメ γ 構造略図を付加し てお

く。

1: t者 坂 ; 京大教綬工J ¥I )

埠1 悶 ; 京 大 助 教 皮 工間

六王手 ; 京大講師
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H. p. シ ェ ル の 設 計
坪 井 善

勝 *

1 図

I  構 造 設 計

ｾ＠ 1. はしがき

経験を逸脱した とき構造家は どの位苦労するかという

ことのナンプノレとして， またスケーノレアクトの構造につ

いてどのような考え方をし構造設計をまとめるかという

ことの一例について何らかの参考になれば幸せと思って

との稿を送る。静岡体育館{ は収容人員 2，800 ( 競技に使

用する同定席2，400，補助席400) ν ョクの場合は 4，000

人収容の目的で，丹下健三氏のエスキス数*ーからはじめ

られた。まづ設計当初は鋼構造を含めての広い観点から

設計を進めたが，型鋼材の手配 と鉄工場の製作が造船ブ

ームで甚だ思わしくなくなり，国体に間に合わないと大

変だという条件が加味されて，全部鉄筋コシク Y ート で

やるととに決った。従って Dプは相当使っても鉄筋 コシ

クP ート ν エノレを採用するととになったが，二重出l面で

も球状ドームでは吸音がむつかしいし ，また M. 1. T . Audi .  

l ori umのよう に返射板を釣るすと とは丹下氏の潔僻がこ

れを許さない。二，三の案をユネスコ本部( Br euerとNervi )

に似ているとか，次の機会に回したらなぞといいあって

結局窓見が一致したのがとの H. P ( ハイ パボ P ック ・パ

ラボロイド) ν エノレである。 H. P. Vエノレとは水平にお

かれた矩形板( との場合正方形板〉の 3 頂点を押えたま

ま，残りのー頂点をもち上げたとまできる二次曲面であ

って，辺の平行線はそのまま面の母線となり，また対角

方面は二次のパラ ボラ曲線で一方が上に凸，他方は凹と

なる。とのような V エノレについての膜応力の問題は，す

でに坂博士も以前に解かれておられるし，最近では，

Candela がこれらの組合わせについていろいろな案を出

している。

ことでは一辺54m ( 縁辺の中心〉 対角方向68. 80m，二

点支点，隅点のライ ズ 12. 96mの設計である。 (1図参照〕

音響上球形ド ームに比して著しく良好な形であるととは

確かめられたが，とのような大スパ γ のものが設計可能

かどうかということの検討またはそれを実行するのにど

のような設計の進め方をし， また現にやっているかを生

の記録として述べることにする。もちろ ん後日 9 ポート

として発表するときは恐らくもっと休裁を捻えるつもり

だから。

市東大 教 授 工惚
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ｾ＠ 2. 応カと褒形との推定

まづ，応力と変形 とを概算し ，設計の可能性を検討す

る。

i )  ν エノレの厚さを 12cm ( ニ辺に平行なリプ 20cmx

60cmをならした厚さ 18cm仕上を含みp= 0 .54t /m
2

ii) Edge beam縁梁の傾斜a =. 13
0

30' ，t ana = 0.24 

iii )  Edge beam総重量 = 2. 2ωf

v)  ν エル総重量 = 1 .570t

iv) 全重量 = 3. 860t

iii ) により Edge beamは壁( ノレーパー) で支え，カシ

ティレパ一方式は阜くから放棄するととにきめた。

曲面の式 Z = kxy. k =会，a = 2 7 m， ( 一辺の 1/2)

f o = 6. 48m( 中心 のライズ〉

P = 0 . 54t/ m2
によって膜応力を概算すると函内到断応

力

N = - i t j 1+
仰 + k

2
y 2宇一会 =- 30 . 4t / m 

!"= . - 20kg/ cm2  
( t =  15cmと見て)

τ はそのまま対角線方向の引張応力を表わすから，この

設計はー方向にはクラ ックが発生するととを党倍するこ

とになる。これは コシク Dー トの収紛を
:J.n'tI

して当然考

えられる
ζ とであるが，仕上については別に考慮する と

い うと とで，またできるだけとの kを ( すなわちラ イズ

を〉増すことにしてさらに応力計算を進めるととにした

次にν エノレ周辺の勇断応力はEdge Beam の劇h力P とな

る。

P =. I .700 1  

Ti e を入れる と Ti e の軸カは

T =
主主主弓2. 4801

cosa 

とのへんで撹み計算と同時に弾性検型試験にとりかか

る。

読みは膜応力よりも曲げ応力によって大きく現われるこ

とは明らかなので，曲げを入れた偏平殻の微分方程式を

たてる。 Edge beam は完全に剛ではないから変形の連続

条件を充すような境界条件を与えてとれを解くのだが，

採率の存在する場合の anal yti cal sol uti on は ー・般には見

込ないのでとれを階差方程式に直すと，鏡み 却について

9
側 F について9

偲計
18個の未知数に対し， 18元の一次

方程式を解けばよいことになる。しかし今から数ヶ月前ー

であったらまずこれはあきらめて実験だけに期待したか

も知れない。期限に間に合わぬからである。ところが幸ー

にも ffi 気言HJ 機材が使用できるということが報 告 さ れ

た。まだうまく結果が出るかどうか不明だが， 一応やっ

て貰うことになったが，ｾｴ 果は非常に良好でその解は

日でタイプされてきた。( もっともとの聞に方程式の不

H

有際電機株式会社
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完全からー，二回無駄をした。) とれに勢を得て計算を

進めた結果は次のとおりである。

。) 支点
Edge beam の材制lに直角方向は移動自由

のとき

b)  支点不動のときF

c)  Ti e bar を入れたとき (普通丸鋼総断面
1200cm2

，

245- 25O) 

それぞれに対し

中央の鏡みの大さは a)  25cm， b)  4cm， c)  9cmで，

平版すなわち単なる周辺単純支持のスラプの場合は
18. 2

7 m となる。もっともこんな大きな議みは弾性計算として

定量的な数値ではないが，定性的に曲率のある版とない

版とを比較することはできる。すなわちν エノレにしたた

めに一番具合のわるい支え方 ( a ) でもスラプに較べれ

ば 1/ 7. 3の鏡みになっていると とがわかる。

曲げモーメン トの最大値M は辺から中心へ約す入った

辺 と平行な線上に生じ， a)  M= 3 1 .2t m/ mを得た。ス ラ

プの場合の中心最・大モーメY トは 5s .Ot m/ m であるから

合 の モ ー メ ン トである。しかし 凡 の になると曲げ

モーメシ トは最大 1. 7および 1.9t m/ mとなり設計の可能

性を示唆 してきた。

ｾ＠ 3. 機型R; t 験

かれこれしている聞にセル ロイ ド( 板厚
1.5 mm) によ

る模型ができ上った。 セルロイド板を摘んだ コンクリー

トの裂を加熱して作った Edge Beam 8 mmx 4. 7mm までつ

いた合模型である。鎗み測定の結果は次のとおりであ

る。

b)  支点不動で，かっ周辺に支持物なく単なるカシ

ティレパー ( 設計上はこれが一番望ましい) のときの中

心の境みは，
24cm，支持物を入れても

18. 3cm
となり周

辺支持の効果は中心の鎗みに対して 1.
3倍位しかない。

しかし持はなし焔の読みは
121cmにもなるから周辺のた

れ下りに対しては支えの仇きを果している。また地忽力

に対しての下部構造の抵抗の役割は勤まる。それにして

も実験値は計算値の
3. 5 倍になった。との辺の検討は未

だ巣されていないから後日にゆずるととにし，一応計算

伎の約2f告をもって理論値としぺ中心読み約
10cm，塑性

変形による鎗みの地jJ 日を
2 倍， ! J プによって I山げ岡1) 1症が

2f常時当大することを考えてとれをとり消し， 約 10cmとい

う見込をたてると対角方向のスパ Y との比約7iすの縫み

となる。何とか行きそうだということになってきたので

ある。ところで H . P. ν エノレは宿命的に斜張力が生じて

いる。
ζ れをいかに解決するか， P  .5 . コソク Pー トの適

否についての検討を加えた。



ｾ＠ 4. P.S . コンクリートの遁否

鉄筋コンクリートにした場合に生ずる不利な 51張応力

を除とうと思えばP.S. コンク 3 ート でという考えがまず

浮んでくる。ではP.S . コンクリー トを使用すればどのよ

うな設計になるであろうか。との場合 P.S. コ γ クPー

トの有利な点は二つある。第一はν エノレに二方向からフ.

レストレスをtmえることにより，荷重による斜張力を簡

単に打消すことができることであり，第二は施工I1闘序の

ヱ夫によって応力状態が単純であり， ν エノレとして最も

有利な状態であるところの朕応力状態にすることが可能

であることである。まず版厚 12cm位として荷量 よる 20

kg/ cm
2

を打消すには 10- 5O のブレ ν ネーケープノレを

75c m 聞に縁梁に平行に入れれば足りる。 H. P. ν エノレで

は母線が直線であるのでピアノ線の摩擦による応力損失

がなくて都合がよい。膜応力を起させるためには，ジ エ

ノレからうける面内の明断力によって縁梁に生ずる車d J 圧に

よって縁梁が絡まぬようにすればよい。それには縁梁と

ν エノレとを別々にコンク Pー ト打ちして， ν エノレには前

述のプレス トレスを与え， 縁梁には判l方向に鋼棒を配

してプレス トレスによって圧縮しておく，次に V エノレと

縁梁とを繋ぎ合せてから，支中l : を外すと悶 11寺に縁梁に与

えたプレストレスをゆるめる。これで縁梁はi絡むととな

しに柄h力を受けることになり ν エノレは膜応力状態になる

のである。わが国の浅い設計路工経験に頼ってとのよう

な大がかりな P.S . コジク リート ν エノレを採用しようと

すれば安全確保のための費用が加算されると と注予想し

てとの案は捨てたが，設計 断面が耐力よりむしろ引娠を

うける つY クPートのク Pープや引張亀裂が生じた場合

の防水上の問題などがクローズアップされる。とのよう

な構造物にこそ P. S . ゴンク日ー トは使用すべきではな

いかとの感が深い。

ｾ＠ 5. コンクリー卜模型による破壇獄験

やっと最後のキメ手が一昨日行われた。目下整理中だ

からここで詳しいことは述べられないが，とにかく耐カ

に| 刻しては 3 以上の安全率があること，裁断球設に似た

点は周辺および中心よりの illl げモーメシとによる破損状

況であり，全面の約士の間'i'l ( 5 図参照〉を占める中夫

部分が膜態力状態であるとと等がわかった。記筋図の修

正はとれか らはじまる。

E  に応力計算の一部を示す。

rr H.  ｐＮ シェルの計算 ｾｉｊ

ｾ＠ 1.  はしがき

偏平なハイ パボ 3 ック ・パラ ボロイド ・ν エノレに関し

ては，かなり以前から膜応力が求められており ，とくに

水平面等分布の鉛jj 電荷車に対しては，均一な純努断の応

力分布を示すととは， ζ のrtll I Ti i の著し い件: 栴として知ら

ている。

即ち， 1947年， K .  G .  Tester は Pucher の岩手いた応力

( 1)  

極l数を用いて種々の裂の鉛直荷重お よび風荷量に対する

( 2)  

朕応力を求めた。また坂博士は地震i時の荷重に対する解

( 3)  

を追想し，さらに股応力による変形の班論を発表されて

いる。

F  . Candela の最近の論文は H . P. ν エノレの実例を納

介 して，これの構造体としての広汎な可能性を明らかに

( 5)  

しているが，曲げ応力の解が与えられていない現在，

H . P. ν エノレの設計は膜応力を対象としてなされ， 二重

曲面である乙とから，支点の近傍にのみある程度の曲げ

応力を予想して設計されているようである。

ところがスパンの大きな H . P. i / エノレになると，当然

相当の大きさの曲げ応力と境みが予想される。とくにハ

イパポ D ック ・パラポ ロイ vは逆方向の二重曲率をもち

力学的性状の概念がつかみにくい曲面であるために，曲

げの解析なしには設計が図難となる。

ここでは単一の偏平な H. P ν エノレを対象として，そ

のI出げ方程式に階差法を適用し，種々の境界条件に対す

る方程式を導いた。さらに計算例として，縁ばりをもっ

H . P.  i / エノレを下部| 判点固定， J河辺ローラー支持とした

ときの応ブJ を求めた。

。

( l )  A .  Pucher : “ Uber  den Spannung5zu5t aod in gekrum 

mt er Fl achen" ， Bet on  u.  Eisen， Ht 19 ， 

1934 

(21 K. G.  Test er  : “Bei trag zur Berechnung der  Hy perbol i -

schen Parabol oi dschal e" ， Ing.  Archi v ， 

Bd.  16 ， 1947 

(31 坂 静 雄 “ パ ラ ポ リ ッ ク ， ハ イ パ ボ ロイド出i 版

屋根の変形 日本建築学会研究報告

第 18号， 1952 

(41 11 “ For mander ung der  Hyper bol isch Parabo 

loi dschal e 1. V  .  B .  H  Abhar、dl ungen Bd.  

13， 1953 

(51 F .  C andela : “Structural  Appl i cat ions  of  Hyperbol i c 

Parabol oi di cal  Shel l s" ， J. of  ACI ， Mar ch 

1955 

ｾ＠ 2. 幽面および膜応カの基本式

( 略 . 坪井，田治見 : 建築事'il 塑世l : 学参照)

ｾ＠ 3. 階差方程式 ( 略 )

ｾ＠ 4. 境界燦件 ( 略〉

ｾ＠ 5. 計 算 例 ( 略 )
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0  
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11. 8  

マ' .'

x  
ｾＵｑ Ｎ ｾ ｾ ＲＴｈ＠ ｾ Ｒ ＴＵ Ｎ Ｘ＠

T  0  

s. s  8.9  10.4  

o  9.9  5.9  

y  

たわみ w( c m) ( 2  図)

図中記入の数字は上から下

へ a ) ，b ) ， c ) ，それぞれ

の場合を示している。

ｾ＠ 6. 結果の考察

携み ω ，曲げモーメ
y

トM ." 面内到断力N却は2 - 4
図

の通りである。

曲げモーメシ ト図からも明らかであるが， H.P. Vエ

ノレのとの支持形式のもとでは，中央のほぼ. v . 部分では，

ほとんど膜応力による釣合が成立っているといえよう。

( 5 図)

との範囲は，縁ばりの剛性が増大すれば，当然広くな

るものと解される。また面内応力図から明らかな よう に

下方隅点に著 しい応力集中が見られる。

とれは，周辺を ローラーとして解いた結果 Ihrusl
が隅

点に集積されてきたためである。実際の設計に当つては

周辺に柱とか壁を合理的に配置して， Ihrusl
の分散を図

るべき である。

また周辺中央部附近に，I的げモーメン トが集中してい

鰐

舟

刀

H

却

升

函

向

島

勺

属

中

曲

作

干

メ

シ

ド

布

中

χ

 

x  

:t 
y  

( 5 図〉 ( 6 図)

るととが注目される。 とれは， との曲面を正方形プラシ

に用いる とき の，曲げに対する弱点を示唆しているよう

に患われる。 ( 6
図〉

設計に当って行われたとれらの研究は当研究室の若林

青木， 川肢が主 として担当し末永， 川口，市川， 名須川

鄭の諸君の他，多数の人々の協力に よったものである。

1957 .  3 .  27  

構 造 計 算

特 殊 構 造 設 計

平田建築構造設計事務所

大阪市東淀川区三津尾南通 - T 闘三十九番地 T E L  @5  4  0  3  

所 長 卒 固 定 男
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てつ造構の閣
-
山
山I

-
-

神

弘

西北二而には隣接木造家屋が境界に接して建立t び前面

道路より北面に向って急勾配に敷地が盛上っている。最

初の計画は地下室なしの 2 階建で正面より水平に喫状に

敷地を切取り 1 階後方は半ば地中に埋淡の形となった。

大体普通 Rohmen で考えていたのが図面引渡し間際 1 週

間にせまって急に 3 階建 Pent - house に変更になる。市井

にはよくこ のようなと とがありがちのことながら，仕事

のできる賎しさは別として，との短期間ではi主任者とし

てやはり 重圧を感ぜざるを得ない，欲をいえば際限のな

いこととは知り つつ もせめてもう少し の猶予期間が欲し

かった。今度の場合は私が全般を Leod しつつ構造の担

当者となる。物がものだけに構造は完全に隙蔽橋造とな

り，どうしても受身の形になる。こんな場合はひっそり

と静まりかえり，しかも Desi gn に密荒した丈夫な構造

でなければならないと考えている。

みんな仲の良い Gr oup なので早速忌仰のない意見の

交換に移る。

原板

A. 建物維持政理の面から ，昼間は蛍光灯を使用せず天

然光線を利用する。ととで正面および東側窓廻りを全面

的に O pen とする。ただし西北には相当訟の耐力壁を設

けてよろしいとのこ と，ζ れだけでは偏心が酷過ぎるの

で幾分かでもこれを緩和せんがため東側後方に強力な耐

力昼置を採る。

t--+===ー- N

8.機能方面から，模様変えの可能性を十二分に発揮さ

せんが為に営業部門を全面的に材:なしとする。ととで

Spon と柱剖りの点であるが Sl ob はなる べ く標準的大

きさに耳元りたいと考え 9 mx 3 . 7 mとなった。

C. 設i緒方面から Heot l oss を防止する意味 と配管の混

乱を防ぐため，電灯配管とアネモの Duct 関係を完全に

分離させる。それに伴って天井の Desi gn の感じを良く

する。そしてとれを素直に構造に採り入れるようにした

第2図の織に菱裂では Sl ob の形が而白くなく有罪の中

心も不安定なるゆえ，ここへ小梁を架け渡した。その結

第 1 図

位 置神戸市生田区下山手通り

期 間 6カ月

完l点l担j 日 昭 和30年5月30日

敷地面積 120坪

建築商積 1階 106坪

2階 106坪

3階 106s!'

E 階 32坪

合計 340坪

高 45尺

仕上概要

外部，正面，側面. 1階円波石張り . 2.  3階テ ラゾー強付， 背面モル タ

ル跡j 毛引エマルリシン吹付， 屋上 アスフアルト 7 層防水， ν ンダ一平均

4寸，モル タル目地切仕上
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第 2 図

県，梁型は Di ogonol となる。

きて，予算面において相当苦心した建物であるが後々

の経費の節減のため思い切って冷房用撃弁を掘るととと

なった。そして土質の検査を是に併用した。 途中におい

て了度百尺下より炭化された松の立木にぶつかったため

大昔の山津浪の場所であること がわかった。地質は 120

尺までは，ほとんど砂利および砂混りの積層圧容粘土層

である。基礎構造としては C o討を引下げるため，上部

構造の軽量化を予想しつつ杭なしで計算を進めた。

もともと依頼者側よりぜひとも構造材として，鉄骨を

使用するようにとの話があり，渡り船に. . > J 早速これに便

乗した。個々の計画としては梁を Hunch なし鉄骨造と

し，柱は鉄筋欽骨造，基礎，Sl ob および壁体は鉄筋コシ

クDート造とする。 ) 般にとのような中級の泌物は角地

にあれば総てと いっていい程日! 燃の関係， I隣接建物など

の関係で偏心になるととが多い。との場合，耐力壁を無

視して計算すれば， Cost が非常に高くなる。そとで安

く仕上るためにはどうしても水平カを壁体に分担させな

ければならない。 Desi gner より柱の細さの希望もこれで

解決したわけだ。一応全水平力の無視を承知で耐力壁に

分布させたが，その後丁度建物完成直前に0. 2ないし 0. 3

の地iiJ があり幸い屋上にいあわせたため，摂れに対する

第 3 図

自信を得た。

大濠と小猿

普通鉛直のみの計算であれば本建物は 1 Spon の床面

積が33平方メーターなるゆえ経済的標準に近く . Spon 9 m 

が多少不利な程度である。梁成を Sl ob を含めて 70セン

チとすれば， 2 L - 7 5 X 75 X 6ないしは，75 X 9を使用すれ

ば大体大丈夫である。しかし本設計のように 2L をSi ngl e

に引裂いて途中に於いて小梁を架け渡すとなるとそうは

簡単にいかない。いろいろと考えた結巣，第 4 図の よう

に斜め Rohmer、とし荷重分担をした。

小梁は大梁に対して集中荷重とし，計' f . ! は固定モーメ

シ ト法，検討の結果挫屈は300分の 1以内にとどまった。

なお大梁に Mo ment が掛った場合梁と柱の接合部に振

りモ ーメシトが生ずるようになる。そとで梁の応力を多

少剖増ししなければならない。このことは梁の角度が広

44 

くな るにつれて増大するように恩われるので今後の研究

に待ち実際の係数値を出したいと思っている。

第 4 図

との小梁の計算の場合は中央の自己負担分とそれ以外

に不利な荷重状態を考え固定荷重に他端の辺向積載荷量

を加算し，とれを比較検討の結果不利な方で計算をした

大梁よりの Tensi on，Compressi on は，図解によって解

く方が簡単であり小梁に対してとれの加算も忘れてはな

らない。

柱

種類は2種類，全部 roch四構造とする。第 5 図の よう

に12階は 4L - 75 X 75 X 9，3階は 4L - 75 X 75 X 6 となり長

柱である。挫屈はコY クDート被覆によってまかなった

墜 ( 耐力壁) ・

最上階より最下階に貫通する壁休に水平力を分布，最

初から壁j写を仮定し，しかる後に建物全般の重量計幻ーを

する。これを P とする。底力 K を掛けた物が s ，壁

断面積を A とすれば次のよう な式が成り 立つ。

S x  S y  

単位当りs= Z s=オ

振りモーメ γ トを Mx ，My
，壁断面と 重力重心距離の

2次モーメントを lx ，l y とすれば

1: 1= lx + l y  

即ちP x =努 Py= 誓となる。

とれに各壁の距離を掛ければ，各々の壁休単位現断応

力がでる。

P x x l = 2s( 1……の

然るに Is + 2s( 1・…・・r ) = 1: s なる故

これが短期許容応力度以内でなければな らない本設計

では最初の仮定断面で充分であった。

基礎

東南面は偏心独立基礎，内部は単なる独立基礎，西北

面および耐力壁は U 字型布基礎を使用いずれも強固な

る地中梁で緊結してある。内部の主要地中梁は上部にほ

とんど Concret e の間仕切があるため2階の街宣と相殺

させた。ただし内3カ所は間仕切なきため Sl ob を鉄筋

コンクリート 造としこれを一体にして地中梁の軽減を計

った。



第 5 図

録 伏 図

集 中 央 部
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M 6 図

ス ラ プ 配 筋 図

z  

祭 計 画 祭

祭 焔 部

床H反

鉄筋を少くするためと，電気の Moi n Pipe  2:吋半埋設

の関係とで各階の Sl ob の厚さが10cm と な っ た 。 普 通

Sl ob は配管を考慮すれば 13cm 以内では施工の困難をき

たす場合が応々にしてある。ととろが，との度は 10cmな

るゆえ Single で考えてみた。言計↑ 3鉱字は単喜漆誌と考考. え端部の

Crock の五最最k主. もいきやすい所には上端筋を配E包主した。正一

角形を除き Ｑ ｾ案終として各辺中失の ｍｯｭ･ｮ 川、廿＿ を ｍ 。

略z釘l:王式tを{ 併片用して Iz をふや し計z釘;71-すればどうかとプ考否え
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書 提 中 央 部

ている。

本格法で建物がより Simpl e であれば軽量なるゆえ，

全体からみて経費の節減にも大いに役立つととと思う。

しかし機械類を使うような場合は染' 椛が limit で梁が鉄

骨のため Vi broti on には不可である。

ただし梁が鉄筋コ γ クDー トに変われば話は別である。

終りに馬場先生にはとくに Key Point ともいうべきと

とろを 御 教示 Ｉ ｜ｾき紙上より厚く御礼巾上げます。

( 策者石原建築設計司l l".6jfr)



龍 田 紡 績 姫 路 工 場 の 構 造 に つ い て

(工助金l l ( .償要についてはアート: P : ti: 1l <<の乙と)

宅 晋

との椛造の特色は， ｾ再 Ｑ 図 ｛巴示すような折り盤み状の

折面を鉄' 舟にて構成して長張関に架け渡し，梁や「 トラ

ス」を使用しないで広い空間を柱無しに緩い，その折り

昼み状の構造をそのまま紡績工場として必要な採光面や

谷崎， rキャ Dヤーダクト」等に利用して明るい整頓さ

れた工場を建築しようとするもので，との原理は「まな

と板J r波型ス ν ート 」等の形で古くから使用されてお

り，これを大規模の構造物に利用したのが，この工場で

ある と考えるこ とがでをる。

1. 構造の慨要

との工場は上述の原J lJHζ 依って屋j裂を構成し，泌物の

周凶ならびに外周に沿う側室の間仕壁を利用した ｩｦ￹Ｑｾ 壁

に依って水平力を支持させるものであるが，その概略の

構造は第 2図に示すようなものである。すなわち互に直

角に交る N型「 トラス J @を操り返し反桜して屋胤函を

構成し，との「 トラス」面の交線 Go 並に Gu は夫々屋

織の事uおよび谷樋となる( 第 3図ならびに写真 1)。 こ

のようにして組み合わされた③「トラス」の末制部は

「トラス」の垂直〈上下弦材 Go，Gu に対 して〉部材がそ

のまま「ラチス」材となる ようになった，⑧ 「ト ラス」

に組合わされる。この⑮「 トラス」は適当な交村: Pl .  P2  

.Pa などに依ってx.f t され，端部では工場の側壁を兼ね

た耐震ｾにＺ￬ｩｬｩり③「トラス」は⑧「 ト ラス」 と 交 叉 した

後，更に先へ延びて次の@ r トラ ス」を含む工場側室の

墜に遮るのである。

との よう に して鉄骨構

造体を組み立てたる後，

「トラス」交線G o，G  

U の上下に③ 「トラ ス」

と平行に木材を取りつけ

とれを受木として斜に

G o， Gu 間に極を架け渡

して屋根下地を作るので

あるが， との屋織の上部

北側に網入「ガラス」の

「トップ ライ ト」を取り

下部 V 型の践に谷樋を作

る ( 写真 2) 。 ζ の谷樋

伊 良《 A A  λ ミ @同

Ｏ， ＱＢ｟Ｂ ＢＯｾ ｜＠ .  

一τ 工 -XZ主一一

第 2 図

第 3 図
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写 真 一 2

湖"，，1，J.

，:J1 'V "レート

刈ｻぜ ｾ ｉ 品 Ｑ＼ 伶ル ｊ

節 4 図

m 5 図 ｾ＠ 6 図
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は途中に竪樋を取らないで， 一番端迄( ⑧「 トラ ス」末

端) まで流し， 竪樋は側室内部または工場の外に取る。

天井は「ダクト」の通る部分の他は， 硬質 不 燃 性 境 化

「ビニール」の波型板を使用して，工場内と小屋裂の空

気の遮断をするとともに， r トップライ ト」より来る光

線を工場内にー織に拡散せしめる のである ( 第 4図〉。

2.  構造細部の細み方

との構造の鉄骨は二通りの組方がある。その一つは上

下弦材 ( Go，Gu) を現場で仮支えしておいて，遂次 「

ラチス」材等を取りつけてい くいわゆる現場組みである

が，鉄骨の個々の「メ γ パー」が軽いために，馴れれば

容易に組み上げる こと ができる。今一つの方法は③ 「ト

ラス」は 「トラス」 としては平面「 トラ ス」であるので

床面で③ 「ト ラス」 を組み立て， とれを 45

0

の角度を保

つように遂次吊り上げて上で結合する方法である。との

方法は極めて合理的であって，たいした道具を使用する

必要もなく工事も確実で早い。 写真3，4はこ の方法に依

って組て ている状況である。③ 「トラ ス」を一枚づっ吊

り上げて上で結合する方法 よりも ，二枚づっ三角形に組

んで， (下弦材は相互に仮連結しておく) ，吊 り上げれ

ば恐らくもっと確実で仕事もし易いと想像されるが，現

場の都合でまだ実行した例は無い。

鉄骨の細部については，第5図， 第8図に示す如く③1

③2  r トラス」の結合は等辺 「ア ジグノレ」よ りなる弦材

G を，背中合せになるように位置せしめて，間断面のア

ジグノレ①をもって相互に連結する。この①は図に示す位

置の反対j l ¥IJ ( 下側) に添っても良い。③ 「トラス」の「

ラチス」材は「プレート J B を図の如く取り付けてとれ

を 「ガセッ トプレー ト」として弦材に接合する。

③「 トラス」 と⑥「 トラス」と の接合部ならびに③

「トラス」と支持柱との接合部の鉄骨の組み方は 写真

5 に示す通りであるが，実際の工事に当つては，先づ⑧

「トラス」とその支柱を先に建てて，その後で③「トラ

ス」をそ れ に取りつ け る ようにす る。屋 ｾ裂 を 受け る 極材

は第 7図の如く極受け材@を弦材G の附に阪め込み，上

部Pより下部Pに直接 極R を取りつけるのである。

写 真 一 4



3. 構造の特色・利点

1. 弦材 G は等辺アジグノレを第 8図の如く組合わせる

のであるが，との組合せは従来の鉄骨では見られなかっ

た種々の利点を生ずる。すなわち

〔イ〕水平取II H.H，鉛直ij4hY. YI ' C . 対し何れも対称型 となる

〔ロ〕この組合せではあらゆる断面二次半経が極大値に

近くなるため， 各方向に対する ( 1- 1，2- 2， H- H  

Y- Y各調111仁対し) 挫胞に対して極めて安定した断面

となる。

[ハ〕弦材G は互に直交する 2格商の交線となるため，

G 材会長に亘る挫屈も極めて安定したものとなる。普

通の梁は第9図の如き組み方が普通であるが， X- X 軸

とy- y ｾｱｨ に対する挫屈安定度が極端に興るので ｹ Ｍ ｹ

指hに対する検方向挫屈で大低の場合断面が決ってしま

うため，弦材断面は非常に大きなものが必要 とな る

が，と の構造方法によると，互に直交する 2 様面が弦

材を拘束するために，あらゆる方向に対する挫屈に対

して安定した構造 となり，従って軽少 「ア ングノレ」で

担当大「スパ γ 」が架渡し得られる。 ( 30mー 40m位

の場合「アングノレ」はl - 752X 6または l - 902 X7程度)

〔ニ〕弦材 Gは第10図の如く，断面不足の場合，50%増

し，及び 100% 増しが随時可能である。すなわち3 rア

、.. Ｎｾ＠

'¥ I・ / 1

十:米 -. --'1

./ ， "  
I  iv  句之

ア

耳 〉 上 院 町

三一山一_15

ぜ / τ F主w

!  

第 9 図

第 7 図

第 8 図

記与三×

i ト__! ) (

第 10 図

写 真 一 5
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γ グノレ」 とすれば，第10図の如く 50% 増 しとなり， 4  

「アシグノレ」と して100% 増しとするとともできる。 3 i  

アシグノレ」の場合も v- vに対して左右対称であり ，

かかる組合せは普通のl i 組みでは不可能である。

〔ホ〕弦材継手個所 も第10図 4 i ア γ グノレ」 の型にし て

継手を形成する と，断面不足等の弱点を作ることなく

容易に継手を形成するこ とができる o

2 .  i浦項第 7 図に示す如く ，屋根極材は直接 P 材にか

かるのみに て，中間ラチス材には屋根荷量は か から な

い。従って屋根荷重は完全なる節点荷量 と見なし得るた

め，材には「ト ラス」部材応力 としての，軸方向力のみ

生じて曲げモーメシト等は起らないため，断面が軽少で

すむこととなる。

3. との構造は立面的には一種の折平面連続構造であ

るが，平面的にはあらゆる各要紫が三角形をなす網状構

造物を形成し ，委 トラス⑧と ともに立体「 トラス」を形

成 して，平面的にも立前的にも，地良，大風等の水平方

向荷重に対して岡IJ 強な構造体となっている。

4.  網状立体「 トラス」に組むのはー見非常に繁雑に

見えるけれども i ダイヤモ γ ドトラス」等の如くー本

宛組むのと異り，既述の如く，総ての構造は平面「 トラ

ス」③の集合体と，それを連結する⑧ トラスより成って

いるので，地上面で@ i トラス」を単独に組み，これを

吊り上げて，③ 1 ，③しを弦材接合「アジグノレ」③で組合

せるこ とができるので，極めて容易に組立てるこ とがで

きる。

5.  両仕舞が容易である。屋根が 45

0

の傾斜であるた

A  • めに縞入ガラスの「 トップライ

r  .' //1.λ  /  "  ト 」部分 ｾＡ ｊＮ ーからの雨漏れの恐れ

二主斗M 竺. がなく，長大「スパ: ; / i の中間

第 11 図 に谷樋なしで各樋を架けるに当

って，屋根の谷の部分を谷樋とすると，屋根面積の大小

に応じて谷樋の深さ H を如何 ようにでもすることができ

4l : ト主刊寸. l ' ]  .. 

4  B  c  p  
E  
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る。屋根を鉄板葺きとすれば極端な場合屋根全体を一つ

の谷樋とも考え得るわけで，大量の雨水を安全に処理す

ることができる。

5. 工場全体の構造計画

工場の平面は第12図の如きものであるが，長大 「スパ

γ 」で柱の数も少い構造であるために， 7.ksr-:術ill はー応

全部周囲に設けた耐震壁で抵抗せしむる如くする。f . ! pち

x方向には 1 - 7通り各鉄筋コンクリ ー ト壁体を， y方向は

B， C ， D， E桔ダIJ の間仕切壁並にA，F， G チIJ通 り 壁 を 耐

震壁 として水平力に抵抗させるようにし，耐震壁のある

周辺部分( i ハッチ」せる部分) は，同IJ 強なる鉄筋「コ

シクリ ー トスラプ」または水平筋違いで固める。中間独

立柱は理論上は全然水平力を負担しないととになってい

るけれども，大梁の変形，耐震壁の多少の変形，沈下を

考えて，各方向とも各柱列の分担する 水平荷重の20% 程

度を，各々の列の独立主l'瀞に負犯せしめ得るように，各

柱及び独立基礎を設計す。工場部分の屋根は平 l面的にみ

て，如何なる部分も総て三角形を形成するような構造と

してあるため，平面的にも安定した構造となっているか

ら，各独方柱の水平負担力は結局安全側の余ブJ となって

いると考える。在来の工場建築が独立柱に相当の水平力

を負担せしめているが，地中梁で連絡しない独立基礎の

固定の程度や，料i梁の接合部の剛性如何は終局において

どζ まで期待できるか不安な点もあるのに比べると ，壁

{本を 12図の如く配置して終局は，会水平力を壁イ本に持た

せるようにした方が定全な構造計画と考えられる。

本工場は大体既述の通りの構造計画をJ恨本方針ーとして

出発しているが，とれは当然平函計画を初Jめ工場の操業

M I・，機械の配i宜主干にも重大な関係を持つので，工場似./1

の協力がなければできないととである。幸い本工場の場

合は設計に当って工場側もよくとのJ5針を了解し，極め

て積極的にこれら の構造並に平面計画に協力せられ， ζ

のような新構想による工場を建築することができたこ と

は感謝にたえない。

( 筆者入江設計1 I1f 6所}

第 12 図
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最 高 の 品 質 ・ 最 大 の 生 産 を 誇 る /

伊奈の

ヲィJl - 衛宝陶器

〆

印 附 属 金 具

伊奈の娘印衛生陶器には J 完a4i Zl Oつ 印附属金具をセ γ トで御利

用下さいま す線おす〉め申上げます。

< s > 伊奈製陶械式曾紅

本社l5z 工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 田 電 話 常 滑 ( 代 表 )700

東京事務所 中 央 区 西 八 丁 堀 2 - 8 電話築地@ 5261 ・5262
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毎 日 大 阪 会 館 の 沈 下 実 測 結 果 に つ い て

1. まえがき

毎日大阪会館第一期工事において基礎工には，地盤の

全体的な沈下に伴う建物の沈下を許容する立場の 下 に

‘ ペ タｾ礎Ｂが採用され，充分な 構 造的対策を講ずるとと

もに，軟弱な基礎地盤の安定工法として i l1気回給法が実

施されたのであるが，それと関連して総物沈下の実測を

工事開始とともに今日まで継続的に行ってきた。m気回

結法実施の概要については既に建築技術 ( 31年 7 月号)

に紹介したところであるので，ととにはそれを割愛し，

沈下実測の結果を街l報告し御参考に供したいと思う。

2. 地質と沈下の予想

設計々岡に先立ち行われた地質調査の結果の示すとと

ろによれば，敷地の土質の一般的様相は，過去における

との附近のそれに比し特別顕著な差異は見られない。即

ち表層より深度約 10m辺りまでは大体において砂質の貯

が続き. 以下約 25m附近まで第一粘土層〈いわゆる縦回初

でとくに問題となる層) がある。この粘土居は 10m以上

におよぶ厚さを有しておりかっその土質は深度が増大す

るにつれ粘土含有益が多くなり緊硬度も小さくなる。

( 第1図および第2図にその土質試験結果を示す) 。この

粘土層の下に厚13m程度の砂磯層が 介在し， 深民約 38m

辺りから再び粘土層が現出する。との粘土庖も深度約48

m 附近まで続く 比較的j享い層であり第 2 の問題となる庖

である。以下深度約 48mより約61mまでの砂磯層を通し

約 83mまで粘土層，それ以下は再び砂層が続いている。

敷地内にはこの地層が一様に分布しているようである。

自然水位は地表面下 1. 90mにあり，揚水試験によると深

度 8m附近までの砂層からはかなりの湧水が見られる。

さらに第2地下水は深度約 25- 27m附近の砂磯層に認め

られ，かなりのヘッドを有している。

との地盤上に建物を設置した場合その沈下がいかほど

になるかを予測することは非常に困難な問題ではあるが

応上記土質調査で得られた資料に基き Peckの式によっ

て計算し次のご とく推定した。この場合第一粘土層は基

礎下商に接近し，従って建物により発生する地盤応力も

大きくその圧密沈下が大きく 移饗するがv 第 2 粘本層中

塚

宮

猛

達

;欠

郎

本

J iI 

に発生する地総応力は第一粘土胞のそれに比し相当軽減

されたものであって，圧密沈下の危険度もまた小さいも

のと予想されるので計算には第一粘土問のみを考慮し下

層は除外している。 沈 下昔 Ｑ ・ ｾｦ は次の通りである。

建物総量誌は約 23，OOOton ( 但地iJJ j J 算定用車fli:) ， 

基礎底面積は約 l ，050m
2
で， 計算仮定は，1  ) 泌物王子面，便

宜上30mX 40mの矩形平商と考える 。2) 泌物荷重 23t/ m2

3ffl 物底面G し12 .00m
o

4) 常水位 GL- 2. 00mo 5) 粘土問の建

物底 面 以下の ｪ 早さ ＱＳＮＰｭ Ｈ 粘土 層 が ｊｾ 互いからこれを ａ 府，

B層の二つに分ける) とした。( 第3図参Jlの

A府およびB胞の中央 A，B 点における堀削前の丞箇土圧

PA， Ps  

PO.1 . =  1.8 X 2. 0+ ( 1. 8- 1.0) X 8+ ( 1.6 ー 1. 0) X 5

= 13 .0t / m2  

POs = PoA+ ( 1.6ー 1.0) X 6 .5 = 16 .9t / m2  

泊f物設置による A，日点の即} か応力

. 6 Pベ23 い 8. 2 - ( 1.8 - 1. 0) X 8 ー ( 1.6 - 1.0) X 2-

、30X  40 _  _ .  1  ，200 

Ｑ ｘ ＱＰ ｘ ｏ Ｎ Ｘ Ｊ ｾ ｘ 一一一 一 ］ ＳＮＸ 紳ￗ 一一一一一 ］ ＳＮＲＲｴ Ｏ ｭ Ｒ
ｊ ｾ ＳＳ ｸ ＴＳ Ｍ ｾＧｖ＠ ^  1，419 - -.

4

" 1  

30X 40 

. 6PR= 3 .8 X 一一一一一一一 = 2 .33t /m2。
39 .5 X  49 .5  - - .  vV' f  

* は静水圧による浮力の80% を採る

料基礎!底面における増加圧力

C c .  Poキ. 6 P

沈下品 Ｈ ｐ･｣ｫ のお ｓ ］ ｈ ｘＢＢＺＺＭ で ＱＰＹｊ ｏｾτ 一一
l + e o ，v"J U  Po 

C cの値は圧省、試験より( 第2図ー1およ び2参照)

1，506- 1，136 

A 庖に対し C c = ，__ 4，886 = 0 .702 ( 1- 3T)  

旧日 10τ 石百

1，385- 0. 970 

B 庖に対し C c = し 9，134 = 0 .608 ( 1- 8T)  

・0910 τ 荷。

またeOA = 1，600 .  eOs ニ 1，480

0 .702 .  13 .00+ 3 .22 

SA =
6X

i + て百百
10

910 - -百五F 一= 0 . 157m

0 .608 16. 90十 2 .33

Ss =
7X

T言て48010910一「百万r 一= 0 .073m

ｓ ］ ｓ ａ， Ｋ ｓ ｬｪ］ ｬｾ ＮＷ 十 Ｗ Ｎ Ｓ = 23 .  Ocm・… ? … 総沈下立

ｾＱ＠
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第2図一1 土質紙料圧密試験結 泉

(l事1粘土届) ( 深度1 5 m)

1 - 3T  第2図-2 土質 宮 古料圧密ｾ験結果 1- 8T  

( 第1粘土層) ( 深度20m)
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次にこの粘土層が93% 圧密沈下に要する時間を概算す

L J り

ると， ｴ］ｔｾ よ り， Cv  = 0 .  898 X  10- 3c m
2
/ sec， 

2H  =  1300， H  = 650， T  =  1. 00 

H2  6502  

t = C v = す芳苑支 10- 3= 471 .  000.  000秒宇 15年となる。

第 1表に沈下百分率と所要時間の関係を示す。

第 1 表

間 分 率 % I  T i me  Fac叶年数 ! 泌下 cm

20 I  0.03 I  0.45 I  4. 6 

却 しょ_07_ 1ーよと一1 6.9 

_40 _ 1一 0.12 1一」竺一1 9.2 

一 50 一|一」 竺一 1 _3竺一! 一」三一

: ベトHj L円 十

_80_ 1一 O.竺ー し よ土一1 18.4  

_90_ 1  _ _  0.竺一|ーと _70_ 1ーヱL

_93_ 1ー」 竺 一|一」 土一 1 21.4 

1∞ 0 0  23. 0 

方地耐力試験，極限支持力の計算などからヨ5・察して

毎日大阪会館の場合，とりによる沈下，破壊による沈下

はー応起らないものと考えられる。結局圧密沈下はベタ

基礎の場合計算上では20- 30年後にはお- 3 0 c m程度の沈

下を生じることになる( この数字は計算上の数字であっ

て実際にはもっと小さい値になるかも分らない〉と推定

したのであるが， m気回給法を採用してとれを促進し，

工事期間中に全沈下の% 即ち 20cm程度を終らせるととが

期待された。

3.  沈下の測定

沈下の測定は以下に述べるような方法で行ったo

A)  建物絶対沈下量の測定

断面20mmx 50mmの砲金製金物を平鋼に絞め付けとれ

を第4図Al 柱の鉄骨のG .L+ 1. 000mの処に熔接取付けて

その表面に十字の務を刻み，絶対沈下昆の測定指燃とし

た。不動点としては本建物より約 70m離れた某 ピノレの外

壁にとれを設け，前記指標表面十字線の交点をレベノレ測

した。( 工事期間中は7- 1 0日毎に測誌を行った)

目〉建物相対沈下の測定

第 4図に示す如< ，地三階コンク Dート打終了後，地

三階の柱 7 カ所に水盛用クオ ーターグーヂを取付け，と

れをパイプ( 1 吋亜鉛鍍鉄管〕で連絡し，この中に注水

してクオータ ーグーヂ内の水面の高さをグーデで読み取

りそれぞれの個所の沈下を測定した。この水面の安定の

ためにはスリット付漏斗を用い，とれに注水し ながら測

定する方法を採った。 Al 柱に取付けたクオータ ーグー

デと上記沈下測定指標との間の高さの変化( 柱の変形に

よる〉は無視し各点の絶対沈下量は とれを基準にして算

54 

出した。

C) ヱ事事長す後の沈下測定

建物竣工時にA l ，Ag， Og 柱三カ 所の一階外部仕上タ

イノレ目 地中に真鍛製釘を前記測定指標標準点の高さに打

込み，とれらと最初設置した不動点をレベノレi開Hi l : して沈

下を求めた。

かく の如くして測定した結果は第 6図の平均沈下曲線

に示すとおりである。建物の沈下は電気回締法通電( 通

i : l 1期間昭和30年 7 月上句より 11月下旬まで) とともに大

体直線的に増加しーとの間建築工事は逐次進渉し基礎底

面への荷重は増加して行った一通電停止とともに止まっ

た。通電終了後の 11月27日の沈下平均は 16 .2cmである。

また不同沈下については。電気回結法の計画の際2/ 1. 000

- 5/ 1. 000 程度の傾斜を笑用上差支えない許容値とし，

もしとれ以上になるようなことがあれば，ア γ ダーピン

ニングを実施する 計画であったが，最終で南北方向2. 5/

1.000. 東西方向 1. 6/ 1. 000となっている 。その後峻工時31

年6 月までに 16mm間9月末までに8 mm沈下，以後本年2月

現在まで殆どちt ; 下を見ていない現状で£る。また竣工

後A l ，A g， Og の三柱について，不同沈下も殆ど認めら

れていない。

4. む す び

測定の結果では毎日大阪会館の場合，着工より現在に

至るまでの約二年余りの聞に 19cm程度の沈下をしたこと

になり，しかもその殆どが工事期間中に起ったものであ

ることが明らかにわかる。また電気回給法の採用実施も

大体において所期の沈下を進行させて目的を達したもの

と見られており，今後の圧密沈下を大いに減少せしめ得

るのであろうとの効果が期待されているので，今後共沈

下は多年の問に進行するであろうが，現在のととろ甚し

い沈下を起す危棋はないものと予想される。

一附記ー 電気回給法実施中の建物沈下置と揚水量と

の比較を参考までに示して見ると次のとおりで，本工法

の効果の一端を伺うととができょう。即ち、基礎版底面

積が 1. 050m
2
で，とれが平均 16 .2cm沈下しているから，

1.050x O.  162=  170m3
の間隙水が排出されたことにな

る。もっとも外部へ押出された土誌もあり，また外部よ

り侵入した地下水量もあり，必ずしも一致するものでは

ないが，概略揚水訟の214m3 と近似的に合致しており，

圧密沈下が相当促進されたものと見られる。終りに基礎

工法の決定，沈下の予測，電気回結実施について終始御指

導をいただいた京都大学土木学教室松尾助教授，また沈

下実i則，整理に絶大なる御協力を下さった大i林組藤本辰

一氏以下現場関係者御一聞の方々お よび，日建設計工務

の山田英雄，小島初三( 以上大阪事務所) 消水勝馬，松

井彰( 土木業務所) の各氏に深甚なる 訪ねまを表します。

( 筆者 自娃殺計工f 6K K)



耐 壁 の 話震

耐震壁について何か書くようにと編樹委員会から御依

頼を頂いたのであるが，との問題に関しては武藤博士の

著替、構造設計法ミの中で詳細に取り上げられているし

また一昨年建築学会から刊行されたミ鉄筋コγ クDー ト

構造の諸問題ミの 中でも大沢，富井両氏が詳 しく 密いて

おられるので，それ以上の駄足を加える必要はないよう

に恩われ，一応はお断りしょうかと考えた。 しかし構造

計算を担当しておられる方々，あるいは とくにと の方面

に深い関心を持っていられる方々は別として，系外とれ

らの本を読んでおられない方も多いのではないかとも考

えられる ので，この問題に関心を持って頂く ために気楽

に読んで頂けるような解説を試みるととにした。従って

前記の著書を読んでいられる方には極めてお目だるいも

のであることをあらかじめお断り しておきたい。

一般にラーメン中にある壁休は常にラ ーメy の水平変

伎を小さくするようなイカきをするから ，すべて硲1m効果

を有するが，ことでとくに耐i P 壁というのはラ ーメγ 中

にあってそのはりおよ び柱と一体 となった鉄筋ゴ ンク 9

ー ト壁体で， 図- 1 ( a) に見られるように下層から上層

に連続 してい るミ逮層壁ミ となって，構造物に灼く水平

力を分担する よう 計画的に設けられた壁体である として

おく 。

( b )  

図 ー 1

さて図ー 10の壁体はその両倶IJ にある ;住と一体となって

I 断面を有するー材をなしていると考えられる。そと

でこ の部分のみを取 り出し て見る と，とれは水平力を受

けて 図ー1 ( b) のように片持はりとなってたわむ。今と

のたわみの性質を考えて見ょう。なお壁体と 一体となっ

てい るはりの1 ) J きに就いては後で述べ るこ とにす る。

( a )  ( c)  

ｅ 理 ｩ ｾ ｪ 理 ｅ ヨ

鬼 信夫武

さてとの I 形片持はりの任意の層のみを切り離して見

ると，それには図- 2a に示すようにその層のせん断力Q

(あ るいは層モーメントの形で示せばM = Q k) と，そ の

国 国 国 a官

。コ

( a)  ( b )  

図 - 2  

庖 より上の胞から来るモーメント M' くとれは上の庖の層

モーメジ トの総和であって張関モーメシトと名附けるこ

とにする) とが{j J いているこ とになる。こ の鐙休の上辺

は下辺昨こ対して水平たわみ( あるいは服部材角 R) と傾

斜角 R' ( これを張問回転角と名附けておく〉と を生ず

る。とれを式で示すと

k Q _ n ，n ¥ 

R = 一一一 ( 2 M+ 3 M') + 一一一 = Rb+ RS I  
6EJ  ，-.._ ， _ _. - " G A  _ ' U '  _ . "  I  

¥ '" ( 1)  

R'  =n'!. .  (M + 2 M' )  !  
2E J  

とな る。 ζ れらは図-

Ｒｾ に示すようにそれぞ

れ片持はりのたわみと

たわみ角である 。 とと

るで今考えている壁休

は通常のはりと異って

，断面のせい l が材長

h に比較して大きいか

ら，せん断たわみR.が

曲げたわみ R bにくら

べて無視できないこと

になる 。例えばR.のRb

に対する割合は 図- 3

学Ｚｾ H( 凸i

s  

4  

3  

a  

45 I  I. f  2  

図 - 3  

のようになるのであって，壁の形が検長いほど，また張 -

問モーメシ トM' ;6，小さいほ ど，せん断たわみの割合が

大き くなる。

さてこ の ような壁休が積み重ね られた述府僚の任; 昔、の

t 層の層部材角 九 と張問回転角R !' とはそれぞれ
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R，=  I R + R  

.  ( 2) 

R  =  I R '  

で与えられるととになる から，せん断たわみが考えてい

る庖のみに関係してその他の層の層部材角には関係し な

いのに反し . 曲げによって生ずる上辺の張関回転角 R 'は

それより上のすべての層の層部材角と張関回転角とを大

きく支配するものである ととが分る。ととに R ' は下層

にある壁体ほど大き いか ら，それらの累計に支配される

札 R;はともに上層に上る ほど増大して行くととにな

る。従って上層に上るほど，せん断たわみの全たわみ中

に占める割合は小さくなり，曲げたわみが支配的になる

一例として図ー3の壁が3層， 5層， 7層と積み重ねられた

場合についてこの割合を示すと 図- 4のようになる。

%

↑

 

!

 

，
‘

・

r

'

a

e

 
ｑｾ＠

o. z  

図 - 4  

とれを見ると横長い形の壁では下層でせん断たわみが

相当の割合を占めて無視できないととがよく分る。ま

た第 3 層までの問にとの割合は急速に低下して，それ以

上では曲げたわみが全たわみ中の殆んどを占めるととが

分る。これらが連層壁のたわみの重要な性質である 。

次に壁を持たないラ

ーメ Y が水平カを受け

るl時の水平変位は一般

に図ー1cに示すように

なる。 apち各層の層部

材角はそれに隣接する

上下層のせん断力の影

響を少し受ける他は，

殆んどその }(!j の府せん

断力によって定まるの

であって，下層から上

層に上るに従ってー部材

角 R ，が減少して行く

図 - 5  
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ような性質があり，し かも張関回転角は無視できるほど

小さい。例えば剛比の等 しい5張問S層のラ ーメンと連層

壁とにそれぞれ等しい水平力が幼いた持のたわみ曲線は

図- 5に実線で示す ようになる。

との ように相反するたわみの性質を有する連層壁 とラ

ーメ γ とが共存して，各層が剛強な床でつながって同じ

層部材角をとるものとすれば， 下層においては壁休がラ

ーメンのたわみを抑制し，上層においてはラーメ Y が壁

体のたわみを抑制するように灼くととが分る。とのとと

から壁体は水平力に対して下層ほど有効に仇くが，上層

によるに従ってその効果を感じて行くととが推祭でき

る。

図- 5 で判断できるように高層で壁の形が縦長い とき

あるいは後に述べるように基礎地盤軟弱の時などは，最

悪の場合上層において壁体は水平力と反対方向のせん断

力を受け，ラ ーメY には 100 % 以上のせん断力がイカく( い

いかえれば上層で壁がラーメ γ に倒れかかる〉ようなこ

とも起り得るのである。とのような場合には上層では壁

のない方がよいことになる。あるいは後に述べるように

壁体に適度の関口を設けるなどの手段を講じなければな

らない。例えば前記の 5 張問ラーメ Y と連層壁とが連結

して生ずるたわみ曲線は区ト S に点線で示してあるよう

になり，縦長い壁の場合明らかに下層では連層壁のたわ

み曲線の性質が現われ，上層ではラー メンのたわみ曲線

の性質が現われている。従って会現断力に対する述居壁

の分担現断力の割合も上層ほど低下して次のようにな

る。

述 届 壁 の 努 断 力 分 担l f !

I  1 届 2 属 3 届 4 層 5 層

士=0.5 

す=1. 5  

0.81  0. 64 0.45  0.29 - 0.24  

0.96 0.93 0.88 0. 82  0. 62 

即ち縦長い壁では最上層で逆勇断力が的いており，従

ってラーメ γ には水平力の 1. 24倍の努断力が仇くととに

なる 。

さてこれまでは速層壁とラ ーメγ とが各層で岡ーの水

平変位をするとの条件のみで，連層壁が水平力に対して

どのような効果を示すものであるかを考えた。ととろで

ほぼー様な構造体であるラ ーメγ の一部にたわみ性質の

全く異った壁体が入るのであるから，当然そこには局部

応力状態が発生するととになる。その一つが前記の鐙体

への到断力の集中であるが，1也の一つは壁体の張問回転

角R 'に伴って，壁休の周辺部分のラーメ Y に生ずる応力

である。との局部応力壁体を離れるに従って急速に減少

して行くから，多くの場合壁体に隣接する張問のみを考

えれはば充分である。さてこの局部現象によってとの張



( a) 図 - 6  

/ ( '，の与にf s H

間のはりには他の部分に比べて大ぎな l泊げモーメ γ トを

生じ，柱にも大きな曲げモーメントと駒h方向力とを生ず

るととは図- 6に見られる通りである 。とく にとの張関

のスパンが小さければ小さいほど， R' の影響が大きく

現われるから，上層部のはりはとの局部応力に対して弾

性理論のみでは設計困難になるようなことも起る。

H・

t1!l1 

ところでとれは壁体

の存在が ラーメ y に及

ぼす局部的影響である

が，当然の結果と して

との反作用がラ ーメγ

から壁体にi J I rえられ，

それは図- 7 に示すよ

うにi JK間 モ ー メ ン ト

M" となって連層壁の

図 - 7  曲げたわみR ，R'を小

さくするように灼くのである。これがいわゆる境界効果

である。従って述層壁に隣接する張問( 直交する ラーメ

シをも含めて) のはりの剛度を大きくすれば，それだけ

連層壁のせん力分担率を大きくして効果を高めることが

できる。

とくに下層のはりを剛強にすれば下胞の R' を小さくで

きその効果がよ層において現われることになる。ただし

一方それに相当するだけの局部応力を壁から受けること

に充分の注意が必要である。

さて連層鐙が有効に11] けば，そとには水平力が集中す

るから，当然のととながらその足下の基礎地盤には大き

な転倒jモーメントが仇き ，基礎はラーメジ柱下のそれに

( a)  

図 - 8  

( b )  

比べて大きな変伎をする。これによって壁体は図- Barc

示すように全体が Ro' なる傾斜をすることになり，従っ

て任意層の層部材角と張問回転角は Ｈ Ｒ Ｉ 式 ｲ｣ ｒｾ を加え

て

R4=R' + 21R' ←R  

o  1  

R  = R  +  2  R'  

I  0  1  

となる。地盤の軟弱な ところでは，この R o' が壁自体の

たわみ R ，R' に比べて大きいから ，連層壁の効果は強国

な地重症の場合に比べて甚しく低下する。ことに転倒モー

メシトによる引張力が鉛直荷重による柱直圧力より大き

くなれば，基礎の浮上りを生ずるから R o' は急速に増大

して述庖壁はますますその効力を失って行く。これ と同

時に周辺部ラーメンの局部応力も著しく増大して行くこ

とも想像に難く なく，大きな損傷を招く原因にもなるで

あろう。

従ってこの地盤沈下

や基礎浮上りの影響を

続減 して耐i11壁の効果

に期待をかけるのなら

ばとの周辺部ラ ーメシ

とくに基礎つなぎばり

等下層のはりを剛強に

昭一

..r 

t  

するか，または図- 8 b - -qz 叫 “  

に示すように壁を連ね 図 - 9

て，連層壁の前後左右を強固にするなどの注意が極めて

肝要になる。ただ実際問題としてはとの R o' の値を的確

につかむととが困難であるため，耐侵壁の定量的関係を

定める上でも一つの大ぎな障害 となっている。

耐震3壁を計画するに当つては，殆んどの場合開口のな

い壁が用いられるが，時と しては計画的に適当な関 口を

設けておく方が よい場合もある と考えられる。いま壁の

中央部に壁の形と相似の関口がある場合を考えてみると

関口が大きくなれば( 1  ) 式のR ，R ' はともに大きくな

るが，その増大の割合は両者一様ではなく R の方がR ' よ

りも大きいのでるあ。それは関口の増大とともに壁は

ラーメγ に近づい て行くため， ( 1) 式のせん断たわみの

頂が大きくなるからであって 、との有様は図- 9に示す

ようになる。従って連層僚において R' の増加に原因して

壁体の効果が務ち，上層で逆せん断力を生ずるととがあ

るならば， む しろ適度の関口を壁に設けることによって

R を大きくしてR' を減らし，すなわち下層における壁の

効果をある程度犠牲に して，上層での壁の逆効果を抑え

る方法も考えられる。かくすることによって R' に伴う

局部応力をも軽減するととができる。一般に上層は下層
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われわれは現在のところ連層壁のたわみの計算には

(  1  ) 式のような簡単な式によっているのであるが，大

きな水平カが{ 力けば，コ Y クP ート壁体には当然きれつ

の発生を予想しなければならないから，このような状態

におけるたわみを考慮しておく必要がある。とれを求め

るには今のところ便宜的に ( 1) 式における E J あるいは

G A の値に，今までに行われた実験的研究の結果を参照

して，適当な低減値を使用する方法が用いられているが

なお充分とはいし、難い。また前述のように境界効果によ

って周辺部に生ずる局部応力に対しでも. iJl llt生計算のみ

では設計困難を来すことも起るのであって，とのような

場合には塑性計算法をも適用しなければならない。すな

わち耐震壁に期待をかけようとすれば，その周辺部およ

び地態を含めて塑性状態における応力配分が明からにさ

れなければならないことになる。なお壁{ 本と一体となっ

ているはりは抑制: l 1 む囲では主としてせん断たわみ抑制の

イカぎをす るが，その重要なtJ] きはむしろ壁体にきれつが

発生した後にある 。

すなわち壁休に斜張力

によってきれつが発生

した後には，壁は等方

組: を失って奥方性版と

なり，その節秘を増大

してきれつ帽を拡げよ

うとするのであるが，

はりはねとともにとれ

を抑制して壁のせん断

耐力を高める仇きをす

↑

剛

性

比

。
待l口問肘 I  

図 - 10

( a)  

ー Ｍ・ Ｔ ・ Ｔ 司，ｾＢＧ・

I  I  I  11' 

I  I  I  Iφ 

( b )  ι ー」一一L ー__j t

1  I  r- )' t 

I  I  I  11' 

l  I  1  11 

・- ・4 ・・司

図 - 11 

の R' の累計に支配 さ

れるのであるから，図

- 9 の性質ーから判断さ

れるように| 羽口に よっ

て壁体の効果の落ちる

のは下庖ほど若しいの

であって，その様子を

示せば図ー10のように

なる。

るのである。

以上の説明で明らかなように，耐g ; 壁は自らが水平カ

の多くを分担するととによって構造物全体の水平変位を

小さくし，はりや杜の! 曲げモーメ γ トをi綬減しようとす

るが，その反而周辺部と基礎地般に局部応力を生ぜしめ

る。従って多くの耐震壁が建物の平面計画の上でほぼ均

等に広〈分散していれば，この局部応力の集中が少なく
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てすむから，構造的には好しいものとなり，いわゆるミ

コア- vステムミのように一局部に水平カを集める方式

では，その周辺の局部応力状態が異常となるから設計に

は相当の困難を釆すととになり，地盤軟弱なところには

適当でないことが分る。また耐i J J 壁の配置が平而的にか

たよ って いると， 図ー 11a に示す よう に水平力の合力が

構造物の剛性の中心と 一致 しないためのね じれを生じ，

剛心から速いラーメ Y ほど不利な応力を生じて壁休の効

果を低下させる。従って耐震壁は偏在 しないとと，やむ

を得ぬ場合には図- 1a のように直交方向で岡1) 心から取・

も速い位置に塁置を配置して，ねじれによるせん断力に抵

抗させるのが好しい。

なおまた耐震壁とラ ーメγ とをつなぐ床は面内には極

めて剛強であると仮定しているが，壁への水平力伝達経

路に当る床版には大きなせん断力が仇くから，床版のI l l l)

性が耐震壁の剛性と間程度であるような場合，すなわち

細長い平面で耐震壁の間隔が大きいような場合には，こ

の床版の而内たわみによって耐震壁の効果が務ち，壁体

から速いラ ーメY ほど大きいたわみを受けることにな

る。との影響は下層では無視できない場合がある。

以上主として速層耐震壁を中心にその問題点の解説を

試みたのであるが，特別に耐震壁として計画された壁で

なくても，ラーメ γ 中にある壁はその性質を同じくする

のであるから ，それがどの よう なf J J きをするかは御理解

頂けると考える。一般に壁の耐震効果は構造物全体の水

平変位を小 さくするととであり，このためにはできるだ

け曲げたわみを抑える ような壁配置がよいことになる。

しかし一方において水平力が伝達されて行〈 経路の応力

も考えなければならないから，両々相まって有利な壁の

配置について読者諸賢の御研究を御願いしたい。

とれでとのったない一文を終らせて頂くのであるが，

ことに述べた定性的なことの多くは既に l昭和 18年に刊行

された日本学術振興会編のミ建築物耐震構造家' 項ミ中に

取り上げられていることであって，ただ実際l乙定量的関

係を設計に取り入れるととが困難であるため，特別の試

みを除けば一般にた様力分布係数ミなるものを適当に想

定して実用計算を行って来ていることは周知の通りであ

る。最近ではこの問題をある程度具体的に取扱えるよう

になってきたが，それとても万能薬ではなくミ安全を見

てミ多くの仮定を設けなければならぬ現状であり，↑ 浜重

な取扱が必要であるう 。以上多少なりとも御参考になる

点があったならば鍛者望外の幸せとするところである。

( 筆者大阪市大麗工学部建築学教室教授)
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原 子 力 実 験 室 に お け る 建 築 の 問 題

写真一 1 ￟ およひ・ ｹ 線を取扱う三重 ｅ 実験室の型車。左から右 ｉ ｾＮ 高レベル実

験室，低レベル実験室，測定室の断。

写真一 2 ホット実験室の中で，放射飽が植物におよ lます影響をしらべて

L、る。

A. D. M a  c  k  i  n  t  0  s  h  

室 井 修 〈訳〉

原子力平和利用の問題は，多くの人々が考えていたよ

りも，ずっと早〈進展 しつつある。放射線の工学的，燦

学的お よび医学的利用を目標とする放射化学実験室に対

する諸積の要求は，建築家への課題として，おそらく緩

めて早〈切迫して来るだろう。放射性物質を取扱う実験

室と一般化学実験室との問には，多くの類似点がある。

しかし人間と設備を欣射能から防禦するという面では，

災験室計阿( 敷地計 l凶から仕上材の撰A までの) の紙念

が，縦本的に改正されねばならない。

即ち次のような事柄が起ってくる。ある場所は鉛また

はコシク 9 ートで遮蔽されねばならぬ。これが，普通の

場合よりもずっと重い，そしてずっと集中した床荷重の

原因とな る。高度の放射能をも っ廃棄物は，地 中に埋め

ねばならない。放射性粒子が吸入されないととを確実に

するために，フー ドを用いねばならない。仕上材料は，

放射性物質がこ ぼれた 11与を考えて，汚染除去の容易なも

のとする。

放射化学実験室の位置

低レベノレ放射能実験室の場合には，位I i その問題は大し

たととはない。実際，それらの条件は，一般化学実験室

の場合と大差はない。しかし高レベノレ作業の場合には，

位置の撰定と建物の方位が非常に重要な問題 となってく

る。最多風向というものが，高レベル設備およびそれ

の通風スタックの位置を支配する。との通 Jfl，スタックは

常態の放射能以下の区域を汚染させぬために，低レベル

区域の風下におかねばならない。地面の傾斜は， 表面の

水が交通のため附完ました汚染を，高レベル区域から低レ

ベノレ区域に逮ばないよう留意する。水流の系路が，放射

能の残っている廃棄物を，給水源に向って運ぶのを許し

てはならない。ただしとれら の見解は，低レベルの放射

性物質を取扱う作業には適用しなくてもよい。

どんな場合にも，汚染は局部的に止めねばならない。

放射能の潜在的拡散は，高レベル設備とコーノレド区域(

放射能を取扱わぬ区J戎) との間接な隣按を極ブJ 避ける，

ことによって減少される。ホット( 高レベノレ) 工程の区

域はーしょにまとめる。それは，コーノレ 1，' 区域の予期せ

ぬ汚染を防ぎ，かつ廃棄物処理を単純にするためである
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ホッ トな作業単位を ゴーノレド実験室の中にお

くことは，好ましくない。

建物の計画

内部計画を考える "寺に も， あらゆる レベル

の放射能に関連して，同様な処J ' I 1方法がなさ

れねばならぬ。でき得る かぎり どの区域も ，

自由でIJIJ 般的なもの とし， 移動間仕切を使用

する。とれは，最初J の計画，未来の変更およ

び後の経験をへた判定に関連して，充分な転

換性を持たし得るからである。各種の供給施

設を後述の ように配置する ためには，基準尺度による方

法を採用するのが よい。配置計爾については，人々がま

づコーノレ ド区域に入り ，それから段 と々 より高い レベル

の区域にゆく ようにせねばならない。
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建物中の実験設備の位置に関しては，基準尺度の基盤

の上に問かれる時，長正大の転換性が得られる。約24吹平

方の格問とすれば，有効な中間間仕切を設けたいl時に，

それが容易にできる ，と いわれる。との241沢の越本基準

尺度は. 4 吠のより 小さい基準尺度およびその結合した

もの，に容易に分割される。高度放射能を取扱う区域の

場合には， 手洗設備，ロッカ ー設備は， クオーム ( 中レ

ベノレ〉 な使用 とコ ーノレドな使用の両方に対 して準備する

必要がある。一つの場所を普段舟の置場として準備し，

作業 '1.'にmいる作業衣お よび被いは，隣般の位i i ' t で隔離

して白〈。これは多くの衛生当局が勧告していることで

ある。 低 レベル( マイク ロキ ュリ ー程度の線源を扱う)

の作業の場合には，それらの実験室に対する準備は，一

般化学実験室の場合と大差ない。ただし空気中の汚染粒

子を排出するためのフ ー ドはぜひ必要である。

中 νベノレの実験室については，放射が行われる隔縦し

た場所に対して，ある穫の注Z芯怠z主、が必必、要になる。主 として

注;芯芭

体) の処理設f備椅を設けることである。交通形式の厳重な

統制は必ずしも必要でないが， コーノレド区域とホッ ト区

域の聞の過度な，そして不必要な往来を防ぐ手段は議ぜ

られねばならない。

少くとも，局部的遮蔽体を掃入する必要がある。それ

は各フ ー ドの範囲内の設備のまわりに置く。通常 2 X  

4X 8吋の大きさの鉛プ ロックの囲いである。高 ν ベノレの

作業が鎖繁に行われる実験室は，フード中の局部的遮蔽

体だけでなく，全体を量的な遮蔽体で悶む必要がある。

この全体的遮由主体は，場合によっては. 1 - 21沢j平のソ 9 ・

ッド・コシク Pート プロック梢みとなる。プ ロックの単

位は普通4x 8x 16111で，これを空Ui みする。プロックの

使用は，除染が容易なことおよび転換性をもつことのゆ

えに，一体打コ
γ

クリ ートよ り望ましい。

実験設備の位置

A日
。

M

N

 

ハ
U

U

T

B
』

r

t

t

L

 

戸

l

ド

』

J

、
J

附図- 2 貯蔵庫の縦断面。

写j ! { - 3 1択のソリッドなスチール・ドアの向うにステールのホット・

セルがあって，そ己で行われる工科を，展恕鋭で観察してい

る。
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高 νベノレ区域は. 低 νベJ レ区域から雌さねばならぬ。 直

線作業のための区域は，換気について特別な注意が要る。

ここではできうる限り， ドライ ・ボックスを使用する。

a 線実験室では，人体の汚染の点でかなりの危険がある。

a 粒子の勢力は一枚の紙さえも通過し得ない程度である

が，それの持つ大きなイオ γ 化作用は身体内部に甚大な

傷害をひきおとす。それ故， α 線を l投入又は版取しない

ように，また皮門函の切り{ おや擦り 1Mからそれを浪人さ

せないように，極めて恨重でなければならない。

戸線は，それ程深くちt入しないけれども，もし充分集

中して照射されれば火傷をひきおとす。 T 線は，身体中

に深く浪人して，人を病気にするに充分な傷害を与え，

又は死亡の原因となる。設備の使用状況が高レベルであ

る程，それ等の配置 と設計に対する態度は一層慎重でな

ければならない。機械器具の遮蔽休が一層必要になるば

かりでなく，通路形式，遮蔽体，生物体の防; 隻等もまた

層重要になってくる。実験室内に設備器具を置く場合，

常に安全性・に基いて配置を決めねばならない。即ち，事

古文の際に逃げ出すととができないような区域に. 議も鑓

詰めにされないように，決定する。また実験室に出入す

る人々が. 他の者が作業している場所の設備の列の聞を

通らなぐてもよいように計画する。

内部仕上

エナメノレ仕上した金属性移動間仕切は，非常によい囲

いとなる。床仕上材は，アスファノレト ・タイノレまたは同

様な材料( 四角な小片よりなる) を使うのがよい， とい

われる。人によっては，大きな連続した床材料を択ぶも

のもあるが，小片材料は除染が必要な時に，取り換えが

容易である。大きなν ー トは，若千のクラックができや

すしそのクラックを通って コγ クリ ート ・スラプにま

で，汚染が浸入する怖れがあるし，また切ったりつぎ合

せたりするのが極めて困難である。一方また小片材料の

場合のクラックは，紙の下敷ぎのため一層助長される，

というとともあり 4尋る。

全体にわたってー様な高さをもっ吊天井は，間仕切の

配置に関連して守よい転換性をもっている。また同時に

錯綜したダク ト類 Cn 1 気導管その他の供給管〉を被いか

くすのに者s合がよい。

遮蔽体

これは，病院または医院における X 線装置の場合を除

けば，建築家がこれまで遭遇しなかった問題である。安

全は次の事柄によって保持されるも

(1) 逃蔽休

(2) 作業者の放射源からの距離

( 司被曝の時間制限

遮蔽体は極めて重要である。なぜなら，設備の全体の

配置が，使用材料の種類およびその使用法，によって決

まるからである。大雑犯に分ければ，遮蔽体にはこつの

写真一 4 展望績に映ったと E ろ。

so 
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附図 Ｍ Ｓ ｭ 々の材料 ｉｾ 対する遜献体の必要厚



扱い方がある。即ち局部的なものと全体的なものとで

ある。局部遮蔽体は，一又はこの特定の機械器具をつつ

む， '防禦の局部的適用を意味する。全体遮蔽体は，セノレ

室ま たは区域の全部を包含する。遮蔽体の必要厚さに関

する概算は，表とグラフ( 附図- 3) を使うととによって

比紛られる。

永久￠逃桜 体 Ｈｉ ［ ｉｾ 定荷量〉と移動逃依体Ｈ杭載荷重Ｉ

は. はっきりと判官fに計算する。とれらの荷重の値が，

ｾ ｦ 介 さる べき各単位の，単肘または重層配 ｩ 泣の可能性の

有無を示すだろう。

今. 最初のスケッ チの段階で留意すべき基礎的問題に

触れたが，遮蔽体の建設に関して次に起ってくる段階は

，さらに注意深〈検討されねばならない。

まづ第一 f' C; われわれは，用う べき最も望ましい技法を

決定せねばならぬ。厳重に密閉された小さな作業に対し

ては， または器の防護に対しては，局官官自力遮蔽体がおそ

ら〈用いられるだろう。設備のもっと広い集合に対して

は，または多数の鴇具を包含するためには，セノレ全体又

は室全体を包む全体的遮蔽体が用いらるベ舎である。

セノレには( 場合によっては室に対しでも) ，ハッチま

たは出入口を通る放射線の直接の通過を防ぐために，迷

路が必要になるだろう。

高レベノレの放射性物質を容れる貯絞周ては，局部遮蔽体

全体遮蔽休または両者の組合せのいづれかで包む。もち

ろん必要な厚さを採って。実験設備に関しては， 直線作

業はでき得る限り， ドライ ・ボックスの中に包むのがよ

い。これは換気に必要な空気置を考える時， 非常に絞貨

を節約する。セノレ中におけるー速隔操作を必要とする程ホ

ットでないFおよびT線作業は，換気付のフードの中でな

される。フード中には鉛の防壁があって，それを隔てて

作業がなされる。床と天井のスラプは，下または上の区

域が防殺されているこ とを確かめるために，ス D ッ トを

設ける。

全体的逃蔽{ 本をつくるための最も経済的な方法は， コ

ンク Y ー ト版の厚さを増す ととである。ある積の設備は

非常に荷重が大きくて，地面の上に置くのが経済になる

かも知れない。移動遮蔽体の衝撃を計算に入れる時はな

おさらである。

特殊な遮蔽体の必要

ここでわれわれは，遮蔽体に| 刻して，どれほどの厚さ

が必要か，またどんな種類の材料を用う べきか，を決定

するための手段を検討しよう。科学者はわれわれのため

に，取扱うべき放射能のレベルを決定してくれるだろう。

(白 線防禦〕一般に，一枚の紙と同等な厚さで，a 粒

子を紡ぐに充分な逃蔽体になる。ドライ ・ボックスが作

業者に対して，作業のための充分な運動の自由を許さな

いような場所では，フ ー ドを使用する。

日およびT線防禦) s及び r線作業では，通常フード
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が用いられる。 P線は大体，約x 吋j写の透明なノレーナイ

ト( プラスチック化合物) の遮蔽体を用うれば，防がれ

る。しかしf 線は，それを防ぐのに，もっとずっと嵩の

あるものを要求する。鉛のプ ロッ クが線源と作業者の問

に積まれる。との鉛のまわりまたは上に，屈折した操縦

装問で誘導される作業設備をそなえ，作業は$i lによって

兄られる。んj 部的遮蔽体は，セノレまたは室内の側々の単

位あるいは外部の器具を防護するのに使用される。これ

はｾ・通鉛で作り，場合Ａとよっては鉄でつくる。

隣接区域の人間および器具を防護する目的で，全体的

遮蔽体が実験室の周囲におかれる。これは通常コ γ クD

ート でつくる。ソリ ッド ・コンクリートプロック ( 4X 8

X 16吋) 税みは，一体打コンクリー トよりも，後の改造

に対するよい転換性をもっている。またプロックは，除

染が必要な時には，すぐに耳元除くことができる。

大部分の遮蔽休は，約 6.5mr ! hr . 程度の放射線を防ぐよ

うに作られる。もし放射能のレベルが 1 キュリーあるい

はそれ以上の時には，作業は一般にセノレ中で遠隔操作に

よって行われる。セノレのE設は一体打にすることもあり，

:;V ッド ・プロックで積むとともある。フードの場合と

問機に，作業系統には換気口がいる。

廃棄物の処理

燦奨物の処置H ( 蒸気又は液{ 本) については，敷地の形

状および放射能のレベルに基く，広範な変化が5与えられ

る。化学実験による廃棄ガスは，ー般にブムドの中で生

ずる。との廃薬物には三つの裂が考えられる。

〔フード中の通常空気〕常態の空気がフードの入口か

らとり入れられる。低レベル区域では，とれらの空気を

秘過する必要があるかどうか疑問である。僅か2，3 ミリ

キュ D一程度の放射能が取扱われるところでは，総過は

必要でない。しかし密に人がいる区域では一法律の保証

を得るためにー総過器が望ましい。 トレーサー( 同性質

の大誌な不情性物質に附加される 小E の放射性物質? を

使うフ ードからのガスは，フード廃棄ガス標準防禦法を

用いて，大気中に排出される。

〔設備の換気〕すべてのフードは，小さなOi - ;J.:i吋)

低真空通路を備え，それを通じて，密閉された作業から

の排気が放出される。より高いレベノレの作業に対して

は，この通路は，すべての腐蝕性のそして放射性のガス

に対して，小さい容積の集合系統を形づくる。洗部が必

要な時には，全休の実験室の中のすべて のフードに対し

て，一つの小さな殺菌があればよい。それらの ν ステム

はステンレス ・スチーノレまたは耐腐蝕性の材料でつくる。

〔高度の真空〕この V ステムからのガス排出は，洗浄

装!fI: ( それの危険度によって決定される) をもっ低真空

ジステムと同様な方法でなされる。

液体廃棄物

一般に三つの主な液体涜菜V ステムがある。

〔通常の衛生ν ステム〕洗夜場および厨房施設からの

廃築物，これの処J '1は全く在来の方法のままである。た

だし患者にトレーサーを用いる病院では，廃業物質につ

いて，恨重な分析がなされねばならぬ。

〔作業廃来物〕これは本質的には，中和された一般化

学廃楽物の処理ν ステムと閉じである。奔百? に低いレベ

ノレのトレーサーを使う作業は，ー般実験ささの化学j究来物

の条件より大きく考える必要はないだろう。しかし，高

レベルの放射化学を取扱う場合には，作業b'6.:!R物は，コ

ーノレドとクアームの二つの部分に分けねばならない。ク

アームな作業ー廃楽物は，必要な処理方法を分析によって

決定するまで，瓶またはタ Y クに保留する。

〔ホットな排水路〕これは常にステンレス ・スチーノレ

で作る。このi i ! l 路にはトラッフ.を設けない。トラップが

あると ，そこに放射能がたまるからである。すべてのこ

れらの排水色' はフードの中に置かれ，そこからi i t J 当に排

出される。ホットな排水路はホット貯蔵タシグに導かれ

る。

固体廃棄物

放射能を含むようになった国体は，化学的に除染する

かまたは集めて安全な埋波地に処分する。除裂とし得ない

不燃性のものは一般に埋淡する。燃焼性のものは，安全

な焼却炉を使用し得る限り，燃やす。放射性の溶液とと

もに使われた笑験室のガラス器具は，廃Z長裕泌がホッ ト

排水系統に送られる前に適切に探知器でしらべられるな

らば，普通の方法で洗ってよい。

換気の供給

放射化学的作業のための区域の燦房と換気は，独特な

性絡をもっている。導入される空気の大部分は，直接実

験室の中に供給される。ある場所から他の場所への空気

の流れについては，それが常にコ ーノレド区域からクアー

ム区域を通ってホッ トな施設に動くように，設;it されね

ばならない。実験室に対する補充の空気は，ー般に先づ

事務所区域に導入される。そこから空気は廊下に入り，

それから扉のノレーパー付組孔をilll じて実験室に入る。空

白気の移動に対して前述の方向を確保するために，実験室

には僅かに負の圧力差ーをもたせる。作業・区域では空気の

再循環は許されない。しかし，鰍れた位置にある管狸ま

たはナーグィス区域に対する場合は別である。

空気の需要最を安全限度内で政少にするために，フー

ドの設計は極めて重要である。

{ 訳者 自建設計ヱJ I J l K K )

×  X  ×  

〉く X  ×  
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c.  M. ァ ニl - ク 氏 講 演 要 旨

建 設 工 事 の 計 画 と 管 理 の 進 歩

1956年1)-j 27， 8 日ロスアンセソレスのカ D フォノレニア大

学で開催された悠設工事会議には約 350名の長. t t 設校師，

主主設業者，労{)J 界代表，建設器材販光業者および建設工

事のおt先端に関心を持つ人々が出 1: 1¥'し， ｊｃｴｾ 衆は合衆国の

各地から参集した。

この大会は建設工事の科学的なllli め方を検討し促進す

る機会として企画されたものである。過去数年の間に，

多織な分野，例えば自動車の生産から計算器の製造に及

仏製造工ｾーを始め ｷ 荷の処理， 11王欄の運行，軍事，建

設管理といった分野まで含めて，その主 ｬｩＧｾ を昔ｼ函 ｩ 立て分

析するに必ｾな科学的基盤が著しく進歩した。カリフォ

ノレニア大学工学部長ペノレトラ 一氏はこれらさまざまの進

歩が相互に;i 答辞するところ多いという怠凡をぷ砂j し，建

設業界の指導者で構成された諮問委f J . 会にH手び掛けて大

会開催の第一歩をf l t . み出した。

会議の主題の背主主は業界 ・労1;1J 界の代表者から提出さ

れた。アメ Pカ銀行のゴノレドシ氏，プロック兄弟社のプ

ロック氏は建設業の財政 ・経営面について諮り，さらに

その将来をも論じた。マッ ν ュボー ン氏は労的組合 ( N

A .F.し) を代表し，またク Dスチャン氏はロスアンゼノレ

ス建設業協会を代ぷして明日の建設界のタj イ)J 問題を論じ

た。

現代の科挙前な建設業

ベヒデノレ祉のキ ー レイ，アトキンソシ会社のゴノレドン

モD ソγ ・クヌッドセ Y 会社のワイノレバーの3氏は現在大

規模な建設に当る進歩的な団体が採用している，建設業の

科学的運営方法を様々な商から話した。キー ν イ氏は基

本的な条件を7つ挙げて- ‘ 良好な管理" を説明している。

1. 時間ぷと経費単位の最寸、因子が容易に分解される

仕事の単位と対応していること。

2.  時間ぷと経1'( 単位の最小因子が 1人の監督者ある
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いは峨長の仕事と釣合っていなければならぬ。

3.  ｾ血機 構 に要する経 Ｑ ＱＧとそのＡ￴ＧＺｐｊｬによって生み出

される節約額の釣合について適切な判断を下さね

ばならぬ。

4. 工程 ・工貨の資料がしばしば作成され検討されて

遂行中の工事を管理するのに充分役立てられると

と。

5 .  同様に，最新の資料が迅速に用怠されキfJ用されね

ばならぬ。

6. 工程 ・工1'i' の管思に必要な基礎的情報が合理的で

正確なものでなければならぬ。

7.  最後にしかし板く重要なととであるが，工程と工

1'( に関する知識が充分に活用され，その仕事を判

断していくのに欠かせない要3おとなっていなけれ

ばならぬ。

彼は以上を要約して， “ 良い仕事をするためには，何を

なすべきか，何時すべきか，またその仕事をどの程度に

うまくためし得たかということを知る必要がある" と述

べている。

ゴルドン氏は工事計画i作成の原理を請すのに，まず似

通った Ｒ つの仕事を比 ｩｬｾ して説明している。即ち一方は

余りに急いだために良い計画をたてるととがでまなかっ

たが，他.Ii の仕事は入念に計画を練る余怖があったので

遥かに能率良〈工事を進め得たというのである。彼は工

程計画に際して考慮すべき線本事項として次のように挙

げている。即ち，全工事期限，工事中間期限，施工l順序

工事進行に対する flil j約，許容作業地面秘，同時若手の峨

数，搬入備品の寸・法 ・数盆，可動人員，強設器具の使用

可否とその性能，器付の出庫H頃序，契約あるいは経営面

の配慮，洪水その他自然的妨害の突発する可能性とその

予知如何，罷業の気治い，仕事の進捗に関する下諸内部

のl時書である。彼は工事計岡立案の仕事をたとえて， f話



々な* で提出され解かれねばならない。仕事の日々を通 一助としての縮尺模型法を説明した。フロア一社はとれ

じて絶えず訂正され作成されねばならない多くの相互函 らの模型が設計と施工の時聞を節約し，混乱を除き，工

数による加分の鮮き n であると定議している。約負業者 場各部の| 潟i ! J f を簡明にL . ，数多くの一般凶や持制凶の代

は予知できる門己の工事能力を解析して仕事の段取りを りとして役立ち全く利用価値の高いととを認めた。校型

考えねばならない。すなわち， 術品，装備，人口の現実 は設計段階にあっては考えを締める主2 f . な手段として役

の経済限度と工事むを釣合わせねばならない。日1"1剛1' 1. 当 a 立ち，コンJiの始まる l刊に現場へ移される。J 1 ，' ，: 近の進歩し

者はその工事がλ 了するまで工事訓 ulij 作成のイ士、J}を打・切 た方法によれば，詳細凶の大部分と取り換えようという

ってはならない。というのは，アトキン ' . J / ' 社が発泡所 施工的な目的にかなう完全な寸法比率と詳細を持つ校型

の設言| にすばらしく便利な縮尺校裂法を見出したという の引イ中し写真複製が可能である。その例として彼 li:，

例があるからである。 500万ドノレの工場の例では典型的な模型の製作に2万ドノレ

クイノレパ一氏の語ったところは，職員，労仇関係，保 位かかるが， 10万ドルの直接的な費用を節減するととを

安，経vf 節減，積算準備，工費管理，建設方法と新式機 示しうる，と諮った。模型による自に見えない多くの価

械の発達，器材の使用と保持，機械操作の熟練，荷揚運搬 値をドノレで測ることは困難ではあるが，無教育な人に複

機械，技術の監督，使用人や公衆との関係，といった点 雑なアイディアを伝える際に起りやすい誤解や問巡いを

の科学的な処理の問題であった。彼は優れた技術者 ・経 ほとんどなくするといった点でもさらに役立つわけであ

営職員の選釈 と履備が第一番の しかも最大の問題である る。

としている。モ Y ソン ・クヌッドセ γ 社は建設労務者の マクマホシ氏は工事内容を伝える問題について訴り，

異動を減らすことに深く注意し，あらゆる作業に保安職 特別な図面，黒仮説明，講習，現場手帳，見本仕事，既

貝を配慨している。工事の完了時に ｾ￮ 画担当者は最終報 往の工事とその細部の写真などの利用によって院督者が

告を纏めるが，その内容は将来の契約に侃iえて見積担当 どれ程容易に職人達にアイディアを通達し得るかという

者の手で入念に検討される。多数の技術者が見初り，平 ことを話・した。

面計画，機械配置，工授管理，_ [ 司I 監倍，経理に動員さ

れる。毎年多くの大学新卒業生が採用され訓練を受けて

技術あるいは経理の責任ある 地位につけられる。ある組

織が科学的な経営を取り入れるほど，成果のp 好なとと

は疑い得ないところであるとワイルパー氏はが;諭してい

る。

連絡: 級計者と建設業者

との大会の企画に際し，諮問委員会は設計技師あるい

は建築家と工事の末端にまで歎視の責任を負う現場監督

者 との|瑚の連絡方法の研究をフ. ログラムの一部に加える

ように勧めた。ブラシドワ ・ジョ Y ス トン社のプ ランド

ク氏，フ ロア一社のテ ユッ カー氏お よび工事主任兼技師

のマクマ ホン氏はこの問題の合むさまざまな面について

論じた。ブラ γ ドク氏は技術者や建築家の果す役割を次

のように略述している。すなわち，

1  機械施設の必要性の研究

2.  平面設計 と芯匠

3.  敷地の選定

4. 平面図と仕様舎の作成

5 .  総合請負業者の詮衡

6.  最終検討 と承認

彼は， 図面や仕様舎は極めて注意深く作成され細部ま

で完全であるべきで，それによってお ｦｾ 業者はどの よ う

な仕事が期待されているのかを正般に知り得るものでな

ければならぬ と考えている。

テユッカ 一 氏はフ ロ ア 一 社が品ゆｾ所と 化 学工場の建設

に際 して製作した典型的な模型を使って，設計と施工の

建設工事の科学化の新発展

成功を収めたある いはそれが約束されて いる工科:: 1ー阿

の作成と竹J 111の斬新な方法がへノレグソン会社のキャッセ

ン氏，プ ロクタ ー ・ギャシプノレ会社( 以下 P.G 社と

略記) のカ ーノレソ y 氏などに よって提出された。前記 し

たテユッカ 一氏の模型についての報告もまたとの分野で

貢献している。

キャッセ γ 氏は彼の会社で採用した工程計画法を紹介

し，完全な工事計画の立案，工事のあらゆる細部まで規

定しているプラジを準備するには社擦なプ ラシを作るよ

り経費が掛かるであろうと述べた。しかしへノレグソン氏

は段近使われたある秘の道具は仕事の何を， 何時，どの

ようにして，誰によって， という聞に数日的 ・組織的な

解答を簡単に与えるととを見出している。典型的な棒グ

ラフ計画表に言及して，作Iの仕事をなすべきかを棒グラ

フ上の各々の棒に対応して詳絢に答える“ Pre- pl an" な

る言葉を紹介した。代表的な Pre-pl an は仕事の所在と

その仕事に関連ある図面，仕様書の見出しを与え，幾つ

かの下請のために仕事の各段階の仕事量や出面を定伝的

に表示する。大抵の作業ーでは棒グラフ計画表の総ての線

に対する Pre-pl an を必ずしも必要としない。 300万ドノレ

程度の典型的な工場建設計画には450頁に及ぶ 75の Pre-

pl an が必要である。 へノレグソシ氏の経験によれば， この

形式の計阿の最も成功を収めた例では出荷の60J '1至70%

が正確に Pr e- pl an 上に表示されている。

キャッセ Y 氏に よって紹介 された今一つの大切な考察
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はそれぞれの Pre- pl on をどのようにして作成するかとい

う“ Met hod St udy" である 。Met hod St udy においては

可能な工事方法がすべて書ぎ出される。次に最も合理的

な方法が詳細に研究され，必要な入手間，仕事に含まれ

る他の経貨が見積られる。経貨の商，時として時間のJ誌

をも考慮して最良の方法が選び出される。工場の建設企

画では棒グラフの項目の 5%位をと の秘の細部検討に当

てるのが妥当である。 Met hod St udy は Pre- pl on と併行

して作られる。

Pre-pl on と M et hod St udy の成果を活用できる ように

工程計画と工事経理を担当するグノレーフ・の大きさを拡張

しなければならない。ヘノレグ ソン氏は設計技師をその仕

事に割当てている。彼らは本部助子として総監督を補佐

するが数督権は持たない。理工科系大学の学士取得課程

で授けられる訓練がこの地位に必要な最低のものであり

現場経験の長い者より大学出たての者の方が望ましい。

Pr e-pl on あるいは Method St udy は計前技術者， 総監督

その工事にたずさわる験反の綜合成果として準備される

もので，その際計画技術者は対等の立場で尽力する。工

場型式の建設計画では 100万ドノレのエ貨について 1人の計

画技術者を配するのが最少の線である。比較的経験の乏

しい計画技術者のために会社は“ 虎の巻J を用意してい

る。会社は労組の代表をこの工程計 画作成に参画さすよ

うに努力 した。そして組合併lには不利設なはね返り は全

くなかった。キャッセ Y 氏は「ヘノレグジン氏は有理化さ

れ数量化された計画がもたらし得る工鈴低減の可能性の

表面を採るに留まらなかったようだ」と 述べて結論とし

ている。

カー J レソ γ 氏は P_ G_ 社が工費を低減する良策を見

出すために請負業者とどのように協力したかを述べた。

P_G .  社は工場経費を管理するために25年以上にもわた

ってある計画を有効に実施してきたが，その効果があま

りに目覚しいので主脳部はとの方法を建設分野にまで拡

大しようと決心した。製造業と建設業のfU] の次に記すよ

うな相逃が検討された。すなわち，工場作業では全従員

が P.G . 組織のメ y パーであって工場の拡張は循環的な

変動であるが， P. G .  t上の建設工事には請負侃，11監督の継

続性が欠けている。建設作業の期間は割合に短< . しか

もいくつかの違った請負業者がそれにたずさわるからで

ある。

数年前，P. G. 社の技師 1人2人をそれぞれいくつかの

建設計画に従事させるという初期的な努力が総貸節減に

すばらしく効果あることが判ったので，その活動を拡大

する方針が決められた。新しい工法が取り入れられてい

るか脊かを間わず，すべての仕事をさらに詳細に計画立

てるととに よって，工事の遅延は滅り必然的に経費は節

約された。今では P.G . ネ上の営繕は4つの別個の昔| 画に

25人もの工程計画技師を使っている。彼等は大部分が25
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乃至30才の若い大学卒業者で，工学を専攻しいくらか実

務経験を持っている。彼らは直接請負側に履われていて

現場にあっては主任計画技師の監督下に入り，また各地

のさまぎまな職種の監督者の所へ， i，取逃されて幼くとと

もある。

カーノレソン氏はキ ャッセン氏に よって既に説明された

Pre- pl on と Met hod St udy の使用法にさらに解説を加え

また“ Desi gn Al t ernot e" の考え方も紹介した。彼はこれ

らの考え方は建設業界ではとくに目新しいものではない

が，遥かに形式立ったその方法に第一線と本部の注意を

さらに集中せしめた点が斬新なのだと指摘している。

“ Desi gn Al ternote" というのは建築経費を減らすために

. 現場の経験や観察に基いて提出される設計変更を指すの

である。そのためにはかような変更の正当なことが明 白

に立証されねばな らないし， 経費節減が再設計の費用を

相殺する以上に大きくなければならない。

Met hod  Study と Design Al t ernotes の仕事は; n 雨i技師の

現場仕事の20% 位を占めている。彼らの仕事の中でそれ

より逃かにかつ枇も重要な部分はさらに洋和nな Pr e- pl on

ni ng であり，一度全体の方法が確定した後は全工事の中

の担当部分をそれぞれに追究するととである。典型的な

詳細な Pre-pl on は次のような事項を含んでいる。

。 工事内容の記述，略図，関係資料，予定表作成に

要する人貝

b.  設制Iiと 資材

C .  仕事単位の時間表とそれらに必要な入手間と下請

d .  Pr e- pl on に要する略図と図面

作成された Pr e- pl on は次のようにして経授を低減する。

1. 工事監督に当つては，あらかじめ最上の方法，最

善の準備によって充分に練った判断を下し得る。

2.  人員，機械，道具の拙劣な使用に起因する工事の

遅延を最少限に留める。

3.  I時間表作成，雇侃f，工事管理の根拠として役立つ

4.  仕事についてのさらに深い知識を与えることによ

って安全性と品質を向上する。

概して， Pr e- pl on は遅くとも 1週間位活工に先立って作

成されてし、るべきである。必ずしもすべての Pr e- pl on を

同じ村密さで作るわけではない。 Pr e- plon の最も大切な

特徴はそれが予算 と経理に骨組を与え，目様と実際の仕

事誌を比較する基準を与える点である。経費勘定の仕方

を型枠工事，沼気工事という月並な分類法によらずに

Pre- pl on の基礎の上に示す点が重要である。 Pr e-pl onによ

る経費見紡は単価経費に基づく方法 よ りｾかに似れてい

る。

Pre-pl on の給梨を現場で追跡す ることはこの方法を使

う上での本質的な要索である。本部按師は現場作業が進

んでいる問，第一線の殴督を援けて工事を解析し吟味す

る。計画相当校師は下記の諸点を検討する 。



o. 1立良の工法を続けて採用する 。

b. 必 ｾあ ればエ 恕計・岡を訂正 して 行 〈 。

c. _[.' JJ の遅延を取り 民すためにイ上京の組み11¥しの必

要を指摘する。

d.  将来の企画用にデーターを蓄航する。

計画技師は仕事の割り振りを検討するのに時間の60% を

も貸し，常l乙総監主督の補助者の立場で行動する 。工事を

追究する場合，出来高表を作り工程計画を研究して仕事

の要素を解きほぐし，工事の遅滞を回復する手段を求め

る。

工事遅滞率算定表や工事見本などの書類も使用されか

なりの成功を収めている。職場あるいは職種別毎に毎日

隔自に提出される進工率も平均より仕事の遅れている箇

所を指摘するのに使われている。ある化学工場主は工事

見本が工場建設にもごく有効なことを知った。

P. G. 社は請負業者の選定に当って，前記したような

計画に関心を持つか，かような努力に対して責任ある監

督をなすかどうかという点を非常に注意深 く確める。訓

練 苦 ｼ闘が 諮 負の現場主任に与えられると，諮 ｓｾ 側は自己

の総力と P.G . ネ土の経験を結集して工程計画を立案す

る。かかるやり方は定額請負方式あるいは単価前負方式

のどちらの請負契約にも適用できる。

カーノレソン氏は結論として次のように述べている。 r

との種の技術の生み出す全利益は管理下にある :}J1j] の15

%位である。 P.G . 社はそれに要する経費の代りに約2. 5

倍の利益を挙げているが，最終目標はこれを 4 倍以上に

引を上げるととであり彼らはこれが可能であると信じて

いる」。

クレーン氏は「建設分野において作業調査の持つ潜在

カ」という考えを提出し聴衆の研究課題とした。彼は作

業調査を，製造，運輸，銀行，寧事，建設といったよう

な組織体が仕事の中に採り入れている近代科学的，技術

的な解決法の使用であると定義した。この問題はまず英

国の科学者が軍事作戦の面で挙げた成果として早くも第

2 次大戦中に有名になり， その結果米軍の全部隊に作戦

調査班が編成されたのである。 1950年以来工業経営の調

査が非常に増加し，今日ではこの方法に通総 した技術者

が多数存在している。

ととでは作業調査に使われる分析方法の中の 2 つが説

明された。すなわち， ? I ] 理論と 直線予定表作成である。

列理論とは作業員，電話機，機械，スクレーパーあるい

は材料といった項目がなにかの仕事をし ，またはそれら

に何事かがなされるべく列をなして待機している箇所箇

所で作業上の問題を処理することをいう。との理論の応

用によってかかる体系に最良の設計をきめることが可能

となる。直線予定表の概念は，さまざまな数の空車が何

箇所かにあってその中の一定数の事柄を最も経済的にあ

る場所へ移動さすという例に拠って説明された。

クレー γ 氏は，鉄道会社が毎年購入すべき新しいレー

ノレの全ほと各支出への分配泣をきめる という例を使って

作業調子i の災隊、民J t l i 1、を a 般的に説明した。彼は作業調

査の基礎概念は新しく はないが，その体系化ば多くの分

野にそれを応用するのに実質的に役立ったととを指摘し

て結論としている。

グループ討議

との会議は 4 つのグルーフ. 討論 会でもって| 羽会となっ

たが， 委只迷はこれらの討論会の共同研究に加わって効

果を挙げた。討議題目は次の よう である。

建築工事現場の問題

処嘆 工事に於ける事務的問題

土木工事現場の問題

土木工事における事務的問題

討論参加者は建設産業のさまざまな分野を代表してお

り， 一般 ｉｃｾ Ｎｵ ｦ＼も 熱 心で あ った 。

結 語

聴衆の問に好ましい反応のあったことは，このような

会殺を米年も開催せよという ある委貝の綴織が容れられ

たとと によって強〈 表示された。大学当局はこれを 1957

年の冬l乞パークレーの構内で行う予定で，カイム氏がそ

の計前H仁当 るはづであ る。

木大会の会議録はカリフォノレニア， ロスアンゼノレスの

カリフォノレニア大学出版部から 4 ドノレで発行されるはづ

である。

訪問委員会はパラード氏以下20名で構成され，プログ

ラム委貝会はデュークを長とする 6 人で組織された。フ

ランク氏が準備のf士事を担当していた。

大会に提案された資料は建設業に直接的な価値を持っ

ている。工学系の学校に対して教育課程に新しい方法，

新しい解析方法，連絡計画法を採り入れよという要望が

出されているし，研究機関に対しては，建設工事の科学

的な計画の作成と管理のためのさらに新しく優れた手段

の発見を目指して業界とともに努めるよう，今一つの要

請が提出されている。 以 上

本稿は問看132年2月14日，大阪rn般会館ICて，学会近総支部・大

阪建設業協会 ー建築協会3者共催K て行われたデユー ヲ氏競演会

での講演要旨である。 デユーク氏はアメリカ・カリフオルニア

大学教授。

同
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売害
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大阪市西区江戸姻上過 1 の 5

田辺工業株式会社

包話土佐掘@ 7437- 9

67 



新 刊 4. 構 造

建 築 講 座 金 10 巻

I 一 般 詳細 篇 (2)

現代建築の詳細 金 3 巻

ブ ロ ッ ク 建 築 の 品 質 と 施 工

建 築 文 庫 1

構 造 力 学 の 歴 史

建 築 文 庫 5

43. 床 間 2

建築写真文庫 ・第2期金30巻

の

重 版 建 築 学 大 系 14. 構 造 設 計 法

建 築 学 大 系 24. 建 築 施 工 ( 1  )  

建 築 士 技 術 全 書 1. 設計製図・計画

建 築 士 技 術 全 書 4.

建 築 ハ ン ド ブ ッ ク 9.

実 建

構 造 設 計

鉄 骨

備築

の

用

れ

設

住 生台、
り、ー

建 築 基 準 法 早 わ か り

執雫佐野r J 1 、・+ 高昭夫・古d長田喜久雄本容

は工高の教材 ・2 級建築士受験の原動力とし

て理解し易いように，根本の理論と計算方法

を引例によって具体的に解説したものです

A 5判 200頁 上 製 定 価 ￥350〒35

中普寺登啓次考既刊 I ・][ 巻とともに現代

建築のあらゆる詳細図を収録したもので，本

巻は窓 ・度線 ・階段などを収め，岡ー縮尺で

すぐに活用できるデーターブックであります

A  Ｔｾｾｊ＠ 98頁 上 製 画 入 定価等900〒100

木村蔵司若 プロック建築の発展にともなう

さまざまな問題を，材料 ・路工 ・構造の各分

野から，系統的に整然と詳述解明した示唆に

鐙む好著として，期待できるものであります

B 6 変形半IJ 184頁 上 製 定 価￥200〒20

騰部屋宿平著構造力学の入門書的役割をも

っ本替は，各時代における構造力学のあゆみ

をとらえ，いろいろな問題が今日にいたるま

での径路を解説した唯一の著作であります。

B 6 変形判 146頁 上製 定 価￥180〒20

彰国社編本警は， r 6. 床の間」の続協で， 内

容は住宅，料亭，庖舗，旅館などの床の間に

つい て，全体 として新しい傾向のものをググ

イシを主体として収録した写真集であります

B  64司!J 88頁総アート定価￥300〒35

活

執笠E ・武藤清構造設計法の新しい体系化。

A  5  ｾｾｊ ＴＰＰ 頁特製酪入定価 ￥ ＱＰＰＰ 〒 ＵＰ

執守E ・永井久雄施工計蘭の方法論の集大成

A 5判518頁 特 製 函 入 定 価 ￥1300〒50

清水一編 建築士受験の必校舎 として好評。

A 5 判 524頁 上 製 函 入 定 価￥700干50

坪井善勝 ・斎藤謙次編 力学と設計の緊密化

A  5  flJ 496頁 上 製 函 入 定 価￥700〒50

問中正蔵著 具体的に解説された好手引答。

B  6  i司1]370頁上製カパー付定価￥ 450〒35

桜井省子守箸 実際に直結した伝良の参考舎。

B 5判 30 - 1 ，頁上製画入定価￥600〒50

J m一郎芳住居学の具体的な教材として好訴

A 5 判168頁上製カパー付定価￥300〒35

池原真三郎著すぐに役立つ便利な解説書。

B 6判 162頁 上 製 定 価 ￥ 180干20
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大 阪 東 洋 シ ャ ッ タ ー 株 式 会 社

本社 ・工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 佃 町 4 - 3 3  

電 話 @ 2 8 1 2 - 3 ・3 1  1  6  

東 京

東京支庖 ・工 場 東 京 都 港 区 芝 新 橋 5 - 1 電話芝⑬3469 ・4452 福 井 営 業 所 福井市囚 ツ井本町29- 14 電話5955

名 古 屋 支 庖 京名古都屋市市左京中区区正東木大町 2 - 2 7 氾 話 @  0 3 8 8  
岸 和 国 営 業 所 岸 和 田 市 宮 本 町 1 5 1 屯話0084

京 都 支 庖 三条上ノレ東路門 前 町 屯 話 ① 3 5 8 1  松 江 営 業 所 松江市中原町百姓町1 9 5 屯話3307

神 戸 支 庖 祈IJ 戸市生田 区11日納 l町4 - 1 m話芸合① 8 8  4  3  宇 部 営 業 所 宇 部 市 東 区 平 和 通 1

弘 前 営 業 所 弘 前 市 本 町 6 9 電 話 0 2 8 5  熊 本 営 業 所 熊 本 市 大 江 町 大 江 381 電話ω 16



駁石町レヲf シグ

@ 印 日 石 面 ノ レ ー プ イ ン グ に就して

第 4 0 6 8 6 4 号 第 4 1 7 4 8 5 号

実 用 新 案

第 4 0 6 8 6 5 号

第 4 1 7 4 8 6 号

第 4 1 7 4 8 7 号

第 4 0 6 8 6 6 号 第 4 1 7 4 8 8 号

特 許 番 号 第 4 2 9 2 7 3 号

第 4 2 9 2 7 4 号

第 4 4 4 2 5 4 号

今回弊社多年 l乙亘る研究、発明 l乙依り 、以上各種の特許番号品を主体となし理想的文化

屋線材として耐水耐火の性能を有する佐久間式石面ノレーフィングを完成しました。

その 耐 火 力 については 800

0

C 以上の効力を発揮し発火は完全に認められず従って

本製品は全国各都市に於ける木造建築物に対し耐水耐火の屋根材として使用出来る事にな

りました。奮って御試用御用命願います。

用 途 と 効 用

(1)  外観は風雅、美麗、重厚的で而もその重量は比較的経い。

(2) 従 而、木 造 建 築 の勾配屋根に使用 、施工に適し、台風等に飛散するととがない。

(3) 鉄 筋 コ ン ク リ ー 卜 建 築 の陸屋根及びベラ γ ダ，[ 使用せば、従来施工の

防水押え ( ν ンダーコンクリ ー ト) 等不用である 。

(4)  依 市、スラプの鉄筋も節約出来、建築資が安価に仕上り 、其の上，[ 完全無欠な 屋根

防水が出来ます。

- 大阪市西区新町北通 1 ノ40 ・ 電話新町@5281 ・5282 ・5283

東 京 都 足 立 区 千 住 東 町93 ・電話足立@0131 (代表) - 5  

山 形 市 小 白 川 町 3 9 ・ 電 話 山 形 2 3  8  7 ・3 7  7  9  



図 夜 間 ふ く れ は 何 か ， 建 物 と ど ん な 関 係 が あ る か

E E盟盟理置圃園E

1. 夜 間 ふ く 射

地表而からは ，空天に向って， ふく射を放散し ている。

一方，天' ! 1 ! . の空気からも，地表面に向って，ふく射を放

散しているが，とれは，地表面からのふく射よりも少い

ので， 差引含 して， 地表面は，熱を失うと とになる。こ

れを夜間ふ く射という。これらのふく将は，夜間に限ら

ず昼間も行われているが，昼間は日射が加わり ，結局，

地表面は熱を受けて暖まるのに対し，夜間は，上記のふ

く射のみがあり，地表面が冷却するので，夜間ふ く射の

名が与えられたものであろう。

地表面のふく射は，灰色ふく射といわれ，近似的に，

その温度の黒体ふく射にある係数( ふく射率) を乗じて

表わされる。 1m
2

から， lh に地表面からのふく射による

政散熱訟を E . l kcol /m2，h) とすると

E. =εCb  
( 長r 1

 

1

 

1

 

ことに T. = 地表面の絶対温度 (OK )，C
b
= 黒体のふ

く射常数 = 4. 96I kcol /m
2
h

O

K4) ，ε = ふく射率 = 吸収率で

ある。

黒体のふく 射は， 0 から無限大までのすべての波長の

ふく 射線を含んでおり，波長に対するふく射の強さは，

例えば，図 1 の実線のようになり，この rll J 線に閉まれた面

積が，黒休のふく射熱量である。灰色体では，各波長の

ふく射の強さがすべて， ε 倍になっているものと考え

る。

川

町

h

a

v

令

官

v

・4

lWffA 水7色気

図 1 瓜体および水蒸気のふく射の強き

いる。との斜線部分の関税が，この とぎの水蒸気からの

ふく射熱日ーである。天空の ように有限の) I } . さの; 場合には

その分圧Ｈ水蒸気 ｾｒ 力Ｉが関係する。炭酸ガスのふ く 射

の波長ＺｾｩｪＡ聞も比較的大き い が，空気中の含有 ｩ ￮Ｑが少く，

分圧が著しく 小さいので，問題にならない。放に，天'!1!.

の空気からのふ く射は，その温度 と，水蒸気張力に よっ

て定る。この関係を示す式は種々あるが， Brunl の式が使

われている。。すなわち，

R = Cb  (為r( 0 .53+ 0. 0川 7) (2) 

ただし ，R = 天空の空気から，障害物のない水平面に入

射するふく射熱量Ikcol /m2，h) で， ;並ふく射 ともい う; Ta  

= 地表附近の空気の絶対温度(OK ) ; f =地表附近の水

蒸気張力 I mmHg) である。

111式は地表面温度に対して， (2) 式は地表附近の気温に

対して渇かれているが， いまこれらを' 1 f ・しいとして，

T.=. Ta=. T とし，かつ，地表面を黒体 ( ε = 1) と考える

ことにする と，地表面からのふく射熱量E. と天空の空気

からのふ く射R との差， すなわち，夜間ふく射q"，は

q，， = Cb  ( 長r ( 0 .4山 町ア) 印

となる。大阪の月平均気温，月平均水蒸気狭カを用いて

q" を計算すると， 図2の如くなる。

ＳＱ 性 ト ｾ ｉ ｉｉｉｉ M二
:子ご| I  I  I  I"L I  I  I  V I  I  |三

ミ二|I I  I  I  I'! I ν I  I  I I  ， iZ 

- ;: 1I  1  1  1.  1  1"-ド1. 1 1  1 I  '  

図 2 夜間ふく射 と等価気温

以上は，快晴の時の話である。雲は水滴や，絢17.1<.でで

をているので，液体や固体としてのふく射を放散するの

で，水蒸気のふく射よりも大きい。放に雲があれば，夜

間ふく射は減る。雲のある場合の夜間ふく射を q" Bとす

天空の空気からのふく射というのは，空気を構成する ると，

ガスからのふく射である。ガスは，それぞれのガスに特

有な波長範聞のふく射線のみを発散する。空気の主成分

である窒紫や酸素は，その波長範囲が短めて小さいので

ふく射熱 としては，実用上問題にならない。主要なのは

空気に含まれて いる水蒸気である。水蒸気は， 2. 24- 3.  

27μ ， 4.8- 8. 5μ ， 12- 25μ ( μ =  10- 3mm) の波長範囲の

ふく射を放散する。図 1 の斜線部分は， ζ の波長範囲と

同じ温度の熟体のふく射の曲線に挟まれた約聞を示し，

水蒸気の層が無限に厚いときのふく射の J泌さを表わして

加叩 ( 1- K 長) ( 4)  

となる。めただし B = 雲五1 ( 全天雲に桜われていると

きは 10，快附のときは0) ， K = 表 1 の値である。

表

上嗣! l 1 I 中 層 m

1.5  I  3  

0. 75 

0.25 

69 



2. 建 物 と の 関 係

建物も，その表面から，ふく射を放散するとともに，

天空の空気のふく射を受けている。陸屋根すなわち，水

平函で，その簡が黒体に近ければ， (31式で表わされるだ

けの熱誌を，日中も夜間も失っているわけである。

しかし，建物の場合は，このように簡単には取り扱わ

ない。その表聞を黒休と仮定したり， 表面温と気温を等

しいと見倣したりしない。

建物外面の熱伝達率的 ( kcol / m2hOC ) が， 20であると

か， 22であるとかいうとき，との数値の中には，風によ

って，壁から空気に伝えられる対流熱伝達の他に表面

のふく 射による熱伝達をも含んでいる。とのふく射によ

る熱伝達を考えるとき，天空を，気温に等しい温度を有

する黒体であると仮定している。すなわち，天空から壁

に投射して，吸収されるふく射熱を f込とすると ，

品 = εChド五γ
V  - - V  ¥ 100 J  

(51 

であると仮定している 。ただし， ε は壁表面のふく射率

= 吸収率である。しかし，実際に空気から昼置に投射して

1政収されるふく射熱 H . は (21 式から，

品 = εR=εC
b

( ｟ＺＺ ｾ ， Ｔ＠ (O.53+ O.075J T)  
• - - - - - V  ¥ 100 J  ¥ - • J  I  

(61 

であるから，天空から壁に投射して吸収されるふく射を

( Hb- H.  ) だけ過大に仮定したととになる。放に，と

れfをけの熱がふく射で壁から失われると考えれば，実際

と合うわけである。

これは障害物のない水平面の場合であるが，建物の壁

面は，他の建物や，地表面などからもふく射を受ける。

とれらの地物の表面が，気温と等しい温度を有する黒体

であると見倣すと，壁商が天空から受けるふく射は，そ

の壁面から見ら れる天空の形態係数を乗 じ た も の に な

る。そして，この部分に対してのみ，上述の壁からのふ

く射を考えればよい。との形態係数は，その壁面に対す

る天空の直接昼光率と閉じものである。これを約とする

と，

q = 仇 ( 品 - H.) = 仰 C，，(台r

( 0. 47 - 0. 075 . . / 7 )  (71 

だけ，壁面からふく射を失うと考えればよいことにな

る。 3) 天空からのふく射は，天空の位置によって異なり

高度が低いほど大きく，地平方向は，天頂方向の 1.4 倍

にもなっている。 4) しかし， (71式の形態係数を乗じる 計

算法は，天空全体一様にふく射を発散すると考えての計

算法である。

雲のある場合は， (51式と同様に，

ql l =q ( l - K  ，lf， )  
¥ 10 I  

(81 

を用いればよいが，水平面( 仇= 1) の場合以外は，主'

70 

:ill B= 1 0で， とれが一様に天空に分布する場合でなけれ

ば，正確な計算式 と見倣すことは無理であろう。

一般に，壁表面が，ふく射熱を吸収あるいは放散する

場合，その建物に対する影響は，とれを，その表而の熱

伝達率で除した催[ だけ気i慌が昇降したのに等しい。り こ

れを等価気温 という。いまの場合は q のふく射熱を失

っているから ，ｾ ＨＺ 価 気温 九 は，

T. =一_ q_

a。

であって，T . は負の値をとる。すなわち，

外気温が降下したのに等しい。

(91 

それだけ，

水平面( 仇= 1)  ，黒体〈ε = 1) ，日。 = 20 としたときの

等価気温Teは， 図2 の右但IJ の軸で示す如くなる。ただし

快晴と考えた場合である。

図3は，図2の冬期 ( 12，1， 2月〕の値を用い，前面に

同じ高さの無限に長い建物のある場合の等価気温分布を

計算したもので，水平屋根面は - 4 .5

0

C ，垂直壁面は，

高さ H と建物性n隔 L との比で異なり，前面に隙害物の無

い場合 ( H/L = O) には，垂直壁面上のすべての点で，

1" . =0. 5 となるから ， 等制!i 温度も約 一2

0

C の一定とな

る。

これらの建物設計に

及ぼす影響は未だ充分

に検討されていないが

冬期最低気温の起る| 時

は，快晴のときが多い

から， I暖房設計用外気

温の決定に際しては，

考慮、が必要になるであ

ろうし， また，防望書上

，屋根面の重要さをも

示している。

ふく射率 ε が小さけ

れば， 寄与佃i気温も小さ

くなる。例えば，新し

i  

図 3 等 価 気 泊 分 布

いアルミ板として，ε =0. 1 とすると， 図3の値の 1/ 10の

温度となるから，温度降下は問題でなくなる。

夏期は，水蒸気張力も大きいから，夜間ふく射による

冷却効果は小さく，快晴でも， _ 3

0

C 程度であり，雲の

存在をも考えれば，その冷却効果は期待できないようで

ある。

1) 大谷康平，高崎浩一郎・天気予報諭 P .214 

2)  山本i Dl - : 大気相射学( 昭和29) P .106 

3) 前回: 伝熱学( 強築学大系8) P お0

4) 上掲2) P  .105から計算

5) 上m3)

(1957 - 5 関西設備原諸研究会前回敏男)
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回 コ ア ー プ ラ ン に お け る 浴 室 ・ 便 所 ・ 厨 房 の

換 気 は ど う し た ら よ い か

まず，最初に与えられた室の必要換気量を知り，つぎ

にその室の用途を考慮した上で適当な換気方法を計画し

最後に換気計算を行って細部の寸・法を定める。

1. 必 要 換 気 量

表ー 11 ' 1 : 必要換気回数を示した 0 * 1 換気E はとれらの

換気回数に室容秘を乗ずれば得られる。

表一1 必 要 換 気 回 数

浴

室 品，、i

衆宅 用用

5- 10 図/h

住 3- 8  11 

使

所ｾ 、I

衆宅 用問

5- 10 11 

住 3- 8  11 

厨 房差 業宅 周用

20- 25 11 

1号-- 20 11 

2. 換 気 方 法

表ー 1 に与えた換気量を維持するためには原則として

機械換気によらねばならない。またとれらの室は臭気，

煙，水蒸気，ガス排気等を発生する室であるから，他の

室に洩れないよう排気送風機によって戸外へ排除する方

法が適当である。しかし便所，浴室においては排気筒，

越 屋 根 ( 図ー11) 等に よる適当な自然換気法によって

3 - 5回程度の換気回数を維持するととは可能である。

アパート の場合には愛直共用排気筒を利用することは

経済上望ま しい方法であるが，自然換気の場合には逆流

等の欠陥が生ずるととがある。例えば風下になる窓を開

けている室に コアーの室の関口が通じているような場合

である。しかし一般に コアーにした便所，浴室等は室内

圧が大気圧に近〈保たれるから共用排気筒を用いて差支

えない。他の方法としては図ー1bに示すような横引パイ

プまたはダク トを外壁まで導〈方法も有効である。

自然換気は一般に風力とか温度差といった必要とする

時に得られるとは限らない原動力に基〈ものであり，ま

たその量も小型の排気送風機による 1 分間の匿をせいせ.

い 1 時間かかって排除する程度である。さらに コストの

点からみても複難な施工となる自然換気法より有利な場

合があるから} J 法の選択に当つては設計の当初から考慮

すべき問題である。

( a)  

、

J

J

h

u

 

〆
，
、

、

図 - 1  

3. 換 気 計 算

3- 1  排気送風機を使用する場合

ととでは取h流の小型排気送風機を使用する場合につい

て述べる。との種の送風機は所調、無圧排気ミすなわち

送風機を含む空気流動の経路中の全抵抗が極〈少い場合

にその定格送風窓を持つものである。 空気の入口となる

室の隙間やその他の関口が少くて，大きな抵抗を与える

場合には排気抵は著しく減る。また排気口が外壁面にあ

る場合には外部の風圧に押されて排気岳は低下する。従

図 - 2  

って最も効果的な方法は四方に関口を持った排気筒を屋

上に取付けるととである( 図- 2)。室の隙閉その他の関

口の合計面積が排気口面積( 送風機の翼が捕く面積) の

約 2 倍あれば別に給気口を設ける要はない。
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Cr Co  
h. β七[tn ピ〕

ラ Qt  Q  ur [111九] D  [tnJ 

1. 0  100 1.0  

0.9  90 
0.9  

0.8  80  
0.8  

0.7  70 

0.6  60 
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図 - 4 換 気 筒 換 気 低 計 算 図 表

72 



→ 

壁付レ : /V' の上に設けられた長辺 2，短辺 1 の比をもっ

フードの適当な排気: ! i 1 Q  ( ft3/mi n )  は次式で示され

る。策2

フードと排気送風機を使用する場合3- 2  

Q = 255 WO.2  X t. 8  ... .・ H ・. ( 1)  

W : フードの巾( 短辺) ( ft )  

X : フー ド函とレシジ商との距離 ( ft )

ととに

換気筒の設計，施工についてとくに注: i l ! : すべき 点は

1  筒の入口は換気効果をよくするため天井近くに設

け，調節用ダ γ パーを取付ける。浴室では冬季，換気過

多となることがあるから，とくに必要である。

2. 筒はなるべく曲折・部を少くし，断面を急縮少する

ことは避ける。

3.  筒頂部は周囲の建物，樹木などによって，屋外風

速が低下しない位置に設けることが望ましい。壁面に接

して頂部を取付けることは逆流の原因となり，換気E も

低下する。

4 .  頂部のベンチレーターは廻転式より固定式の吸引

型がよろしい。但しとれには関口が紡少されて，抵抗が

大きく，効果のないものがあるから注怠を要する。

3- 4  その他の方法

コアーになる厨房を自然換気で処理する場合には越屋

根が適当である。越屋根の関口は少くとも 2 方イ立に開け

使用に際して風下側の関口をあけ，風上関口を閉ずる よ

うにすれば吸引排気の効果は大きい。 1m聞が困燥な場合

は図- 5のように逃風板を設ければよい。この型は大き

な吸引型ベ Y チレーターに相当するものと考えられ，排

気量は式 ( 2) によって求められる。との場合f は形状抵

抗だけとみてよい。検引ダクトまたはパイプによる場合

の換気量も閉じく式 ( 2 ) によって得られる。浴室，便

所について概略の規準を与えるとすれば，床面秘 1m
2

当

り100cm2
程度の断面積があればよい。

(1957- 5 関西般側瓜愉研犯会石邸正雄)

，.， 1 衛生工業協会規慣にもとずく

lZ! 2  Dal l a val l e " Desi gn of  Ki t chen  Ra nge Hoods"  

" Heating  &  V enti l ati ng"A u g.  1953 

( 衛生工業協会総昭29.1月P. 19抄訳)

l:，3  “ 建築と社会" 1956， 8月 P .137

図- 3は式 ( 1) を図表としたもので，さらに四 J5が開

放された懸吊型の正方形フードの換気f i 1: も与え である。

いま巾， 2ft ， 長さ 4ft ，X = 2.5ft の住宅用のフードを例

にとると ，Q"=c 1520 ( ft 3/mi n)  = 26∞( m3/ h) となる。

従って翼径 12吋，送風f i l : 4 0 - 5 0 m3/mi n程度の送風機でよ

い。

換気筒による自然換気の場合

暖房時には重力換気も行われるが，実際上は風力によ

る換気が支配的なものとなる。風力による換気: l J 1 Q加

( m3/s) は

3- 3  

仏 = 4 4下 江 川m3/s) . .. ( 2)  

ここにA : 換気筒の断面積 ( m
2

)

e  : 綜合抵抗係数

C j ， Co : 給気口外商及び換気筒頂部の風力係数

V: 戸外自由風速 ( m/ s )

e  =  1:r;， +  ＱＺｾ 十

ととにc 換気経路中の形状抵抗係数約

ｾ＠ : 筒内面の摩擦抵抗係数

例 ; 石綿パイプ 0 .05 亜鉛鍛鉄板 0 .03

1: 筒の長さ ( m)

d: 筒の内径 ( m)

( 2) 式を図表としたものを図- 4に与えた。但しこの図

表は v= l m/s の場合である。 V = nCm/ s) の場合は得られ

たQ却をn倍すれば よい。普' 通 Cj ーCo は0 .2 - 0 .3 ， eは

平家の換気筒の場合5 . 0 - 8 .0程度である。なおこの図表

には重力換気による換気昆も与えてある。但し筒長 とは

給気口からi苛頂部までの垂直距般をとる。

なお

絶

讃

H

H

壁

材

73 

高

尚

脱

色

変

色

せ

ぬ

趣

味

の

壁

砂

富

士

印
カ

ラ

l

サ

ン

ド

汚

れ

ぬ

耐

火

保

温

防

暑

防

音

塗

る

テ

ッ

ク

ス

カ

ラ

ー

サ

ジ

ド

の

ダ

ン

ネ

ツ

オ

i

ル

合

名

会

社

浜

岡

商

庖

兵

庫

県

津

名

郡

一

宮

町

郡

家

港

-

屯

諾

郡

家

二

O

番

-

例題 図ー 10に示す換気筒による換気訟を求めよ。

但し，筒長 2 m，筒内径 20cm ( 石綿パイプ) ，外部自由

風速2m/ sとする。

答 形状抵抗係数は図示のようにとる。石綿パイプの

摩燦係数は0.05，C j - C o は不利な場合として 0.2 とする。

2. 0 

e  =  2 .5+ 2. 0+ 0. 05百づ5 = 6 . 0

ｾ Ｎ＠ 0. 2
2  

= 工 一 一J τ 了・ 2 = 0.01145 ( m3/ sec)  

" - 6 - '  

;:: 4 1. 2  ( m3/h)  
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定時評議員会

28日 31時一一41時半於会館集会室

出席者鈴木，奥島正副議長外 9評 議 貝 委 任

状35名 理 事 東 畑 副 会 長 外 2理事

議 事 ( 1  ) 評議員会議長及副議長互選の件

( 2 )  I昭和32年度収支予算の件

( 3 ) 役員重任承認の件

( 4 ) 副会長1名理事 16名選任の件

以上の議案を審議の上夫々議決した。

評議員 (妓術部門) 懇鮫会

22日 31時一一4時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 若 田 外3評 議 員 事 務 局2名

来る定時評議員会に於て，技術部門から選出する役員

及評議員会副議長候補者の推騰に関して意見の交換をし

懇談を重ねた。

ー理 署臣 会

13目 3時一- 5時 於 会 館 会 議 室

出 席 者 尾 崎 理 事 外 7理 事 吉 田 兵 庫 支 部 長

事務局 2名

会長，副会長［ｊＺｉｾに欠席につ ｳ 尾崎理事議長となって審

議。

議事(1) 定時評議員会開催の件 本月末に定時評議員会

を開催するとと及これに上提の議案を承認。 (2) 昭和32年

度収支予算の件一般会計予算は一部修正の上決定。会

館特別会計予卸は会館運営委員会の審議を経た上で会長

の決裁を得て決定する こととした。(3) 定款改正委員会委

員委嘱の件近く理事の改選によって新理事が決定する

のでその上で委嘱すると とを承認。 (4)創立記念日行事の

件 当日名誉会員を招待して記念午餐会を開催しそ の後

引き続き記念溝演会を催すととを承認。 (5)次年度理事会

えの申送り事項の件原案を承認。 (6) 常務理事任期満了

の件本日は会長副会長共に欠席のためその措置を会長

に一任。 (7)その他徳島に於ける左官講習会開催の件承

認。 中高層ifu:l火建築物の建設資金貸付に関する法律制定

に伴いとれが宣伝に協力方を承認。全日本粘土瓦振興展

キ充

株式会社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市西区西長堀北週四丁目ー0 細野 ピノレ三六号

電話新町⑬九九五~九九八

74  

り ( 3 月 分〉

示会協賛の件承認。ー級建築士試験委貝推薦の件決定。

(8) 入退会者詮衡の件。 (9) 報 告 事 項 会 計、事業およびそ

の他の報告が行はれた。

編集委員会

幹 事 会

8日 4時一一7時 於会館会議室

出席者佐野委員長、足立 幹 事 事 務 局 3名

「建築のライフ」についてのアシグート に関し て報告

次いで 6月青年建築家特集号の企画について審議の上一

応の案を決定し 、なお委員の改選に関して懇談した。

本委員会

9日 2時一一5時 於 会 館 会 議 室

出席者佐野委員長外9委 員 事 務 局2名

議事(1)4月 「建築のライフ特集号」経過報告。 (2) 5月 「

構造特集号」経過報告。 (3) 写真 ゴγ クーノレ入選作掲載の

件お よび (4) 2月号建築漫画に関し謝罪の件を審議決定。

(日 6月 「新人特集号」の企画を決定し 、なお従来推薦さ

れた人々による座談会を開催すると とにした。(創 7月は

「設備特集号」とし 、関西設備原論研究会に於ても企画

を検討して貰うことを決定。 (7)グループ世話人会と懇談

の件 5月頃開催の予定を決めた。 (8) 委員改選の件につ

いて懇談した。

出版委員会

塗 りもの分料委員会

7目 3時半一一4時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 竹内、中山く北山氏代〉委員 事務局 2名

取纏めの方針についてそ の大綱を協議 した。なお設計

事務所方面からも委員をお願いするととを決めた。

26日 3時半一一5時 於 会 館 会 議 室

出席者奥島委員長外4委 員 事 務 局2名

床仕上げ工事の内塗りものに属するも のの品目を各委

員からー応，思いつく依に列挙して これを 4の系統に大別

大 会株 合 防 耐 採 は を に 間

阪 社式 理 錆 震 一一 一一 一 一 一一

部 奥 的 完 市 旦 里二 は 仕

訴 主 且 語 千 火 下 準 軽墜 置切

竺 管 兵 責 中 主 |さ 蚕 量 一 天

三支 衛 任 空 草 1Fいを議鉄井
!  1昏 商 施 防 堅 一一一一 一一

四地 庖 工 音 牢 御骨骨・
』圃圃



し、系統別により委員の分担を決めた。なお編集方針、

準備事項の実施 目様時期などを審議の上決定 した。

住宅委員会

16日 21時一- 51時 半 於会館集会室

出席者 中野委員長外8委 口 事 務 局2名

議事( リ 「家の出来上る まで」 のス ライドの件上回委

員作成のスラ イド の中間発表を行い、本年度中に完成す

ること。配管、配線など将来隠れる部分を充分撮影して

おいて載くよう 希望した。 (2) 雨漏りのない家の建方につ

いて三木委員から詳細研究発表があり 、これを会誌に発

表するよう取計らうこ とに決定。 (3)次回は設備に関 して

委員外の人を招いて研究することを決定。( 4- )住宅の見学

会を行う ことを決定。

事業委員会

幹 事 会

4日 5時一- 6時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 鷲 尾委員長、矢野、三 品 幹 事 事務局 2名

議事(1) ドイ ツ建築展に関する報告を承認。 (2) 創立記念

日の行事について実行楽を決定。 (3) 徳品に於ける左官工

法講習会の実施について審議承認。

写真コンクール賞状授与

15日 3時一- 5時 於会館会議室

出 席 者 岩 崎 副委員長村上幹事 審 査 員政岡、多

比良、恒成 3氏 入 選考弥屋、石川両氏

事務局2名

岩崎副委員長から入選者に賞状 と記念品及後援者富士

フイノレムからの賞品を交付して挨拶を述べた。次いで審

査員の選評があり 、一同懇談を交わ して意見や希望を述

べ合った。

小委員会 (若い会員の集会)

15日 5時半- - 7時 於 会館会議室

出席者村上、 三品 委 員 事 務局2名

定期的に若い会員の集会を催す趣旨 と目的につい て更

に検討し 、その方法につき意見の交換を行った。最初は

先づ大学の若い助教授級の人を中心に集会する よう 企画

して ζ れらの人々に協力を求めることを決定した。

小委員会 ( 建材ヱ渇見学)

18日 3時半一一 4時 半 於会館会議室

出席者岡本主査外4委 只 事 務 局2名

事務局で準備の見学予定工場表に より、時期、組合せ

などにつき検討した。

本 委 員 会

18臼 4時半一- 5時 半 於会館会議室

出 席 者 鷲 尾 委 員長外8委 員 事 務 局3名

議事(1) 4月事業企画の件神戸市庁会の見学を決定し

その他の見学先について検討を重ねた。 ( 2)建材工場見学

会の件 間本主査から小委員会の審議結果を報告 し、伊

奈製陶工場の見学について事務局で具体的企画を準備す

るとととした。 (3) 創立記念日行事の件幹事会の決定案ー

を承認。 ( 4- ) 新しい建築材料 説 明 会 の 件 経 過 と今後の予

定を報告し承認を得た。 (5)32年度委員に関する件委員

長外 3 委貝に よって人選をするととに決定。 (6) その他写

真コγ クーノレ賞状授与の件および若い会員の集会の科二に

つい て経過報告をし 承認を得た。(7)次年度委員会えの申

送りｬＺｊ， ｾ Ｑ 只を協 議 決定した。

小委員会 ( 新材料説明会)

20日 5時半一一7時 於 会 館 会 議室

出席者矢野主査外 2 委 員 南 塗 科 工 業 会

技 術 課 長 事 務 局 2名

矢野主査が南課長に本企画の趣旨を説明 して挨拶をな

し、塗料工業会の協力を要請した後協議を行った。先づ

資料作成について意見を交換し 、当方の希盟条項に従っ

て工業会で資料を作成して殺くことになった。次いで 4

月末ナ ロY 形式で説明会を催すととにし 、とれが出席者

の人選などについても工業会の御配慮、をお願いすること

とした。

法規委員会

19日 3時一- 6時 半 於会館会議室

出席者中沢委員長外8委 貝 事 務 局 1名

議事(1) 建築学会法規委員会の審議状況報告 中沢委員

長から学会委員会に於ける建築基準法の改正案に対する

審議状況の報告があり 、なお次の議会に提案予定の改正

事項案についても報告があった。 (2)金融公邸関係の取扱

手続に関する 要望書提出の件 一 応要望 書 架を披ｾの 上

定、見交換の給果、問題点については目下関係当局者の問

で交渉中であるとのと と故、希望事項の実現すると とを

期待 して要望書の提出はこれを見合はせ るこ ととした。

(3) 自動車駐車場問題に関する件本件について従来検討

審議したものを山田( 忠) 池田両委員が取め組めた案文

を一同で検討して意見交換の上、一部修正し 、と れを更

に山田委員が取纏め整理する ζ とにした。( 4-) 委員改選に

ついて懇談し、委員の推薦を行った。

教育委員会

27日 3時半ー- 5時 於会館会議室

出席者 竹内委員長外6委貝 事務局2名

殺事(1)若い技術者の施工教育に閲する1 ' 1 = 実施具体案

を作る準備として、なお十日会会日の怠見や希望を聞く
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25日 12時半- 2時半於会館会議室

出席者市大伊藤助教授外准会員 16名 事 務 局2名

大阪市大の准会貝が卒業されたので卒業式後に集って

載いて懇談会を催した。常務理Fi : j } および伊藤助教授から

卒業の祝詞と協会に対する 将来一層の協力を要約し 、各

良から協会に対する希望や意見が述べられ懇談を交わし

た。なお京都大学に於ても同夜横尾教授のお世話で同様

の会合を催した。

ため次回の十日会集会に小委員が出席するよう打合せを

するととにし、小委員は早急に企画の骨子について更に

協議打合せをするととを決定。 (2) 次期委口会えの申送り

事項の件継続実施の事業、企画中の事業を申送り事項

とすることに決定。 (3) 委員改選について懇談 した。( 引そ

の他夏期実智の実態調査について犬束主査執節の結論文

楽を承認し、とれを会誌に発表する際には竹内委員長が

前文を附するととにした。

現代ドイツ建築展

日本建築学会、本会その他建築団体の共催、 ドイツ国

大使館¥建設省その他の後援で、一月に東京三越本庖に

於て開催好言平を博した標記展覧会を、大阪に於て下記の

通り開催した。開会自にはドイツ国領事の挨拶や本会諌

早理事の展示写真についての解説などがあり 、会期中の

入場者5000人に及んだ。戦後のドイツの復興振りが如実

に示され、住宅問題に如何に重点がおかれているかが よ

く判った。文化施設 としても非常に優れたものが見られ

又学校建築には種々の面に深い考慮が払はれている点が

注目された。戦後始めてのドイツ礼喚全般に亙る大虫紹

介で、専問家のみならず一般人に対しても資する処多大

なものがあった。

1. 会 期 3月9 日一一3月 14 日

1. 会 場 三 越 大 阪 支庖

1. 展示品 ドイツ建築家協会会貝作品写真 185点

ドイツ住宅復興資料 ノけ、ノレ 30点

建材審査委員会

29日 3時半一- 5時 於 会 館 会 議 室

出席者医塩委員長外5委 員 事 務 局2名

議事 。床張り材「 トヨナ γ 」審査の件 申請者から説

明を聞いて質疑応答の上一間優良と認めたが、なお表面

を平滑にすることにより更に理想的の床材となるため、

とれを一応申請者に奨従た後審査を行うことにした。 (2)

エラスチックメタノレの件 見本及試験資料が提出された

が不充分なものであるため、奥島委貝に委嘱して試験を

行うことにした。 (3) スプレッドサテンの件近日施工現

場を視察検分して決定することにした。 (4) アサヒラスの

件本件も同断。 (ω 焼成 ヒノレコンの件特徴決定の段階

であるが、担当の榊委員が本日欠席のため次回に決定す

ることになった。

見 学 会

三井倉庫土佐堀倉庫見学会

16日 1時半一一3時半

先づ西脇、岩武、奥田の各氏から 、設計、設備、工事

に関して概要の説明を承はり倉庫内を見学 した。貨物の

保管管理のための特殊換気調節や低温除湿、特殊自動消

火設備、; 隠蒸などの科学的諸施設ならびに 300坪以上 l乙

会館運営委員会

25日 3時一一- 5時 於 会 館 会 議 室

出席者東畑委員外3委 貝 事 務 局2名

議事(1) 会館改造工事貨に関する件 大林組より提出の

見秘密を榊委貝長が精査の結果妥当であるととを認めた

が資金の関係上更に出精方を交渉するととになった。 (2)

昭和32年度収支予算の件 昭 和31年度の決算見込を報告

し、 32年度の予算案の説明を行ったが、審議の結果、貸

室料の増額祭を茄干減額するこ とに修正して決定した。

大阪市大准会員グループ懇2黄金
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及ぶア ーケー ド式街Wi J場の設置、諸種の近代的術役機械

器具の設備など近代的倉庫としての機能を発揮するよう

充分な整備がなされている。特殊建築として協会の見学

会でも稀なもので非常に参考となるものであったが、参

加申込者中欠席者が多く 参加した者30名に満たなかった

のは淋しかった。

日本住宅公団千里山団地見挙会

20日 2時一 一4時半

千里山問地は約50棟、 1050戸以上に上る大住宅団地で

ある。各種の裂の住宅鮮が色とりどりに丘陵地に並んで

非常に美しい。公団諌早次長のいわれる所謂景観という

点、が大変監視されておる。団地庖舗の階上で諒早次長の

公団事業の紹介を兼ねた挨拶があり 、次いで公団の工事

関係者から設計、工事一般、各種設備、道路などの工事

に関して概要の説明を受けた。{ 悶々当日来阪せられた設

計者の久米権九自1I 先生も 、設計上の苦心についてその

班を諮られた。一周 2班に分れて問地内を一巡 したが、

背後の高地には角型水槽が団地の νγ ボノレとして鋒え、

丘陵を利用して段々にいろいろと色彩を異にした各型の

棟が立ち並んでいる。 2. 3の型の屋内を見学する。 アパ

ート にあり勝ちな洗濯物の羅列に対する考慮として、ベ

ラシダやバルコニーが干場に利用され、台処の流しは総

てステ γ レス製である。各戸にガス風呂も設備され、環

境にマッチした優秀快適な住宅団地である。本見学会も

欠席者が多く当日の参加者約30名。

近畿電々体育館と扇町高校見挙会

23日 11時半一一3時半

近畿m々 体育館で設計者三座建築事務所の徳永氏およ

び施工者鴻池組の橋本主任から概要説明を受けて質疑応

答を行った上場内を見学し 、とれを終って向いの扇町高

校の新築校舎に赴く。設計者日建設計工務の山形民の説

明を受けた後校内をー巡見学する。口型の校舎の 中央に

体育場を設け四局に各室が配置されているが、体育場の

採光換気吸音には充分の考慮が払はれ、各科の特別教室

の設備又f中々完備されたものである。往時の学校に比し

て転た感概の深いものがあった。見学後施工者鴻池組か

らの茶菓の接待を受けながら質疑応答や懇談を交わして

散会したが、当日の参会者は約45名であった。

創立記念 日行事

午 餐 会

30日 11時半一一 1時 於 大 阪 建 設 会 節

木会も今年創立満40年の記念日を迎え、恒例により名

誉会口、顧問をお招きして記念の午餐会を催し た。述隔

の地からは仲々御出席もなり難いが、当地附近御在住の

方々の内七氏の御出席を得て 、総数45名の会員が賑やか

に食卓を囲んだ。先づ竹腰会長の挨拶に次いでー同乾盃

して本自の記念日を祝し 、歓談裡に食事を共にした。会

食が終って 、島問名誉会員が往昔の大阪に於ける設計事

務所の状態について興味のある珍らしい認をされ、続い

て中西欧事が戦争末期に於ける協会、学会合併・問題当時

の秘訊・を披録された。次に松井会民が往l時は若い会民が

大いに活躍せられたととを諮って 、若い会貝の活動を期

待する旨を要望された。最後に置泡名誉会貝の発声で

同協会の万才を三唱 し、将来の発展を祈って前途を祝福

し目出度く会を閉じた。

言E念講演会

30 8  1時半一一4時 於 大 阪 建設会館

本会の創立日を記念する行事として、午主主会に引き続

き現在世人の注目を集めている南極観測隊に関係のある

下記について講演会を催した。

1. 淡Jl!fi 南極地域特別観測隊用建物について

1. 講師竹中工務庖東京研究部長箕面在信氏

箕面氏は、本泌物について終始直接関係されて非常に

苦心研究をされた方で、先づ設計ーについての経過から建

物の特殊構造、特殊な使用材料などについて詳細に講演

され、次いで図面のスライドによって又その構造につき

詳しく説明 された。引き続ぎ実際に組立てをした時の実

況映画と組立てた建物のカラ ースライドを映写して一層

本建物に対する認識了解を深めた。最後に朝日新聞社が

北海道で行った建物建設の演習実況映画の上映があって

記念講演会を終ったが、聴衆は予想に反して少〈約70名

ばかりであった。

ｾＩｦ ｾｬｾ＠ MARK 一一

世界のヱヲ! と年:里
関 西 販 売 代 理 屈

株 式 会 社 菅 商 庖
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昭 和 32 年 度 牧 支 予 算 社団法人 日本強築協会

昭和32年度一般勘定ならびに会館勘定の収支予算は昭和32年3月28日の定時評議員会において，承認決議され

ましたの で，とこ に御報告申しあげます。

一般勘定

収 入 の 部 支 出 の 部

科 目 費 目 額 科 目 資 自 額

僧 人 会 費 2，7'∞，∞o  会 議 質 1ω. ω。

団 体 会 費 2，880，ωo  

会 資 収 入 5，805，ω o  

部 会 E空 20，0ω 

地 方 会 貝 会 費 1臼，600 委 員 会 費 1切，000

司 自 会 員 会 費 72，0∞ 雑 稔 費 6，400，∞o  

!ll 業 資 9，110，∞o  

講 演 講 習 会 費 320，0∞ 

緩 誌 収 入 6，400，∞o  

4程 会 'l'I 500，∞o  
、

Z再演講習会収入 245，0∞ 

111  版 'J'l. 330，ωo  

集 会 収 入 450，0ω 

雑 1， 290，0∞ 

事 業 収 入 9，475，0∞ 建 材 審 査・料 1∞，∞o  

約 款 売 上 収入 1印，∞o 支 部 交 付 金 270，∞o  

出 版 収 入 830，0ω 

支 部 'l'I 370，∞o  

支 部 補 助 金 100，∞o  

雑 1，ぬ0，∞o

電 話 辛ヰ 180，∞o  

雑 収 入 569，400 雑 収 入 569，400 通 信 費 30，∞o  

旅 費 交 通 貨 220，0∞ 

合 計 15，850，000 15，850，∞o  

ijI fh 型I 1. 036，0∞ 集 金 費 お4刈) ( }

会館勘定

印 刷 物 質 60，000 

文 房 具 質 42，0ω 

E里 目 金 百民

雑 f空 120，ωo  

収入の部

給 料 2，720，0ω 

貸 室 軍司 1， 020，∞o  
給 与 3，390，0∞ 起 動 手 当 100，∞o  

一 般 会 計 繰 入 金 1，080，∞o  

:rt 与 570，0∞ 

誕 収 入 回，∞o

健 保 料 114，創)(}

計 2，1切，0ω
厚 保 軍司 44，脚

支出の部

厚 生 'J'l. 210，000 失 保 華寺 28，0∞ 

労 保ー 料 4，∞o  

韓E 入 金 利 子 850，000 

職 貝 福 利 n 20，0ω 

借 地 料 49，∞o  

火 災 保 倹 料 22，1∞ 鼠 探 金 30，∞o  賦 課 金 30，∞o  

o  課 151，520 

lR 気 事ヰ

r  

84，0∞ 

会館勘定繰入金 1，080，ω。 1，080，0ω 

瓦 斯 代 171，000 

予 備 'l'I 624，000 予 備 'l'I 624，∞o  

水 道 料 12，0∞ 

人 件 'J'l. 114，∞o  合 計 15，850，∞o  15，850，∞o  

雑 費 50，∞o  

償 却 'l'I 306，0∞ 

剰 余 金 340，380 

計 2，150，0∞ 
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関 西 建 材 協 会 ・ 3 月 分 会 報

部長会 6 日正午一一4時 於 会 館3階

室谷理事長外中山、 金光、井場、田村、白井理事、事

務局長出席、. 予算、決算給与問題、共他総会提出関係答

案並総会開催万般協議

理事会 4時一- 9時 於 会 館4階

青木副会長、室谷、笠原、正副理事長、田村、若井、

問中、若林、鈴木、村石、村田、平田、石井、山本武雄

事務局長出席

諸報告の後下記協議

( り 会館借室料値上要求の件。協会理事会へ出席協

議するとと。

( 2 )  32年度収支予算等の件決定総会提案するとと。

( 3 ) 職員昇給の件。一割増を議決した。尚就業規則

作成を申合せた。

( 4 ) 役員半数改選の件。法人組織と なる 迄現状通り

とする申合せた。

( 5 ) 協会理事推薦の件。室谷理事長を候補とした。

( 6  ) 東畑事務所新設祝の件。適当に祝意を表すると

と。

( 7  ) 本会の顧問招待の件。 新年度に適当日 時挙行申

合せた。

( 8 ) 新ネ ーム、プレー ト調整の件。白地に黒文字と

し寸法を縮少すると と。

(  9 )  法人組織とす る件。総会の承認を得て進むこと

とした。

( 10) 会旗調整の件。見学集合用の小旗のみ作成する

とととした。

其他会則一部訂正と総会の件協議した。

建物保全部会 16 日 3時一一5時

浦谷、ケシ トク、三宮、東日本、不二化学、福 井、マ

ノレνγ 、水島、山下、 田島出席。

( 1)  特別会費月@ ￥ 2，000を積立て貌i陸を向上する

案決定

( 2 )  建物保全パ Y ブレツト発行其他宣伝普及検討

( 3 )  春の大会を協議し次の当答幹事に一任申合せた

和歌山説明会 23臼 1時3 0 - - 5時20分 於 労 的 会 館

神戸大学伴博士建材と 構造的意匠について講演プラス

チックス。ス ローノレ。 ヒノレコ シ。 能率風呂。 ν ングノレ。

建材説明。小雨と寒さと土曜のため出席約30余名であっ

たが座談式で効果的であった。

出版打合会 26 日5時一一 7時 3階事務室

大阪建築事務所井上、金本両技師と 事務局長鹿内主事

スヰート 翻訳終了内容検討し印刷ょの打合せをした。尚

パンフレッ トの題を新材料ダイゼェストと決定した。阪

大学生パイト謝礼の件協議9

日 誌

4目

竹林理事葬儀 故理事竹林富三郎氏北区長柄葬儀場で

社葬が営まれた。青木副会長鈴木前幹事長室谷理事長事

務局長外参列。

6日

日本板硝子 K K特- 別展示品ケース搬入 7時整理終了。

7日 3前一一4時

建築協会出版委貝会に大和事務局長出席、夕方建築協

会理事浅海治平氏御逝去に付き大和事務局長は協会手島

理事 と雲雀丘浅海民11に弔問

12日 l時ー ー41侍

協会辺事故浅海j合平氏社葬。阿倍野祭場で挙行された

ので青木副会長事務局長委員に列し立礼に加った。

13 日

本日会館清裟浦谷繭) ; 5 来る。

14日

午前中徳島建築士会小林理事来会講習説明会打合す。

午後和歌山市島村氏来会説明会開催打合す。

15日

岡山建築諌山本主事来会、岡地における説明会の清算

を了した。

16目

東京装備工業 K K斎藤社長来会、入会を勧め聞社品カ

ーテ y 、レーノレを会館に取付け寄贈を受けた。

22日 5時一一8時

東京畿備 K K特許カーテ γ 、 レーノレ披銘方を事務局長

斡旋本日今橋 クラブに在阪業界紙招待説明会開催。 朝日

新聞社会部外七社出席。

25日 明 一一 41時

建築会館運営委員会青木、鈴木、委員と事務I l @長列席

借室料値上げの件。要求額 15，000を 10，OOOI ' C協定。四月一

日より実施に決議

26日

協会出版委員会に事務局長出席

27日

中山会計部長 1時一一21時30分会計事務検閲

28日

事務局長 12時発三重県庁出張、建築課長外会合説明会

打合せ。 10時帰阪

29日 31侍一一5時

協会建材審査委良会に事務局長出席。午後京都建設業

協会井上事務局長来会、閥会展示場新設につき出展のと

与につき協議したg
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故 理 事

竹 林 富 三 郎 君

の 長 逝 を 悼 む

本会理事竹林富三郎君予而病気加療中の所3月1

日急性肺炎のため、58才をー期 とし て長逝されま

した司王は誠に痛惜にたへません。君は明治32年10

月 9 日京都市に生を享けたが、父君早逝のため 16

才の青春を以って早 く志を立て当時新興峨業とし

を芽て出しかけ ていた塗装界に着目し 、その頃日

本一とさ へ称された塗装界の雄大阪の亀谷関作氏

の門下に身を投 じ爾来42年間塗装業一途に励み続

け昭和22年 3月独立竹林塗袋 K Kを創立逐年飛躍

遂に今日 の強固な基礎と隆腐をな した。 立志伝中

のー人でありま した。

本会には昭和28年 9月入会31年理事に当選、会

勢部門を担任協力されており今後も君・に侠つもの

が多かった秋突如死去された ζ とは誠に残念に耐

へませ ん。 3月4 日午後から市内長柄斉場で社葬が

営まれ、非常な盛儀で故人の徳が偲ばれた。本会

よりは青木副会長、鈴木前幹事長、外多数参列さ

れたが、室谷理事長は大和事務局長 と会事事、室谷

盟事長弔詞を朗読弔意を表した。まEにありし自の

御省像を掲げ謹市御冥福を御祈り申上げます。

( 32 . 4 . 13氾)

昭和31年度会員入退会調

( 31. 4 . 1- - 32. 3. 31)  

新 入 会 43

退 会 9

差 引 現 在 数 247社

入会月 自 社 名 種 目 入会月日 社 名 種 目

4. 1 近 江 尽 興 業K K (塗料) 110.24 巾外商工K K(エパーシール)

110. 5 K Kサンエス商会

4. 4 制水化学工業K K ( ビニー ル I ( ポリ エテレン)

舗) I  

110. 25 ニホンボード販売K K

3.30 中谷セルロイド K K I  ( ボー ド)

( セルロイド)
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5.  7 大 阪 石 材 K K  ( 石材)

ＵＮ ＱＱ 秋元調ｬｬｉＡｾ総 ｋｋ (潟湿器量) 111.19 日宝 蛭 石 K K ( 蛭石製品)

5.25 締 本 硝 子 庖 K K ( 硝子) 111. 19 島野商i j J K K  ( 鋲打釘)

6.  1 巣 山 般 $1 K  K  ( ゴム) 112.27 大 阪 鐙 装 工 芸 K K (11i 装)

6. 30 和泉石灰ill ;j;;j K K ( ベエヤ)

6.20 K K大阪建材社( 衛生陶様)

6. 20 K K大阪建材社西広 ( 11 )  

6.20 K  K 井 下 商 庖 ( 11 )  

6.16 企業組合費水建材社 ( 11 )  

6.12 合 資 会 社 浜 田 商 庖 ( 11 )  

6.20 K K ナ ニ ワ 商 会 ( 11 )  

1. 4  K K日比日一滴庖 (ベニヤ)

2. 1 太平ベニヤ製造K K ( 1 1 )  

2.  4  rn和 産 業 K K ( テツヲス)

2.  1 ゆたか木材工業K K(天井仮)

3.  1 司Z 陽 物 産 K K ( ボード)

3.23 東京装備工業K K

( カーテン レーJ レ)

退 会 社 名

7.18 永大ベニヤ K K  (ベエヤ)

IK K 尾北 商庖 ( タイルセメン ト)

7.20  K K 川村 商会 ( セメント )

，大阪セメント 工業K K ( スレート )

7.23 K K 土俗木路( セメント) I  

l  富 士 商 会 ( パーフエヲテエ ン)

7.24 K K松井甚商庖( 室内装飾) 1  

!t¥岡 沼 気 K K  (電 気 総 兵)
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お 知 ら せ

昭和32年 版 全 日 本 紳 士 録 東 京人事興信所発行

購入地階に備付けております。会員皆様御利用下

さい。

信用と誠実をモ ッ トーとする ・建材 100 社の見本が一目で見られる
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本社工場・ 大阪市城東区野江東三T E  L  (33)  1183 ・3638 ・8592

梅 田陳列所 Ｈ ＳＴ 氾 ＸＰＱ ・ 東京営業所 Ｈ ＲＹ ｾ ＸＷＷＷ ・ ＸＴＸＷ 広島出強所Ｈ引 ＱＵ 剖
31l3Q  

ネ間ヲ11¥

田 中 工 業 株 式 会 社

主 雲頚芸喜眠禁T回刷 J 122 電話域東⑬0肌 0的

小合市鍛治町 i?1 ノ?1- 語誌， 2防本所⑧臼 弘iYr ] )川11崎 . 名古屋 . 小
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，..・
"  

， 
， 

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5 番 地

電話大阪 (34) 207'"'- 8・4836 .... -7  
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電 気 工 事 設 計 施 工

変圧器電動機電気冷蔵庫

電 気 洗 濯 機 販 売 修 理

工 藤 電 気 株 式 会 社

大 阪 市 北 区 太 融 寺 町 五 四

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1 - 5 審

工 場 大 阪 市 西 淀 川 区 御幣島東一丁目ニ0

電 話 淀 川 ⑨ 3 4 7 7 ・3 4 7  8  

営 業 所 東 京 ・名古屋 ・神 戸 ・岡山・広島

電 気 設 備 工 事

置 計 ・ 施 工

朝 陽 電 気 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 島三丁目 三 朝日ピル 6 階

電 話 大 阪 局 @8851番 ・@9531・1334・2351

営 業 所 大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 リ 四 丁 目 十 一 番 地

E起 訴 大 阪広j ⑭ 0 1 4 0 ・4 5 9 5 ・7 5 6 3

電 気 工 事 設 計 施 工

株 式 会 社 野 上 工 業 所

取締役社長 行 上 清 二 郎

本 社 大 阪 市 東 区J I:;浜 三丁 目 四 七 電話北浜⑧ 7TJ ｾＳ＠

支 庖 福 岡 市 上 東 町 十 五 電 話 東 ③ 5 0 1 0  

支); 5 松 阪 市 ・ 本 町 電 話 1  3  

出張所 東京 ・名古屋 ・神戸 ・l直方 ・田川 ・大分

電 気 工 事 各 種 設 計 施 工

4 > 株式

会社 松 室 電 機 商 庖

2  

取締役社長 松 本 芳 太 郎

大 阪 市 東 区 今 橋 二 丁 目 十 六 漆 地

電話 北 浜 @ 6951 ( 代表) ｾＳ＠

媛 冷 房 ・水 道 待I 生 τ: 事

設 計 施 工

株式会社 栄 興 商

取 締 役 社 長 中 山 俊 人

必』

ヨヨE

本 社 大阪市福島区上福島北 J 丁目 ー務地

包括稲山 ⑥ ＳＳＹＱｾＴ ・ Ｔ

支 広 東 京 都 新 宿 区 荒 木 HIj ー ) L 務 地

m 諮 問 谷 1 3 2 4 若手

出張所 神j寸市生田区下山手通八丁目 三 三

ffi 音 吉 元 同IJ @ 5 3 7 番

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式
A  

ｾ＠

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 北 浜 ⑧ 5 2 7 3 ー 5 2 7 5 ・4 2 4 1

営業所 東京 ・神戸 ・岡山 ・小倉 ・札幌

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

批

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 今 村 鵬

本 社 大 阪 市 北 区 曾 般 的 上一丁目四一

屯話 大阪⑧ ＸＱＳＱ 代 表 ｾＴ

営 業 所 東 京 ・ 新 宮 ・ 御 坊

電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商 会

本 社 大 阪 市 北 区 西 掘 川 町 15 番 地

電 話 ⑧ 代 3 0  5  6  

東京営業所東京都中央区銀座東八丁目 4 番地

全国燃料会館502号 室 電 話 ⑧7464

出 張 所 名 古 屋 ・ 防 府 ・ 福 岡

λ 三 菱 電 機 製

N F ノーヒュー ズ分電盤 N F ノー'ヒューズ配電盤

鐙 光灯 ・モー ター ・変 il":器 ・冷 暖 房 ・エ レ ベ ー タ ー

= 菱電繍株式会社元扱后

株 式 会 社 立 花 商 会

大阪市東区南本町二丁目四 三番地

氾 訴 本町⑧Ｈ代表 Ｉ ＰＶＷＱｾＹ

暖房・冷房・水道・衛生設備

設 計 施 工

株式会社 三 晃 商 会

本 社 大阪市北区:l:!: };b北町一附

1:1¥張所 * ボ都浴区芝琴平田J 凶 O

名古屋市中区新栄町二丁円一

福井rli 宝永ヒ凹J ーo le 

広 ｋｾ i I T石見昼間IJ h: Te 

福岡市衆院大通 一丁円 一七

⑧代表7031

@8478 ・1470

⑤ ＱＸＲＰｾＲ＠

② 1596 

②1773  

①1158 



ム

一与

会

電気 ・暖冷房 ・水道 ・衛 生

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

唐 大阪市西区江戸婿南通一丁目三七番地

電 話 土 佐 掘 @ 代 表 5 2 3 1 呑

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 二 丁 目 一 番 地

電 話 京 橋 ⑧ 代 表 6 2 9 1番

名古屋市中区南武平町 二 丁 目 一 番 地

電 話 中 @ 代 表 4 4 9 1番

京都 ・fI1l戸 ・岡山 ・広島 ・福岡 ・熊 本

札幌 ・仙台 ・新潟 ・金沢 ・福 井

式

社

株

会

設 計 施 工

短 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

衛

換

給 排 水

暖 冷 房

本

東 京 支 后

名古屋支庖

代表取締役 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話量崎③7575- 7

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話紙闘⑤4945- 6

神戸市生田区下山手通六 ノー ・電話元町④5892

暖冷房・換気・空気調和

病院諸機械・給排水・衛生

粛 藤 省 三 商 底

京 庖 東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電話和田倉⑧3761・3762・3763・3764

大阪市西区土佐場通大間 ピノレ714号

電話土佐掘@1568 ・1569 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前)

包 括 札 幌 ② ∞ 10 ・0956⑨

名古屋市中区南大津通一丁 亘 千 代

田生命ピノレ522号室

電 話 中 局 @

水道 ・衛 生 ・媛冷房 ・其{ 也管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式J レーフドレ イン製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

驚久工業株式会社大阪支庖

大阪 市南 区 ｪ 頃ｾ 町通 一丁 目四四帯地
電話本町局⑧代表4496- 8 祷

東京都千代田区丸ノ内 2 ノ & 仲12号館 5 号

電 話 28 局 日0 5 - 8 番

金沢市高岡町三五 電 話 金 沢 本 局 ②2074

福井市嫁之橋下町一O 電 話 福 井2436

高松市中新町一u t ; ノ三 電話高松5195

所

大 怠阪

出

創 業

大 正 二 年

株式

会社

東

強

庖

名 古 屋 庖

幌キL
庖

金沢営業所

福井出張所

高松出張所

本;

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛 生 工 業 設 備

段 針 施 工

賀 工 業 株 式 会

大阪市稲山区堂島浜通 4 丁 目

1 代 表 1 1 7 1 孫

屯 話 @ ! 代 表 1 3 5 1 悉

東京都港区芝 岡村岡IJ 6 丁目 電話⑬代表7151

名古屋市rl' l孟. 材木町 1丁目 屯話③ 27朗

京都市下京区烏丸通俗原下ノレ電話⑤ 1鎗 9

神戸市生問区北長狭通2丁 目 電 話 ③ 代 表5101

福 岡 市 千 代 栄 町J 電話ー②代表4735

6  6  7  

暖房 ・冷房 ・衛生 ・水j菖 ・nL気 ・厨 房 ・築炉

鋼 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

電 縫 鋼 管 ・荷 役 機 械 ・製 造 版 売

社
須

東 京 支 庖

名古屋支庖

京 都 支 庖

神 戸 支 j苫

福 岡 支 底

三機工業株式会社大阪支庖

2951 
大阪市東区高麗橋三T 目;芭帯地 ・電話代表26局

3076 

本社 東京都千代間区有楽町壱丁目十番地

支庖 ・出張所 名古屋 ・福! 湖 ・札幌 ・広島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 隊 ・六 郷

給水 ・排水 ・衛生設備 ・暖房設備

汚水浄化装置 ・都市廃物処J l ll 袋 i白

空 気 調 和l 装 置 及 衛 生 設 備

設 計 施 工

社材建

練式

会社

社

西 原 衛 生 工 業 所 大 阪 庖

A

Z

 

式株

大 阪 支 庖

大阪市北区中ノ均 三 丁 目 ( 朝日ピノレ九階)

ー包 話 本 町 ⑧ 8 8 5 1 - 9

本社及東京支庖 東京都中央区八重洲三丁 目 七

営 怠 所 名古屋市中区西万町二丁 目 ー

大阪市大淀区中津南通二丁 目 五一番地

電 話 福 島 @ 3 4 1 6 - 8 i書

東京司E務所 東京都 港区西芝浦三丁 目一番地

電 話 三 回 ⑮ 9 3 7 1 番

宅気 ￎｊＧ ， ｪ 利 袋 ｩｩｴ ，ｾ、 Ｑ 守 ｈｩ 冷￬Ｊ持量

殺 ［ＱＱ ・ 事ｾ f l' ・施 工

ｼ境 ・ 冷房 ・ Ｒ 気 ｪ ｩ ｬｴｪｩ ｩ 皮 ｾ ｬｴｬＱ ｾ を袋内

東洋キャリア工業株式会社

i地J百十設

庖

大阪市北|え堂島船大工町冗三者干i也( 毎日 大阪会館内)

ｾｕ＠ ;i ; t i 大|以 @ J " j 83 5 6 - 8 3 5 9

本 主1: 東京都 '1'火IX 日本橋兜II Ij 三丁目 二四番i也

11¥張 所 名 古 屋 ・九 州 工 場 .lE J] 

支阪大
高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区巾 ノ尚 3 n l 3 1l1=地 ( 朝日 ピル 7 階)

m新 北 浜 @ 1 3 3 4 - 8 ・7 3  5  9  

社東 ｊ￯ ｴ 都千代悶区ＱＧｊ ｬ ｩｉ日 ｬ 綾 川台 Ｔ ｔ Ｑｉ Ｒ ｾ 耳 ｬ 也

3  

本



温湿度調整装置、矯房、冷房、水道、搬送機設備 設計並ニ 施工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 底

大阪市北 区 富 田 町 三 O 番 地 I包 括 大 阪 @ ｦ ｾｴｾ 表 Ｉ 的 ＷＷ
t  0978- 9・0970

本 社 東 京 都 千 代田区丸 ノ内二ノ ー0 電 話 ⑧ 2 6  3  1 - 4  

仙 台 支 庖 仙 台 市 新 伝 馬 町 六 O 電 話 7  3 3 2  

名 古 屋 出 駁 所 名 古 屋 市 東区東門前 町 三 ノ 六 包 括 ⑨ 2 8 9  3  

額 準 セ メ ン ト 防 水 材 ・ 特 許 こ ツ ポ ン

特許ニッ ポン防水液・ 急 結液一号( 噴水急止)

二号( 湧水防止) ・姉妹品粉末ニ ッポ y

施工指導並ニ責任模範施工

ー一…ーー…ーー…ーー…『ー…ー・

黒 川 化 学 工 業 所

風間い不安i f .

( 国立大阪工業試験所富 IJ 製) セメ シ ト防水材特許権実

施工場

( 大阪営難所) 北 区芝田町六八 電話北⑧ 7916

( 本社・工渇) 神戸市灘区住吉町反高林 1876 ・

話 佐 村 木 商 庖
実用新案

4  

株 式

会 社

御 影 ③ 2723

矢 橋 大 理 石 商 庄

大 阪 出 強 所

大阪市東区高麗僑二丁目九 野村 ピル五階

電 話 北 浜 ⑧ 4 2 5 7 - 8 番

PAI NT I NG CONT R ACT OR  

株式

会社

塗 装 工 事 前 負

林 塗 装 庖

TEL . 大 阪 @1756- 7・東京@ i 1335 

リグノイド床・床材料

製造 ・販売・施工

福屋工業株式会社

本 広 大阪市西区南郷江上通一 丁目 貯一

電 話 新 町 @ i 3 4 2 6 - 7

営 難 所 大阪市東区京僑自ij 之町二 各種瓦葺工事請負業

包 括 ⑧ 1 5 2 8  

工業用及建築用各極石灰製造販売

小 野 田 セ メ ン ト 特 約 販 売 凶

樫野石友工業株式会社

大 阪 支 庖

大阪市北区曾線的新地 三丁I d 7i. 十三ノー

( 市1氾桜僑停留所前) 電話大阪⑧1274- 6

支 庖 ・徳 島 ・神 戸 ・姫 路 ・東 ボ

陶管・ベンチレーター

芸 誌 三 幸 商

大阪市北区曽桜崎上ーノl 1Yー

氾 訴 大 阪 @ 3  1  4  5  

. o.  

::z:s: 

ヒ ュ ー ム 管

鈴木式防火シヤタア

鈴木シヤタア工業株式会社大阪出張所

株式会社鈴木シヤタア商会

大阪市北区茶屋町 二 卜三番地

F包括法的 ⑨ 98 ・5837 ・8729



アリヂヌト: ; p

ＥＮＱ ‘ＭＭＮ、，でｾｾ

ｾｉ じ的色 Ｑｾ 争ど ｩｴｩＩ

F スフ77Jft ト

防水工事. 耐酸工事.

T  E  L  (34)  8157 ・8158 ・8159

B周i E 議士

定、ま主の

主 三 N. G. C式

セ ル コ ン イ ン シ ュ ラ イ ト 断 熱 材 関 西 総 販 売 庖

メ タ リ ヤ ン ミ ツ シ ユ D. M 38 番 責 任 施 工

米 国 パ ブ コ コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

ア ス フ ア ル ト 防 水 工事 内 外 工 業 株 式 会 社

ト 防 水 工 事

脇 山 静 夫
ア ス フ ア ル ト モ ル タ ル 床 舗装 工事

由

倍 野 区 旭 町 一 ノ

耐 酸 ア ス フ ア ル ト モ J レタ ル 工 事 電 話 (@ 3 4 3 4 - 6

ン

責 任 施 工

セ メ

五

[ふ宅一手1

営 集 種 目

スカイライ ト 坂 本 式 ベ Y チ ν ータ 一

連 続 通 風 装 置 一 般 建 築 鋳 工 場ｾ系森本ｼ 坂 本 式

坂 本 式

坂 本 商 会 大 阪 出 張 所

大 阪 市 東 区 平 野 町 1 - 4 電 話 北浜 @4643 

本 社 来 京 都中央区 日本織江戸耳障 1ー l l ( 明治ピル〕

電話千代田@ 7266・鈎6 9・9918

東 京 都 墨 田 区 寺 島 町 2 - 5 0  

電 話 城 東 ⑧ 3 9  1  8  

場エ

シリンタ Ｒ ・レ ｊ｜ ｾｊ ｜［ＧＧＧＧｾｩ 量
得ボ宇ン式シリンタ2・Ii

アンチ' #. シリンタ1・S宣

シリンターナイトラッチ

シリンタ ・ ｾｴ 由 込 書置

各種目B t 膨込主主

谷 山 製 作 所

大阪市東湖 ＱＱ 巨三浅雇 ｾｴｩ 益田 章ｾｾ室崎 ＨＳＷＩ 3117 ・7 7 2 4

ト・レツプ
東 洋 レ ー ヨ ン の 紙 眠 ・ 鍛 通 ・ 毛 ケ ツ

室 内 装 飾 設 計 施 工

社

ゐ、

ｾ＠式株飾装エ美

武美)11 早代 表 取 締 役

話 ( 6 6 ) 2 5 6 4  

5  

電3  0  の1  通松姫区成西市阪大



焼 ｊｭ 五ｾ 絶 対

廉 価

6  

岩 元 式

耐 火 ・ 断 熱 ・ 軽 量 ・ 保 温 ・ 保 冷

吸 音 ・ 防 音 ・ 結 露 防 止

大 阪 dJ 京 阪 i:':j Jia 稲 3 ー 7

日 宝 蜂 厄 株 式

T  E  L  (23)  1  6  0  1 ‘ 5627 ・5628

Z 込

ｾ＠ 本土

スカイライト並開ベンチレ+

サッシュ、ドアー、シャッター

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

岩 元 工 業 株 式 会 社

本社

③ 

戸 締 I et 革

PAl ‘ E NT S  No:414855 No:414856 No:35528 

広 舗、倉庫、 ガレージ等ニ最適デス ，開閉ハ

片手ニテ軽ク揚ゲ降シ致シマス 価格ハ至極

低廉デス 御一報係 員参上、カタログ進呈

大阪市原淀川区 i日川通 6 T 円却

旬結ｾＧＭ附 ｀ 4 3 9  

大 阪 府 営 堺 宿 院 応 舗 付 共 同 住 宅



ス チ ー ル サ ッ シ ュ ;

ス チ ー ル ド ア ー !

ス チ ー ル シ ャ ッ タ ー :

社式株業工板

園

田

鋼

置

凶

京東

大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 絹 笠 JI汀1 8 番地( 衆陪ピノレ三階)

電 話 北 @ 0 6 2 1 ・0 6 2 8  

木 村: 及 工 場

東京都荒川区 尾久 ｉｈｊｾ ノ ＱＮ ＰＰＰ 電話荒川 ｀ Ｘ Ｑ ＳＱ Ｍ Ｔ

今 各 種 銅 織 風 呂 釜 一 式

革協乱呂・ボイラー・力、ス風呂

木 村 硬 質 削 片

新製品 ・l吸音ナゴヤボード

日 昌 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 旭 区 生 江 田T 2  - 40(3日3500 ・3356

東京営業所東京都中央区日本橋浜町 3 - 2

A

ル

s
幅

帆

パ
l

t

誘

時

折

ト

ザ

/

ご

実

純

・り

川

犠

よ

仰

れ

札
モデルル ームへどう モ

F UT ABAY A DE COR AT OR S， LTD.  

建 築 物 船 舶 等 造 作 工 事

家具・建具 ・室内装飾工事 設計施工

内外織物・敷物類一式

...::=::::::，.. ( 創業大正 7 年)

配管激二葉屋装備工業株式会社

モ ヲ 取 締 役 社 長 若 林 繁 吉

大阪市大淀区本庄川崎 11f T 2 の 6

( 天六電停西北 2 1' )

電話 ・豊崎⑧3321 - 3 ・3630

今でも時代感恥先度Lょうど努力 L います

;出Z童画風 ? ? ? 5 3)

工場太阪市住舌区西加賀屋町4丁目81 電話住吉 (67) 5109 

7  



鋼 製 建 具 標 準 価 額

( 工 場 撚 波 )

(予γ 三議 単位)

昭 和 31 年 9 月 現 在
紋 日 本 サ ッ シ ユ 協 会

種類| H  口，I 価 額| 開i 考 姿 図

上
分

800 1. 500 13. 1  1.  280 ，，"'- 1  .  420 
一

一 一、 、 、

到 ｉ ｾ 1. 000 1. 800 19. 6  1. 060 "'""-' 1. 170 金 額 ヱ

げ
兵 縁 ヤ

目

式
1. 200 2. 100 27. 4 900"'""-' 1. 000 

、 1

国目
金砲 勝 タ

下

一
梶ィ

J 、- 800 1. 500 13. 1  920"'""-' 1. 160 製 二 ト

げ ラ

段 不

ユノ 1. 000 1. 800 19. 6 740 "'""-' 870 
血 合

，芯升 宅

h  

板

式

1. 200 2. 100 27. 4 620 "'""-' 700 

ナ

る‘ 〆

ヲ|
上

1. 200 1. 000 13.  1  910"'""-' 1. 100 一 一
一

一 一、 、 、

1. 500 1. 200 19. 6 720"'""-' 810 

吊
32.7 

全 全 企

回 目 白
2. 000 1. 500 550 "'""-' 610 

還 上 上 上

下

1. 200 1. 000 13. 1 790 "'""-' 920 

1. 500 1. 200 19. 6 620 "'""-' 730 

窓
車

2. 000 1. 500 32.7 490 "'""-' 570 

雨
枠

1. 000 1. 000 10. 9  710 -- 800 
六 五 四 三 二 一

、、、、、、

• 
1. 000 1. 200 13. 1 640 "'""-' 710 

骨

警 葬企全会

格
1. 000 1. 500 16. 3  560 "'""-' 630 

吋 の

r; 、I〆、'、1

回
開 丁 場 上 上 上 I…  '¥〆I、〆、I

枠

1. 000 1. 000 10. 9 
780 --

960 
番五七合上

• 
1. 000 1. 200 13.  1  740 "'""-' 920 

粍 下

窓

曲
y切k  

物
1. 000 1. 500 16. 3 660 "'""-' 830 付

枠
800 600 5. 2 860 - 1 .  050 

五 四 三二一

回

.  、 、 、、、

骨 物曲 下 骨

転

務
1. 000 1. 000 10. 9  550 "'""-' 660 

七枠禁切罪の全会全及

図
、，、，、，-.、，、，.、p  

: I. _ 

出

件 800 600 5. 2 980"'""-' 1.  220 
粍五付ハ場合 上 上 上.  

室、 幽

五

物 1. 000 1. 000 10. 9  610 "'""-' 700 

。
粍

)  

蹴 枠
1. 200 1. 000 13. 1  440 "'""-' 510 

五
一

一、 、

口口口

• 
殺

曲

1. 500 1. 200 19. 6 
380 -

430 

全 全

上 上

窓 物
2. 000 1. 500 32. 7 

300 - 350 

8  



鋼 製 建 異 標 準 価 額

( 工場制! 波)

(rγ 三路 単位)

昭 和 3 1 年 9月 収 在

法社同人 日 本 サ ッ シ ユ 協 会

種 類 Iw H  価 額 考 姿 図

回

900 1. 400 13. 7 530 ........ 630 一

盟

轄

r 、
、

園田
工 下

及

場 1. 200 1. 900 24. 8 
410 --

470 

￥巴芸葉切付

l巴t:

向

出 、.〆

1. 500 2. 300 37. 6 420 ，..._， 500 
窓

阪

1. 400 290 ，..._， 360 
一

田由 盟
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シャツター

ド ア

独 特 製 品 汎建型上下げ窓

双腕の図面 が抱 り合さ れ 自然 n: 気密度 が高い。

神高型竪形と出 し窓

両聞 きゃ片開き に代る墜ZI 宅で耐久な構造。

連動突出しと出 し窓

と出しと上釣 り とが完全に平 衡ｩＱＡ ｾ ｪ され操作軽

快、日日開確実、体裁優秀 な新型。

逓 増 減 分 銅 付 き シ ャ ツ ター

大型 ν ヤ Y ターも瞬くは やど 開閉出来る 。

新 規 製 品 普及型上吊り引遣い窓

1  
賀笑墜牢で最も J.l"1則前 ・校舎宿舎などに最適

合 資 会 社 汎 建 製 作 所

“ ORI MOT O"  DI AMOND T RUS S  

官公庁御 採 用 耐 震 尉 風 木 材 接 合 金 具

住宅、工場 、学校、集会場、体育館にまた 2 階梁に

Ｎｴｬ ｾ Ｑ の 御依頼に応 じます Ｈ ｨＡ山ユ［は ｩ 白 ｊ Ll r.LJ です〉

カタログ及び殴tt 参考資料贈呈

考 案 織 本 建 築 設 計 計 算 事 務 所 販 売 織 本 特 殊 構 造 研 史 所

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 鱗 殻 町 3- 2 ( 水天宮交叉点角) TPL  ( OT) 倒43 ・7凹7 ・70位

鉄材が少くてすみ施工間易な格納陣 ・工場 ・体育館の建築には

ｐａｔｑ 武ヂベ ｊｾ

PATQ 武クラシプ

ｉｴｾ 寸 Ｗ ラ

15 
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重雇重重量量調理E

セメント防水制 ｬ 毒性鵜的 ＷｋｾｻＺＨ ラ〈

ｊｉｓ 合格呂め ｾ� 健闘を ｊｖ

5.1 : . 1乃ー=. 1

防 水 制 ・ 縁 結 割j

セ〆ントＭる灰・フヲズターの着｀淘 ｕＯｾ 純鉱物 ＧｴｩＮ 絶対者ｾｽＮ変｀

チ z リーカヲー

セ〆〉トの( アク) イ准p回りの場合 I ま

シレ ＱＷＺ 〆セ〆ントア仰 ｾｏＩ 創造闘を

水溶性特殊姥着剤むシケシ糊・桜印酸化黄・

ラスヒゲ3 ・末広布達・其仰特殊材料発売元

(型I録御通知次第御送附致ぅマス)

株 式 舎 社 新 興 建 救 エ 業 所

大阪市西区目、ソ橋・・電話新聞 ( 53) 1988・9720香

五場大阪市住吉区衆長居間36 ・電話住吉 ( 67) 212巷



ＨｾＩ浪建式
ス チ ー ル サ ツ シユ ドアー

シ ッャ ター - オ ペ レ ー タ ー

一 製 造 販 売 一

日

満

全 コ

国ム

総 タ

代 イ

理 ル

rt 浪速建枚工業棟一- 一応

本 社 ・工 場 ・大阪市城東区野江中之町一丁目九番地 電話城東@1171，_3番

東京営業所 ・東京都巾央区銀座東六丁目木挽飴ヒソレ六号館ω 7号室 電話東京@4611

福岡営業所 ・福 岡 市 天 神 町 三 番 地 ( サンビル内) 電 話 福 岡 ① 8 4 6 2 番

出 張 所 ・大 分 市 栄 町 下 市 三 一 七 番 地 電 話 大 分 1 3 6 6 番

化拳ユ場の建物を

畿蝕から守れf

耐酸 耐油 耐アルカリ

最 新 式 耐 酸 レヂンライニング

ポリエステル系レヂンライニング

各 種 合 成 樹 脂 ラ イ ニ ン グ

サ ル フ ァ 系 煉 五 目 地 材 料

特 殊 ア ス フ ア ル ト 耐 酸 工 事

現 場 責 任 施 工

設計 ・施工には是非弊社lζ

御 相 談 願 い ま す

耐酸化単工鎖株式会最

17 



優秀校衡を誇るf

森村の幽

震 f圭. 言受吉十. 製 f全 .

麻本ｩＷＧＡｊｾＮＲ ｉ 叫川匂 ｾ￱ｩｩ麻 す す り ノ 寮 株Z 吾原工

本 社 大 |坂"1城 *区日lf-tT J1，[之IIIJ つ"[1 -1二 ? 存 地 電 話 城 東 (33) 2854 ・52721:存

出 張 所 名古 L，l 市北区1alll 戊j瓜り ー. TI I -I ぺ 孫 地' ，[ i ; ，l;f; *  (4)  2  2  7  4 孫

嶋野工場 大|以 di J)，主点! 又ぷ 1:. 111111]' .  J  '/1 -じ一裕I也



〔中国・九州〕

青 盛 建 材 株 式 会

広 ぬ i li 鉄 砲 町 1 0 8

Ｑ 屯 ｲｩｾ 11
1

② 2 2 8 1 - 3  

青 盛 建 材 岡 山 営 業 所

岡 山 市 東 田 町 3

屯 話 ② 7 9 1 1 ・8 1 6 9  

ゐ

一

品

ネ土

所業

4

6

営

日

~

間

前

日

福

崎

2

材

附

③

E

市

東

E

岡

話

盛

稿

屯

青

〔東

建 商

名rti J歪di rl'区宮 出IUJ 41 ノ 2

71i 訴 '1'⑧1329・2106・2817

海〕

株式会社

名

後〕

友 工 業 株 式 会

大 阪 営 業 所

大阪市: r +[ /成区大今虫IIIJ 655

大 阪 セノレロイ ド会 館内

電 話 F街⑮ 8 0 3 1 - 4

合 名 会 社 利 倉 幸 商

大 阪rl了間医長痢綿筋 2 ノ20

Ｈ日本絹 Ｇｾｻｩ ｦｽ 前 Ｉ

TE 話 1哲 ⑮ 4 7 1 ・4 7 2  

京 都出張所

京都市 rl' 京区河原UIJ 夷川下ノレ

屯 濡 ③ 3 2 9 9  

株式会社

木 下 謹 三 商 庖

大阪市西医江戸期南通 5 ノ35

屯xr:・_H/i:痢@5408 ・5486

株式会社

久

社

庖

〔近

， 
4  

合資会社

岡 田 建 材 庖

1'"片Jif di 凶区西鍋井IlI y 2 ノ12

tS活凶⑬ 0 1 2 1 ・2 0 5 7

業

【専属の職人養成並指導】

和 泉 産

大阪 dJ 南区日本編鍛j 2 ノ36

電J;T・ 戎 ⑧ 3 2  8  6  

庖

社

保 商

大 阪 市 北 沢 真 砂 町 5

1UJ A大 阪 ⑧207 ・4836- 7

タ テ パ ヤ シ 商 庖

京 都iIi _l 点医大京通四条下'ノレ

泣; 京壬 生 @ 4  4 6 8  

井 建 材 有 限 会

神 戸 di .l( J恒K 荒 F1l ll1j 1  

TU giA 淡 川 ⑤2697 ・2140

石

19 



式音i d:

電話南 (75) 5 0 7 ・3137 ・3138

電話堺 ( 102) 1586 ・4800 ・4801

電話県尼 (55) 2  2  3  

株業工

め

が

き

遠

足

今

ザ

ヤ

也

、

L

ケ

シ

ャ

ク

づ
一一甑の間・廊下に

新

築

に

水

拭

き

で

は

す

ぐ

に

黒

ず

み

ニ

ス

・

ラ

ツ

カ

は

白

木

の

味

を

な

く

し

、

は

げ

る

と

見

苦

し

く

な

り

ま

す

が

、

す

べ

ら

ぬ

白

木

艶

出

ケ

ン

ト

ク

を

月

に

一

t

ニ

ヨ

ぬ

り

乙

め

ば

毎

日

は

カ

ラ

拭

き

で

新

築

そ

の

ま

L

の

美

し

さ

を

保

ち

ま

す

。

白

木

液

体

ケ

u

J

F

タ

-

升

・

固

九

O

円

で

約

十

五

坪

、

丸

園

田

単

品

Y

F
二

九

O

円

で

約

五

島

町

み

が

W

ま

す

板 の 間 廊 下 の す べ ら ぬ 白 木 ツ ヤ 出 し

z  
電話⑧3416 ・1668
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ート
当社' f ( 伝課へ

新 し い 塗 料 か ら 生

ま れ る 新 し い 環 境

y クリ ート・ モノレタノレ ・プラスター ・木材 ・

金属 ・紙 ・繊維 ・皮革 ・その他あらゆる材料 lζ

深さと魅力を与える高分子多彩ザ:*'1

・-

ｾラヨ

ョl OJ a・

ｾ＠ @oa t  

米国特. 汗

No. 2j9J 904 

ＱＱ 本特 ，ｾＮ (11'"，1) 

No. 3734 52 

英国特.n・

N o.760ω5 

4露骨
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東 京 都 品 川 区ー二葉 町1- 441 電訴佐原③1715 芸

大 | 良 市 戚 東 区 中 本 田J 529 電話東t l i ] 4765 三

匝軍主宰ヨ

E諸 君 k W t HJ 窪宣週ｅｅ 書 言 司直ｾＮ Ｇｊｾｾ 信書 ｩ ｩｊ ｬ

新日本メタルホームK K推 奨 品

工 社

責 任 ・ 施 工 ・ 請 負

日 油 脂 化 本 社

大阪営業 所

リ
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川

相
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刊
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波

取締役社長

用途 I:lj tJ.l紋:j • IJf g:.¥ .  H!iil: ・I1¥HI 切

製版川網 ・化学総i組問

+ム
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J

必

u
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品

E

A

h

m

式

J

A

d

〉

株

山

尚

昆

戸

工

引

四

戸
倍

商

川

ω

d

E

和

山
川

1

川

州

一
ニ

j

叶

川

型 ｾ i'官 売

日 東 紡 繍 株 式 会 社

会カ タログ御入灯l の万は御一報下さい

セ メ ン ト 増 強 防 水 斉'J

ヲ. - 9イ同署

日本建築協会優良謹明

￥‘  

御一報ニ史箆型録並仕様書謹呈

株式会批日本セメント防水剤製蓮所

本 ネｼ兵 ｗｾｩ｜Ｇｩ ， 塚市 ｬｬｅｦ＿ ヒの ￬￺Ａ ｾじ ＲＸ 1  '，l1 ｾ［ｊ ｲＮＮ＠ .  i 塚 2153

工 場 j己 的 di ｾｉｉ 被ノド ｉｉ ｬ ｲ 1  - - 3  4  ' ，[1，前大|奴 (48) 8544

名占庖 Ｚｬｾ 張所 名古屋 dJ・中 区 作 1111I J l 6( 1a長ビノレ内) 'rl 1.tli j有 (32) 1331  

語E



b .  

:z:t 社築建第 3 8 輯 号5  第と

昭

和

二

十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

昭

和

三

十

三

年

五

月

二

十

日

印

リ

昭

和

三

十

二

年

五

月

廿

五

日

発

御

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

朝日石綿工業株式会祉手法九

大阪市北区神山町四六電話犬阪⑧ 233i 諸説

東京銀座七営業所- 東京検浜. 名古屋.岡山九州北海道

東京. 横浜山梨名古屋.大隠し岡向門可宮城

大阪営業所

本 社

場エ

接着剤はセメダイン附の -

サンライトセメダイン

売

価

一

部

金

百

三

十

円

(

送

料

共

)

厚 さ |標準サイズ 重量( 枚)

3 尺 x 6 尺 6.0kg 

1. 3分 ( 4 勿)

4 尺 X 8 尺 10. 7kg 

3 尺 X 6 尺 7. 7kg ￥ 620  

1. 5分 ( 5  '%，) 

4 尺 x 8 尺 13. 5kg ￥ 990 

3 尺 x 6 尺I 10. 5kg 字 8∞

2. 05} (6 開 |
4 尺 X 8 尺 18. 5kg ￥1.3ω

硬質繊維板( ハードボード)

基金生互 ｡ｾ
一

一

一

一

一

一

l

l
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